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第一章 緒 論

抑 篭結 核 病 ハ有 史 以 來 就 二違 ク其 淵 源}太 占 ノ

時 代 ニイ∫人・レモ ノニ シ へ 該 病 努{・・午 日爾 地球

卜各 地 ∴往 く其 蔓 延 テ逼 フ シ、 以 テ人 類 二通 有

ノ疾 ヲ丙 ナ雌 成 人 ルモ ノナ リ。 而iシi其 病 秀兜立立一=

病 勢 タ ルV甚 グ多種 多様 一 シi、 或 者 ハ経 過 不

良 急 激 二悪 化 シ速 カ ニ死 ノ輔 蹄 テ探 リ、 或 者 ハ

緩 慢 瀟 久漸 次 ナ曾悪 シテ撲 手 漏"'Jiヲ 知 ♪ザ ルみ、

忽 然 トシ ア其 進 行 テ停 止 シ、 自然 治癒 二赴 ケ ル

ナ ド實 一吾 人 テ シテ容 易 二其 端 貌 テ許 サ"ラ シ

ム。 病 源 膿 二封 六ル免 疫 態 度 二於 テ モ亦 同様 ニ

シテ、 甲 ハ 自然 免 疫 性 テ有 ス レ ドモ乙 ハ然 ラザ

ル ナ ド、其 本態 二就 テハ全 ク不 可 解 ナ ル事 多 ク、

從 來 総 ア ノ醤 人 ニ ヨ リテ之 ガ轡 界 二於 ケル唯 一

ノ謎 ト シテ迎 ヘ ラル ・所 以 モ亦 此 虜 二存 ス.爾

來 幾 多 ノ士 是 ガ解 決 二志 シテ研 鐵 怠 ラザ ル事 既

二敷 十 年 テ経 タ ル今 日 卜難 モ、 未 グ ートシテ適

切 ナ ル治療 法猛 見 セ ラ レタル テ聞 カザ ル ハ故 無

キ ニ非 ズ。殊 二1882年R.Koch氏 ニ ヨ リ病 竈

ヨ リ初 メ テ結核 菌磯 見 サル ・ヤ,其 病 因 、 病 理

モ亦 漸 次 明 カ ニ ナ リ シ ト難 モ、 其 療 法 二至 ッテ

ハ今 爾 依 然 混 沌 ノ域 テ脱 セ ズ。 如 斯 ク結 核 禍 呪

咀 ノ聲 ハ常 二吾人 ラ シ テ徒 二焦 慮 セ シメ、 是 ガ

豫 防 拉 二治療 ノ封 策 テ講 ズル ハ 目下 ノ急 務 ナ リ

ト痛 感 セ シム ル事 大 ナル モ、 是 二封 シテ探 リ得

ベ キ唯 ノ法 ハ只僅 カ ニ早 期 診 断 法 存 ヘル ノ ミ

ー シテ、此 黙 衆 目 ノ ・致 スル トコロ所 謂 「診断 ハ

最 良 ノ治 療 法 ナ リ」トノ言 ヤ實 二 適 切 ナ リ ト言

フ ・ご シ 6

斯 ク シテ娩 近馨 學 ノ進 歩 二從 ヒ結 核 診断 方 面 二

於 テ モ競 フテ各 種 ノ有 力 ナ ル 方法 奨 賞 セ ラル ・

二至 リ、例 ヘ バ理 學 的 診 断 、 「レ ン トゲ ン」學 的

診 断 、 結 核 菌 詮 明法 、 「ツベ ル ク リ 》」診 断 法 及

ピ各種 ノ血 清學 的 診 断 法 等 ハ其 ノ主 タル モ ノナ

リ。 殊 二後 者 二就 テハ其 材 料 テ得 ル事 容 易 ニ シ

テ、 且 ツ理 論 的 ニ モ首肯 セ ラル ベ キ貼 多 キ ニ ョ

リ、 近 時 頓 こ∴諸 家 ノ注 回 人ル所 トナ リ、就 中

丹 内科 領 域 ∴於 ノハ之 テ シテ肺 結 核 診 断 殊 二活

動 匪、 非 活 動 性 ノ鑑 別 、 更 二蓮 こ アハ豫後 ノ判

定 ニ マ プ有 ηナ ル補 助 法 タ ラ ンノ ン トスル ノ試

ミ汎 ク行 ハ ル ・∴至 レ リ。 即 チ凝 集反 雁 、 沈降

反磨,補 盟 結 合 反 慮 等 ノ特 異 性 血 清 反慮 ハ勿 論,

非 特 異牲 タ ル凝 折 反 慮 等 其 他 多激 ノ新 法 陸績 ト

シテ猛 表 セ ラ レタ リ。 如 斯 コ ノ方面 二於 ケル研

究 ノ興 隆 ∴從 ヒ、 他 ノノ其 評 慣 判 断 二就 テモ亦漸

ク兄解 子異 ニ シ、 或 者 ハ臨 躰1二癒 用 シテ慣値大

ナ リ トセル モ、 或 者 ハ然 ラズ ト シ テ顧 こザ ル ナ

ド讃 否相 牛 バ シ、 諸 家 ノ所 設 尚 匠 々 トシテー定

ノ蹄 結 テ求 ム ル事 甚 グ困 難 ナ ル テ登 ユ。 蓋 シ結

核 ノ免 疫 状 態 二關 シテハ 既 二R.Koch氏 一 ヨ

リ實 験 的 二 活動 性 免疫 ノ 成 立 ラ 護 セ ラ レ シ以

來 多 撒 ノ研 究 業 績 績 々蛋 表 セ ラ レ、就 中R6mer

氏 等 一=ヨリ テ詳 細 テ極 メ ラ レタ リ。然 リ ト難 モ、

其 本 態 ∴ 就 テハ 依然 ト シテ 不 明 ノ黙 少 ナ カ ラ

ズ。 或 ハ組 織 免 疫 設 ∴ ヨ リ、 或 ハ液 盟 免 疫設 ニ

ヨ リテ設 明 セ ン ト試 ミラ レタル モ、 畢 寛 是 等 ハ

免 疫 ノー 部 テ立謹 スル ニ止 マ ル ノ ミニ シテ、 其

免 疫 態 度 ハ腸 窒 扶 斯 、 「コ レ ラ」等 ノ如 キ他 ノ急

性 傳 染 病 二於 ケ ・レト大 二相 違 λ,レモ ノナ リ.即

チ是 等 ノ疾 病 ハ 発 疫 血 清學 的 一 明 カナ ル ニ反

シ、 結 核 二於 テ ハ免疫 饅 ノ量 甚 グ微 少 且 ツ薄 弱

ニ シテ其 謹 明 テ該 血 清 中 二求 ム ル事 甚 グ困 難 ナ

リ。 從 テ是 等 雨 者 ハ免疫 學 上 根 本 的 二匿 別 サノL

ベ キ モ ノー シテ實 二結 核 血 清 反 慮 ハ 今後 ノ研究

二倹 ツベ キ免 疫 學 上 ノー 大 懸 案 ナ リ ト断 言 スル

ニ偉 ラズ。

著 者 モ亦 弦 二恩 師 有 馬 教 授 ノ御 指 導 二從 ヒテ是

等 先 人 ノ験 尾 二附 セ ン ト欲 シ、 上述 諸種 免 疫反

庶 中最 モ古來 ヨ リ實 施 セ ラ レ、 且 ツ最 モ有 望視

セ ラ レタル モ、 未 グー 定 ノ蹄 論 二達 シ得 ザ リ シ

凝 集 反 庶 二就 キ、 耳卯力攻 究 スル所 ア リ.即 チ結

喝
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核患、者各病型二於ケル該反慮 ノ腕態拉 二補艦結

合反慮、「ツベルクリン」過敏反懸.血液諸像及ビ

其他二、三 ノ検索 ラモ併セ行 ヒテ、是等 ノ關係

二就キ綜括的二論ゼント入。該大要ハ曇キ∴昭

和9年6月 第十二回北海道督學會穂會席 ヒニ於

第二章

結 核 二於 ケ ル凝 集 反 慮 ハ1897年 鉦 二J.Ferran

ノ實 験 的 研 究 二成 功 ヲ牧 メ タ ル ニ濫 鳴 冷有 う、

次 デ1.Dubard之 テ實 験 的 一 護 二lq'i、 又S・

Arloing(1898)ハ 所 謂 結 核 菌 雫 等 培 養 一 成 功 シ

テ更 二P.Courmontト 共 二之4凝 集 反 慮 二慮

用 シ、結 核 早 期 診 噺 二好 成 績 テ得 タ リ シ以 來 、漸

ク識 者 間 ノ注 目 ス ル所 トナ リ、 其 後 種 々 ノ業 績

相 次 デ報 ゼ ラ ・レ ・二 至 レ リ.即 チ 氏 等 二櫨 レバ

1200例 中 陽 性 者 ハ 内 臓 結 核S7.9%、 外 科 的 結

核100%、 疑 似 結 核34.9ノ ∫拉 二健 康 者26・S%

一 シテ、 殊 二結 核 初 期 二 於 テ 湯 性 茅示 ス場 合 多

ク、 末 期 及 ピ急 性 結 核 ニ ハ却 テ陰 性 ナ ル 場 合 多

シ ト。 後 之 ガ追 試 諸 ケ ニ現 レ、 殊 二 傭 繭 西 學 派

中 ニ ハ 之 テ支 持 ス ル 者 多 ク、 二欠 ノ諸 氏 ハ 何 レ モ

之 二賛 意 テ表 セ リIMongouretG.Buard.E・

Bendix,vanBogaertetKlynens,D.L.

Edsall,G.Carri6re,E.Nebelthau,Caffar-

ena,Marzagalliu.Caffarena,M.J.From-

ent,LagriffouletPag蕊,F.Rosenberger,

且.J.NicolasetP.Courmont,G.Massini)。

爾E.HaWthorn,H.Vincent等 ハ操 作 ラ少

シ ク愛 法 シ テ 略 、之 ト相 似 タ ル 成 績 ラ得 タ リ。

然 ル ニ 是 等 二 封 シ否 定 設 テ唱 フ ル 者 モ 亦 少 ナ カ

ラズ。 例 ヘ パM.Becku.LRabinowitsch・

M.Ficker,A.Moeller,F.v.Gebhardu.

A.v.Torday,F.deGrazia.V.Masiuset

L.B6co,L.krwackiu.W.Benui等 ハ 夫 々

臨 休的 及 ピ實 験 的 二 該 反 磨 甚 グ シ ク不 定 ナ ル結

果?示 セ シ テ暴 ゲ、J.v.szab6k」'又Vaccin

療 法 ハ 凝 集 債 テ高 ム ・レモ 、 該 事 實 ハ 何 等 豫 後 †ij

定 テ意 味 ス ル ニ 非 ズ ト謂 ヒ、E・Kreucker・0・

Roth等 ハ 結 核 患 者 中 屡 ミWidal氏 反 畦 場 性

テ黄 表 シ、昭 和10年6月 第1・ 三回 同 栂 會 二於 テ

モ更 一二引 績 キ報 害 い ・所 ア リ タ リ。 以 下 章 ラ追

一斤 記 逃 ス ルハ之 ∴闘 ヘル ノ出 迄 ノ成 績 ノ絶括

一シテ、 之 が多 少 ナ リ トモ斯 界 研 究i二脅 考 ノ資

タ う 二∴ ハ余 が幸叢 こ ∴如 ケモ ノナ シ。

文獄梗概
　

彗 と・し㌃ と・・混合 傳 染 一 因 ・レナ ラ ン ト推 論 シ

テ.劇 ∠慮 ノ 債値 手疑 ヘ リ。Vl.kノ 外 尚A・

Dil)udonn6,PRuitinga,F.Tellung,P.

Eisenbergu.E.Keller,H.M.Kinghorn

&D.C.TWichell,0.Roepke,M.Klimmer,

E.L6wensteinノ 諸 氏 何 レモ木 反 唯 ハ 急 性結

核 及 ピ重症 ノk期結 核 二陰 性 ナ ル ノ ミナ ラズ、 第

二期 若 クハ初期 ニ モ亦斯 カ ル事 ア リ、 他 方結 核

ト翁 ク無 關 係 ナ ル他 ノ疾 患 ニ モ陽性 斗呈 スル事

ア リテ特 異i㌘ 訣 ク事 多 ク、13メ ー診 噺 的 反 雁

ハ著 シ リ其 償値 系減 殺 セ ラル ト諭駁 セ リ。

然 リ ト難 モ、元 來結 核 菌 雫 等培 養 ハ何 レ ノ菌 株

二封 シテ モ常 二成 就 スル モ ノニ非 で、 寧 ロ其 達

成 ∴ ハ多大 ノ努 力 ト長年 月 ト斗要 スル テ以 テ、

其 後 漸 ク他 ノ ケ法 考 案 サル ・二至 レ リ、 就 中濁

逸 二於 テ ハ 主 トシテVerreibungsmethode使

用 サ レタ リ。 皇PチR.Koch及E.v・Behring

ハ結 核 菌 乾 燥 細 粉 ラ夫 々研 磨 又 ハ曹 達 ニ ヨ リテ

麩理 シ俘 游 液 ト篤 セル者 ハ、製 法 極 メ テ簡 軍 、

且 ツ常 二同一 状 態 一 アル ガ故 二!ズ窪 成 績 二誤 謬

テ來 ス憂 無 シ ト互 二推 賞 シ、A.K6ppenハ 更

_33%苛 性 曹 達 液 ニ テ鹸1ヒ シ、LKarwacki

ハ 窒扶 斯 詮 二倣 ヒ テ前 者 ヨ リモ遙 二高 率 一

凝 集 スル診留 液 テ得 タ リ ト,爾 ホ當時 本研 究'

勃 興著 シ ク隆 盛 トナ リ恰 モ最 高 潮 時 代 子呈 ㍉

幾 多有 勇 ノ 業績 窪 療 ト報 告 セ5レ タ リ。 彦 チ

W.H.Park.Herz等 凝 集 反 悲 ハ 量 疫 程 度潮

定 ノ尺 度 タ リ得 ベ シ ト得 シ、F.Widalハ 桔 核

生菌 、 死 菌 共 二冤 疫 並 清 ニ ヨ リテ;廷案 ゼ ル ・事

二寡 ゲ
、F.Arl・ing・ ・下 等培 書 芸・ζ莞凝 集言三

力 卜chem(,taktischeEigeDschaftト ノ間 ニハ

明 カチ,レ拉 行 閣 係 存 ス)謂 ヒ、E・Maragliano
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・、Maragliano-serum療 法 一1リ ノ特 殊 凝 集

素 ノ産 生 ラ・1認ノ タ リnF.Figariハ 新 ノll見占」ハ

7㌫ ∴凝 集 素 テ仙i央クモ'U:'?L-一 ヨ リ 移 行 サ ル ・ ト1些

べ 、P.Risslingt亦Koch氏 法 二 於 ノ菌 液 一ナ

稀geL・ バ1'1然 凝 集 テ 避 ケ得 卜。W・Arloing,

Bayleu.Dumarestt準 ハ 更 ∴1酬ll/ll　 !lE二 從

ヒ凝 集 力t亦 恥 減 テ 示'ヘ ト言 ヘ ノレe、K.Turban
　

u.G.Baer導 凝 渠 贋 ハ 左 程 酬 木的 糸くii過・-6致
ロ

セ ズ ト駁1.。H.B.M.Landisハ 凡i-17＼ ㍉

陽 性 ナル事 多 ク、 診断 ニハ意 義 無 キモ 豫後"LJ"一

ハ 多少 ノ慣 値 ヲ・認 メ、G.CurloetLSivori

等 ハ人 艘 』 ア リテ ハ免疫 家 兎 二比 シナ凝 集能 力

ノ焚 現 遅 ク、且 ツ ・定 二保 ツ ト述 べ、A.Fontes

ハ結 核 海 狽 淋 巴 腺浸 出液 ハ 封 照 二 比 シ、 結 核

菌 数 テ 著 シク 減 少 セ シム ル 作 用 ア リ ㌧ でヒ、

Calmetteハ 之 ラ 凝 集 現 象 一 飾 セ リ。C.P・

Go99ia,H.Vail6e及 ピG.Finzi等 モ亦 各 々

免 疫 動 物 血 清 二就 キ テ 凝 集 力 テ 確 認 セ リ.F・

BezanconetH.deSerbonnes等 ハ該 反磨 ハ

ヨ ク豫 後 二拉 行 ス ト占 ヒ、K.u.S.vonRuck

等 モ亦 病 愛 ノ堰 加 一從 ヒテ凝 集 慣 上 昇 シ、個 盟

ノ榮 養 害 サ ル ・二至 リテ減 少 ス ト述 ベ タ ル モ、

P.R6meru.K.Josephハ 本 反慮 ト補 膿 結 合

反 慮 、 過 敏 反 癒 ラ モ同時 二比 較 シ、 後 者 ラ除 キ

テハ何 レモ免疫 禮 ノ謹 明屡 く困 難 ナ リ ト否定 セ

リ。爾 ホA.CalmetteetC.Gu6rin等 ハ'トラ

免 疫 シテ1二12000凝 集 債 テ 有 スル 血 清 ラ 得 タ

リ。

斯 ノ如 ク該 反 癒 二關 シテハ研 究 極 メテ 多数 二達

セル モ是 等 テ綜 合 ス ル ニ未 グ定 詮 無 シ。 要 之 ス

ル ニ結 核 診 断 殊 二早期 診 断 ニハ意 義 テ認 メ ザ ル

者 多 久 爲 メ ニ略 く1910年 頃 ラ期 トシテー・時 著

シキ業 績 ノ登 表 ラ見 ザ ル ニ至 レ リ。

翻 ッ テ此 間 本 邦 文 献 テ窺 フ ー、 先 ヅ北 島氏 初 メ

テ結 核 菌 肉汁 培 養 濾 液 テ以 テ凝 集 反 慮 ラ試 こ、

後 柴 山氏 ハAlkoholAether-一 テ、 又 百 瀬 氏 ・・

NaO且,Chloroformニ テ脱 脂 セル 結核 菌孚L剤

ラ以 テ夫 々良 好 成 績 テ基 グ得 タ リ ト構 セ リ.次

デ森 氏 ハ百 瀬 氏 法 一 ヨ リ多撒 ノ結 核 例 二就 キ追

試 シ へ 之 ハ結 核 有 無 ノ鑑 別 ・㍉ハ息 義 無 シ ト論

断 シ、燈 田 氏 亦 食 盟 水 加 鱒 磨 菌 乳 剤 ハ他 種 抗酸

性 菌 轟 ハ特 異性 テイ∫入 レ ド、人 型 蛇 覧牛型 ハ鑑

別 シ得 ズ ト右 ヒs。 父渡 避 氏 ・・Histon含 有 結

核 菌 蛋 白乳 刑 ニ ヨ リ、 ノi":III氏ハ酒 精加NaOH,

加混 慮 理 菌乳 剤 ・=依,Jテ 、 夫 〃特 異的 造抗 原 性

ノfs'在一7確澄 シ、 更 ・・川 村 氏 ハ1923年 「アル カ

リ」卵 黄 水 ナ以 ノセル 同 氏'卜等 培 養菌 テ 抗 原 ト

シ 月翻 炉 慮 川 セ シ'・-b。鋤ll二 相 當 ノ致 果 ラ認

ノ タ リ ト.

・ノノ諸 外 國 ・=於 ノ ハk違 ノ如 ク本 研 究 一時 中維

ノ止 ム ナ キ ニ 至 リ タ ル モ.其 後W.Fomet,

W.P。Larsonl享 出 ヅ ル ∴及 ピ テ 種 〃抗 原 ノ改

良 、 考 案 蕨 表 セ ラル ・ ア リ テ 、 漸 ク再 ピ生 氣 ラ

恢 復 ス ル ニ 至 レ リ。 完 ゾW.P・Larson,E.

N.Nelson&P.Y。Chang`19221等 ハ 高 腰 ノ

下 二炭 酸 ニ テ破 壌4{等 化 セ シ結 核 菌 乳 剤 テ診 噺

液 ト シ テ 用 フ ル事 ラ提 唱 シ、績 イ テW.Fornet,

更 二 翌 年E.Christensen共 二 同 ジ ク 「ヱ ー テ
の

ル 」蒸 氣 ニ テ浸 出,脱 脂 セ ル 菌 乳 剤 ラ設'ト シ

テ何 レ モ 好 成 績 テ 得 タ ル ハ 注 目 二 値 セ リ。 爾 來

之 テ追 試 ス ル 者 亦 多数 ニ シ テ、殊 二 〇.Amrein,

H.Trenkel,A.Kohler,J.Diener,P.Pitzen,

G.Salus,Gittner等 質 成 者 ハ 皆;蒲 足 ス ベ キ結

果 子示 セ リ。 爾W.Hellmann,M.Isabolinsky

u.W.Gitowitsch等 ハ 將 來 ノ研 究 二挨 ツ ベ シ

トテ其 債 値 テ保 留 セ ル モ 、 他 方 ニ ハ 之 二封 シ反

封 設 テ 唱 フ ル モ ノ モ 亦 少 カ ラ ズ シテ 、W.Kiy(N

kawa,F.Kellner,G.Bignami,且offmann

u.SUssdorf,P.Karmann等 ・・何 レモ 之 二屡

λ ル モ ノナ リ。就 中J.Josefowicz,L.Kogan

雨 氏 一 ヨル 實 験 的 研 究 へ 該 反 鷹 ノ 仁態 ノ結 局

血 清 「グ ロ ブ リ ン」ガPhenolニ ヨ リ テ沈 澱 サ ル

ル ガ 如 キ ー・種 ノ混 合 機 轄 二 外 ナ ラ ズ ト ノ結 論 二

到 達 セ リn此 外 尚K.Ossoing,K.BrUnedke,

F・Klempereru.A.Salomon等 モ 大 禮 二於

テ 否 定 論 者 二 傾 ケ リ。

尚 ホ軌 近10年 間 二 於 ケ ル 業 績 ラ詳 述 ス レバ 、M.

Sliwenskyハ 石 炭 酸 加 食 盤 水 ト共 ニ ヨ ク磨 砕 セ
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シ結梅 菌乳剤0.&E-;・1ゐ ∫食恥 ・k手同 吊加 へ、

更 二可検 血 清0・2耗 チ追 加 混 不[1シ、 之 ∴ ヨ リi'

結核 血清 中72%ノ 陽 性卒 者 ㍗ リ。H.Jenn-

aschハ1100例 ノ血 溝 二就 キこ 手復試 ビ ジ ー、

活動 開放 性結 核 二於 テハ陽 性 奪84LJ、 閉鎖 性結

核60ζ 、 非 活 動 性結 核30θ 、 疑llWl核55Z∫

_シ テ、 非結 核 者 ニ モ17%'陽 骨 傘}得 タリ、

爾 ホ確 實 一 活動 性 結 核 ト思'・ ・レ・患 者 ・2S%

ハ陰 注 二終 レ リ.故 二該1通 鯉1子以 テ特1岨1リ ト言

フ奇得 ズ、 又之 二依 リ病 状 其 他 二決 定 的 、1うド'fラ

下 λ事 テ得 ザル モ ノー シテ、 唯 其 將 來 二望 ミラ

囑 ス ト.吾 邦 井 上 氏 ハAether.N.NaOHニ

ヨリテ製 セシ平 等、 乱 り自 獲凝 集 茎呈 セザ,し結

核菌俘游 液 テ用 ヒ、 拮 核 筒 量疫 家 兎血 清 二就 テ

検 スル ニ、甚 ダ鮮 明 二特 異 的 反 癒 斗 呈'へ・し子見、

尚 ホ結核 患 者50例IZビ 健 康 者1,y例 中 、 後 者 ニ

テハ湯性3、 陰 性15ナ ル ー前9`=一 テ'・陽 性35,

陰性15#示 セ リ ト言 フ。 柴 田 氏 ハ ンこ部(辰1氏

分離 菌 ニ テ均 等 菌液 号製 一1、之 テ927例 二試 ミ、

其凝 集反 鷹 テ以 テ確 二結 核 診 寄 ヒノー一助 タ リ得

ル事 テ謹認 セ リ。尚 ホ町 田 氏 ハ 普通 結 核 菌 乳 剤 、

川村 氏李 等結 核培 養 菌 及 ピ渡 邊 氏 「ヒt一トン」含

有蛋 白乳剤 ノ三 凝集 原 手以 テ肺 結 核 患 者274例

二就 キ検 セ シニ、後 者 「ヒス ド 」含 有 乳 剤 ハ前

二者 二比 シ、 其 反 庭 成績 著 シ ク良 好 且.ツ顯 著 ニ

シテ、 第一 期 及 ビ重 症 末期 ハ32{)倍 、 第 三期 ハ

640倍 、第二 期 ハ1280倍 ニ テ陽 性1、〔庭 子示 セ シ

ニ、封照 二於 テ モ亦160倍 一 テ陽 性約21ガ ニ達

セリ。C.H.且.Sproncku.W.Hamburger

ハPepton及 ビGlycerinテ 除 去 セル培 養 基 ニ

ヨリテGram陰 性 非 抗 酸 性結 核 菌 テ得 、 之 ラ

凝集反 慮 二鷹 用 シテ.凝 集 償高 度 ナ レバ豫 後 的

二良好 テ示 シ、 下 降 ハ其 不 良 テ示 ス ト唱 ヘ タル

モ、E.Allardu.Wotzka等 ・・開 放 性 結 核 二

83劣 、1、 期 結 核 ・22.6%、 非 結 核 及 ピ 健 康K-

;『PS24・47,;ノ 陽 牲 く㍉}撃 デ ル テ以 テ、 前 記

i疑ikl質 ノt=}1・ノ、事5∈i'島ノ三1皇展 トノ、史 ・一=V!11系∫!氏ケ」

ige{SE向LJ∴c意1味 無iシ ト;亘ζ'ご、C.Verdinaモ 〃1;

追試 シ テ 同 ジ ケ診 ピillllり一=何1亨 意 義 一・li,:・ 」ト ノ

悲 観 論11吐 蕗 セ,レ モ 、H.Schulte。Tiggesハ471

例 ノ實 験 ニ ヨ リll蔓ノア法 ハ 豫 後 石 興ll定ニ ハ)1]ヒ 得

'ごtモ 、 非 結 核 性 疾 患1肺 腫 瘍 、 徽 鼠 潜rlヨ1

肺 炎 、一一「・亦1;1吃性 手呈 へ'・tJ'故 一 其 特`ノ,レr卜 就

テ'・1艮澄 シ難 シ トeS.VanniハPetragnani

氏 法=一!,kリ 遺 レ ・レ結 核 菌 乳 剤 子以 テ2L)例 ノ精

核 患 者 一=就 キ實 験 セ,L二 、 完 全 陽 性 ハ1例 モ 見

ザ リ キ、之 ハ 患 者 血 清 中 、試 験 管 内 凝 集1∠ 底 手起

ヘー 足,レ 濃 度 一二抗 禮 ノ存 セ ザ アレガ 篤 ナ ル ・ご ヶ、

該 反 慮 ハ祐 核 。勢二jfti-kトシテ ハ 用 フ'レ事 能 ・・でi・

放 言 へ 術 ホ最 近 鰻 島 氏 ハAceton,Chl(・r・t-

form一 テ 虚 理1:シ 結 核 菌 乳 剤 ラ 抗 原 トセ ・レ

ー 、 健 康 者 ニ ハ δ2ノ.陰 性 、 結 核 患 者 ∴ ハ92.4

%潟 性 子 得 、 筒 ホ凝 集 償 ノ高 低 二 依 リ テ結 核 豫

後 ラ ト ヘル ハ 不 可 能 ナ ル モ 、 初 メ高 ラ シ テ漸 次

二 下 降 子示 ス ハ 、 豫 後 不 良 ナ ル ・ごシ ト、デー リ。

ytヒ 結 核 凝 集 反 慮 二 關 シ テ ハ1898年S.Arloing

ノ提 唱 以 來 最 近 二 至 ル 迄 ノ文 献 テ大 艦 列 記 シ得

タ リ ト信 ズ 。 由 是 観 之 二、 叙 上 多 数 ノ研 究 者 ハ

該 反 慮 ラ診 町 、 治 療 及 ピ豫 後 判 断 ノ磨 旧 二資 シ

テ大 ナ ル 数 果 ラ得 ン ト期 待 セ ル モ、 其 成 績 二 就

テ ハlll論 乙 駁 未 グ 見 解 ノー 致 テ 見 ズ。 然 リ ト難

モ 、 結 核 拉 二 凝 集 素 産 生 間 二 何 等 カ ー 定 ノ意 義

存 ス ル ハ 諸 家 ノ等 シ クこ 易 認 ム ル所 ニ シ テ 、 即

チ結 核 患 者 及 ピ罹 患 動 物 血 溝 中 一 ハ 該 凝 集 素 ノ

存 在 テ 否 定 シ得 サ ル ナ リ。 從 テ弦 二 適 當 ナ ル 診

断 液 拉 二適 切 ナ,レ か 法 二 依 ラ ン カ、 之 斗 臨 躰 上

二鷹 用 シ テ甚 グ有 盆 ナ ル 資 タ ・レベ シ トハ 余 ノ信

ジ テ 疑 ハ ザ ル所 ナ リ.

第三章 結核凝集反磨 「アンチゲン ニ就テ

結核凝集反鷹ハ最 モ古 クヨリ人 ロニ喰灸 セラレ

タル血清反慮ニシテ、爾來幾多 ノ研究業績績出

シ枚暴二逞無キハ甑 二前章二於テ述べ シ所ナ

リ,其 成 績 結 果 モ亦 多種 多様 テ極 メ、 同 一事 態

ノ論 断 二於 テ モ相 違或 ハ極 端 二相 反 セル異 設 ノ

高 唱 サ ル ・在 ル等 吾 人 テ シテ其 眞 髄 ノ窺 知 二苦
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シ こ、殆 ド取 捨 選揮^迷 ハ シム。i'tliシ之各 離 者

二依 リ テ探 ンル ・菌 株
、 「ア ンチ グ ン」製 法 ハ 夫

た掲 特 、1i.ツ 該 操作IJ●法t亦 慶 法 改訂 導 至 クザ

ル無 ㍗ガ故 ナ リ。 依 リ ノ午此 慮 ゐ新 二結 核 凝 集

反 腱1施行 ∴際 シi、 如何 ナ ル菌 株 ・・ヨ レ'噺乏c

適 常 ナ リヤ、 如何 ナル 「ア ニ・チ ゲ ン」製 法 ∴從 ヘ

バ最eli∫ ナ リヤ
、 叉共 實 施 方法 ハ如 何 等 々 ・允就

け 、 像 メ 号察 スル ハ敢 テ意 義 無 キ ー非 ズ ト信

ズ。

諸家 使 川 ノ「ア ンチ ゲ ン」二就 ノハ前 掲 文 獣 ∴示

入ガ如 ク、實 二多種 多岐 、 其 ノ去就 ∴迷 ハ シム

ト難 モ,畢 寛 其 目的 ハ結 核 二特 異的 反 紬冴 示 シ、

皿 ツ其 安 定 性 ノ大 ナ ル モ ノラ製作 探 川 人ル げ

リ、 午 是 享 テ製 作 弓伏態 ∴ ヨリテ結 局次 ノ3種

一大 別 入ル ラ得 くごシ。

1.結 核 菌 其 儘 ノ俘 游 液

2.機 械 的 物 理 的b'法 二依 リ磨碑 細 粉 セ ル菌俘

游 液

3.前 述 結 核 菌 二化學 的 操作 一,加ヘ テ、特 異的

反 磨 物 質 ノ ミラ 純 梓 一 抽 出 セ ン ト試 こタル モ

ノ

以 上 三 分 類 中 、 後 二 者 二 就 テ ハ 種 々 異 論 ア リ、

即 チKoch氏 等 ノ 方 法 ハ2二 於 ケ ル 代 表 的 ナ

ル モ ノナ レ ドモ 、 菌 禮 ハ 此 際 殆 ン ド研 磨 細 節 サ

ル ・ガ故 二 、 寧 ロ 蛋 白 膿 沈 澱 二 由 ル モ ノ ナ リ ト

(Marzagalliu.Caffarena)。 又3二1而 ス ベ キ

Fornet,Christensen氏 享 ノ 方 法 ハ 血 清 「グ ロ

ブ リ ン」、Phenol一 ヨル 沈 澱 ナ リ トモ 考 ヘ ラ ル

ベ ク、 即 チ1種 ノLabilitatsreaktionノ 範 園

テ出 デ ザ ル モ ノ トナ ス ア リ(Kiyokawa,Josefo-

wicz,Kogan)。 結 局 是 等 ハ1二 於 ケ ル 結 核 生

菌 テ以 テ ス ルechteAgglutinationニ ー一歩 テ

譲 ル ベ シ ト ノ意 見 最 モ 有 力 ラ 占 ム。 即 チ此 者 ハ

最 モ簡 軍 、 合 理 的 且 ツ正 確 ナ ル 方 法 ト信 ズ ル モ

尚 ホ ー 般 汎 ク行 ハ レ ザ ル所 以 へ 凝 集 力 二 富 ミ、

且 ツ容 易 二乳 剤 化 シ得 ル菌 株 テ得 ル ノ難 キ ニ ョ

ル ナ ル ベ シ。

結 核 菌 李 等 培 養 二 就 テ ハ 先 二S.Arloing,P.

Courmont氏 等Glycerin-bouillon中 一 テ成 功

ヒ シ坦來 諸 墨 者 ノ注 目 ス ル所 トナ リ、 吾 邦 二於

ノ1一前述 川 村 氏(1923)ノ 所 謂 卵 黄 水添 加 「グ リ

L・リ ン」肉 卜培 養基 ヲ以 テ1種 ノ ・1馨培 養菌 テ

得 ・・n外、有 馬 氏等 モ亦 「サt:一 づ 含 有 無 蛋 白

培 養液ll」二結 核 菌 テ培 養 一:-1s外 兄 上Arloing

氏 菌 二似 タル'ド等培 養 菌 ノ磯f∫ セ シテ報 へ 其

ノ後 矢 部、0.Kirchner氏 等 モ同様ノ 事 實 テ確

認11リ 。 侮 赤A。Machadoハ 或1種 ノ統 状菌

卜共 一、5%葡 萄 糖 加 「ク'リセS,ン 」肉汁 液 二培

養 セ ・しfi,、',核菌 ハ、 振 肚 一=ヨリ抗 酸 性 テ失 ヒ、乳

刑 トナ リ得 ル1け 磯 表 」ごリ。 斯 ノ如 ク結 核菌 李

1ケ培 養 ハ既 一往時 ヨ リ諸 家 ノ研 究 スル所 タ リ シ

e5其 成 功 ア兄 タル ハArloing氏 等外僅 カー

ヒ述 ㍉ 三 ノ諸 氏 ラ数 フル ノ こ二過 ギズ。 先 二

醤 恩 師 有 馬 教授 ハ嘗 テ御 、度砂 テ際 親 ニ クCour-

mont教 授 ヨ リ!f'等菌 株 ノ分 譲 ラ受 ケ、後 余r.

1ぢ菌=依 ル凝 集 反 磨 ノ研 究 弓 命 ゼ ラレ シラ以

テ、 今 般 同 教 授 御指 導 ノ 下 二 叡研 究 二著 手 セ

リ。 舷 ∴吾 恩 師 拉 二菌 殊 分諺 ラ快 諾 サ レ シC(ト

urmont教 授 二封 シ瀟 腔 ノ謝 意 テ表 ス。

itj!Zテ4x菌株 ハ 、㌃フ迄 モ無 クS.Arloing及 ピP.

Courmont雨 氏 一・・ヨ リ初 メテZF等 培 養 化 セ ラ

レ、 其 後約35年 ノ長 年 月 二亙 リテ、Bouillon

-T一累 代培 養1:J]レ タ ・レ人 型 結 核 菌 ・S.A.P.C.

菌)一 シ ア、其概 略 二就 テ ハ既 一吾 有 馬教 授 ガ紹

介 セ ラ レ シ所 ナ し ドモ、 余 モ亦 舷 二聯 力培 養 上

他 株 菌 卜性 状 ラ異 一 スル鮎 等 ニ ツキ記 シテ以 テ

蛇 足 タ ラ シノ ン トス。 即 チ 仁株 菌 ノ創 製 二當 リ

アハ、 同氏 等 ハ先 ヅ適 當 ナ ル人 型 結 核菌 ヲ 選 ピ

テ長 期 「グ リセ リン」馬 鈴 薯培 養 基 二培 養 シ、 其

管底 液 二海 膜 状 二生 育 ス ル で軽 ク振 盈 シテ該 液

ト混 合 ス。 斯 ノ如 ク李 等 培 養 二慣 レ シメ タル菌

へ 其 小 量 テ5%-6%Glycerin-bouillon二

移 植 シ・ 常 二之 テ振 濫 シテ液 面 嚢 育 テ妨 グ。 如

斯 キ操 作 ラ数 度 反 復 行 フ事 一 ヨ リ、 該 菌 ハ全 ク

李 等 培 養 二慣 ル ・二至 ル モ ノナ リ。 是 レ機械 的

振 温 一 ヨ リテ、 結 核 菌 個 々 テ シテ相 互 二密 著 シ

テ・ 塊 團 トナ リ離 解 シ難 ク
、 即 チ他 種 細菌 ノ如

ク直 二以 テ、 其 卒 等 菌 乳 剤 テ容 易 二製造 シ得 ル
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操作 子困 難 ナ ラ シム ル所 ノ、 外 悶 ・粘 稠 ナ ル被

膜物 質 ノ作 用 ラ減 ぜ シ ・ンガ タ メナ リ。 斯 ク シ

テ得 タル菌 ト通 常 菌 トノ其 性 状 子 異 ∴ ヘル黙

へ(1)甚 グ活動 性 ナ ル事 、(21抗 酸 性 二壁 化

ラ來 人事 、(3)毒 力 ノ減 少 乃 至 漕 失L・・t事、(4)

尚 ホ凝集 力 ノ大 ナ ル事 ハ殊 二汁 日 二値 ▼へ・ぐキ事

等 ナ リ。

未染 色 ノ儘 之 テ鏡 検 λ レパ、或 ハ個 を二分離 ヒ

ルア リ、或 ハ甚 グ小 ナ ル集 園 子 ナ げ リテ、 各

菌 ハ窒扶 斯 菌 二比 ヘレバ梢 ミ繊 細 、 且 ツ短_シ

テ、 培養 長 キ ニ從 ヒテ長大 へ。 而 シテ其 形 状 二

於 テモ或 ハ眞 直 ナ ル γ リ、 或 ハ轡 曲 セ ・しア リ、

或 ハY状 二分 岐 セ ル等實 二千態 萬 状+・ レ子認 ム

尚ホ培養 後10日 位 ノモ1… 於 テ ハ 初 メ非 抗 酸

性 テ 示 スモ ノア リテ、 日4経 ル ー 從 ヒ漸 次 抗

酸性 子得 ル ニ至 ル。 毒 〃 モ亦甚 グ減 弱 号示 シ、

海瞑 二於 テ ハ其致 死量 、 他種 結 核 菌 二比 ス レバ

こ甚 ダ僅 少 ニ シテ、 之 テ家 兎 静脈 内 二大 量 注 入 ス

ルモ何等 著 シキ攣 化 ブ見 ズ。 該 菌 ハ均 等 食盤 水

浮 游液 トナ ス事 甚 グ容 易 ニ シテ、且'ソ該 俘 游 液

ノ特 異 ナ ル事 ハ著 シク 凝 集 力 二 富 メル 貼 ニ ア

リ。 今假 二該 菌 二種 々操 作 テ加 へ或 ハ乾 燥 研 磨

シ、或 ハNaOHニ テ1麸理 シ、 或 ハAlkohol,

Aether,Chloroform叉 ハAceton等 種 々 ノ脆

脂剤 ニ テ虚 置 セ シモ ノ ト、比 較 實験 ラ試 じ 二、

其成績 ハ何 等操 作 ラ施 サザ,レモ ノニ於 テ却 テ良

好 ニ シテ、 而 モ生菌 浮 游 液 ノ最 モ抗 原 性 二富 ノ

ル事 テ知 レ リ.

準等培 養菌 ノ保 存:今 内容50耗 ノ「コ ルベ ン」`

テ取 リ、 之 二5%Glycerin-bouillonラ 約 牛 バ

満 シ、 更 二前 述 ノ如 キZF等 溜 濁 、 且 ツ凝 集 性 大

ナル菌 株 テ多量 二 培 養 シテ、37℃ 恒 温 二保 チ

ツ ・、1日 少 クモ1同 ハ強 ク振 温 シテ菌 ノ集塊 、

被 膜形 成 ラ防 ギ テZF等 培 養 二之 テ保 持 ス。 著 者

ハ後 ニハ次 ノ如 キ培 養 基 二縁 レ リ。 即 チ、

Glycerin40.0,Pepton10.0,NaCl10.0,

Aq.dest.ad1000.0,

●ラ混和 シ
、 更 二炭 酸 曹 達 ニ テ 中和 シ テ其 ノPH

ラ正 確 二7.5ト ナ シテ濾 過 スル時 ハ、 殆 ド無 色

透 明 液}得'・ シ。 該液 ・一於 ケ ノし'卜等培 養 菌 ノ磯

育 ・・llい速 力∴ シib既 ∴接 種511H頃 ヨ リ乳

白 色 ∴渦 蜀 二始 ム。 培 獲菌 液 ガ濃黄 褐 色乃 至 汚

殿 赤 色}呈 しルハ通 例 純 梓 ナ ラリル澄 ナ ル カ故

・-Antigenト ナ ・・fiEハペ。fl～i該1夜rlII呆il農1屹ノ・、

乎㌻11「〔ヒルIZilil:ノ乏U「1。fliノ獲f∫女ロイIBI-一ヨ リ テ不重/■・二

唖北 へ・1が故 ・・、 引績 キ移植 セ ン トセ ・1'、初 ノ

';J:培養1盈1;Mutterkulturノ ・定 濃 度 ノr-11

可 ノ加 勺lii)1"ニニ採 リ、 史 ・培 餐 年 齢 モ亦 同 稚 度 ノ

ーセ ノーノ選 〆一}'レζb要ト へ。

培 養 菌 ノ使 用:約 数 日間 ノ培 養 一 ヨ リ ア中 等

度 二潤 濁 セ ル雫 等菌 ハ可 検 血 清 二封 シテ甚 グ凝

集能 力 二宿 メ ドモ、 其 獲 育 或 ル程 度 以 上 二至 レ

ハ却 テ凝 集 力 ノ減 少 子示 スモ ノ ・如 シ、 故 二同

一'成績 チ得 ン トセバ、 常 二同 程 度 二螢 育 セ ル若

キ培 養 菌 ラ直接 用 フル カ、 或 ハ適 當 二稀 稗 シ テ

用 ユ ル ー■要/・。 即 チ30-50日 間 卿 卵 器 中 二於

テ充 分 黄 育 ヒシ メタル培 養 菌 ハ、 使 用 二際 シ テ

良 ク振 盈 混 和 シ、 後 生理 的 食 盤 水 ニテ任 意 ノ稀

繹 度 二稀 繹 ス。 余 ハ簡 便 法 トシテ約1ケ 月 培 養

菌 ラ滅 菌 「ピペ,ト;一 ヨ リー 定 量(1耗)宛 小 試

験 管 二分 注 シ、 下述 ノ如 キ 方法 ニ テ氷 室 内 二保

存 シ、 用 二臨 ミテ ハー 定 量'食 盤 水 テ以 テ、 直

二稀 繹 シテ 日々 ノ使 用 二便 ナ ラ シメ タ リ。 尚 ホ

該 菌 ノ稀鐸 度 二就 テハ、 各 培 養 毎 二其 濃 度 二多

少 ノ相 違 ア リ、演 鐸 的 ニー 定 ナ ラ うムル ハ 困難

ナ ル モ、 木 村 氏 二倣 ヒ標 準液 テ以 テ之 ラ比 較 λ

ル時 ハ、 略 ≧同 一程 度 ノ乳 白掲 、 梢 く不 透 明 ノ

菌 浮 游 液 テ得 ベ シ。

「ア}チ ゲ ン」物 質 ノ保 存:上 述 ノ如 ク シ テ得

タル平 等培 養 菌 ラ小量 宛 小試 験 管 二分 注 う テ、

「バ ラ フ,ン 」密栓 後 冷暗 所 二注 意 シ保 存 ス ル時

ハ、 約1ケ 月 間 ハ使 用 二耐 ユ。 併 シ凝 集能 力 ノ・

日々少 シ宛 減 退 シ テ、撒 週 後 ニ ハ著 シ ク減 弱 ス。

尚 ホ 石炭 酸 「フ.・ レマ リ ン」等 ノ如 キ防 腐剤 ハ凝

集 力 テ早 ク壁 化 セ シム ル ガ如 シ。

標 準 血清 ノ使 用:一 定 濃 度 ノ「ア ノチ ゲ ン ハ

上記 ノ如 ク容 易 二得 ラ ・し・モ、 其 凝 集 能 力 二就

テ ハ尚 全 クー一定 ト構 ス ・レテ得 ズ。 価 テー 定 ノ標
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準 血igll∴ 比 較 シi-]131疑 集 椴 ノ定x、 市 θ 絶 封

正 確 ナ リ ト言 フ'ご シ。 即 月U〒 ノ如t-K・ ト シ テ、

動 雫勿S・X'ハ入lllllllfノ!1£,レー。定 贋 ∴i-1疑 集 ・・ノレc:ノ

チ選 ピ 弓 煕菌 的 壇 制ll所r.貯 へ 、 豫 メ此lfl購'

以 プ ・乃 ・至1以 本 ノ 稀 翠聡菌 液 ニ ツ キ テ 反 癒 テ 検

シ、 妃 時 間 内 二於 ア或 一 定 比 率 ノ下 ∴凝 集 反

臆7㌣/.,レ ガ如 キ培 養1呆iノ こラiア ン チ ゲ ン」ト

シ アf㌔ミでバ1・^

第四章 結核凝集反慮ノ實施二就テ

此 ノ越 一 余 ガ記 サ 汁 へ 噂 、li核凝 渠 反 臆 ハ 豫 メ稀

糊L・,t結 核 菌 純 梓!ドt亨 培 養 浮 游 液 ト結ll曳 ノ疑 ラ

有 へ'レ患 者lll1荊 ト チ混 ジJ一 冠 人 ル 凝 集 現 負 ノ調

ニ ーl」一、 ソ ノ成 績 ノ錯 誤 ∫llξ〃)》'ド チ欲 セ バ 常

二 操 作 ハ 同 一一條 件 ノ下 二於 声茄亘行 ヘル チ 要 人'ぐ

ク、Il .'ソ最 モ 周 到s綿 密 口.ツll駝P尊 ノ必 須 ナ ノレ

41`ハ 〒㌃テ侯 ク ズ'。4gii'i:一=JJ恐アハ111敵醍験 二4Zb要 ナ

ル 準 備 、 材 料 及 ピ ノノ'法∴就 テ ノ大 約 子述 ベ ン ト

スo

第 一 節 反 癒 實 施 二要 ス ル

材 料 及 ピ準 備

1)凝 集 反 慮 用 菌 液 、 既 二前 章 二於i詳 細 二述

ベ タル ガ如 久 一 定 培 養 基 ニー 定 期 間培 養 シ タ

ル耶 等 培 養 結 核 生菌 ラ使 用 ス.此 腱 二注 意 ス ベ

キへ 同一 血 溝 ∴ ヨ リ テ凝 集 ヒシ メラ ・レ・培 養

菌 ノ被 凝 集 能 力 ハ其培 養 日撒及 ビ菌llレ 多寡 二

依 リテ髪 動 ス アレ事 ア アレガ故 一、常 二 ・定 不慶 ノ

性 質 ラ有 ス ル 凝 集 原 物 質 ラ 用 フ ル 事 肝 要 一 シ

テ、 之 ガ爲 ニ ハ該培 養 基 ラ稀 鐸 シ、 且 ツ健 常 値

二於 テ凝 集 反 癒 テ示 スガ如 キ標 準 血清 ニ ツ キ テ

比 較 シ、 常 二培 養菌 液 ノ凝 集 力 テ評 償 スル豫 備

言式験 テ糸璽ル テ必・要 トス。

2)可 検 血 清 、實 験 二供 セ シ血 清 ハ、 成1レA"iク

早 朝 室 腹 時 ラ選 ピ、 無菌 的 二肘 静 脈 ラ穿 刺 シテ

得 タル血 液 テ24時 間 氷 室 内 一 静 置 シ分 離 セ ル

モ ノニ シテ、 小試 験 管 内 二密 封 シテ蒸 登 ラ防 ギ

冷 暗 所 二約 一週 間保 存 セル後 使 用 セ リ。 之 二敢

テ陳 久 ナ ル血 清 ラ用 ヰ タル所 以 ハR.Scheller

K.Glaessner氏 等 ノ設 二 從 ヒテ 新 鮮 血 清 ノ凝

集 テ阻 止 スル作 用 アル テ避 ケ タル ガ爲 ナ リ。

3)試 験 管 、 「ピペ ・-tト」及 ビ試験 管 壷 、著 者 ハ

凝 集 反 慮 ノ實 施 二當 リ.凡 テ ノ試 験 管 内 ノ内 容

物 量 ヲ2耗 トナ セ シガ故 二、 反慮 二要 スル試 瞼

管 ハ約 川 妬 ノ容 ル ・一一足 ・・小 、踊 館 テ使 用 シ,

ll.ヴ試 駒 管 帯 し之 ・相 慮 セ シ薄t-fclS板 製 ゐ シ

・、、各 小 型 試 鹸 管 二 各 要 素i励r1試 験 管 樹 立 憂 ノ

雨 端}交 冗 亀r掌 内 ∴把 払 ン テ振 艦 混 和 二便 ナ

ク シ ノ タ リ.1ピ ペ 、1・,ハ20琵 ヨ リ1var.至 ル
　

「'卜一;レゴ及 ピ[ノ 人、 ピペ,ト ・穿 ニ シテ 殊=各

血illi1・i二新 タ∴使 用 ㌔ 術 ホ是 等 硝r一器 旦 ハ凡

テll!ガr炉滅 菌 ラ施 セ シ コ ト法 ノ如 シ。

第 二 節 操 作 法

凝 集 反 癒 實 施 二當 リ、先 ・ソS.Arl`♪ing及 ピP.

Courmont氏 窪 ノ記 載 セ シ所 ノ大 略 ラ蓮 ぺ、次

二著 者 ノ探 レ ル操 作 様 式 二就 テ記 サ ン ト人。 即

チh掲 雨 氏 等 ハ既 述 ノ如 ク4-一一5週 間 培 養 一1テ

得 タ ル李 等結 核 菌 ラ。滅 菌 食盛 水 ラ以 テ50-60

倍 ∴稀 稗 、各 を別 ノ小試 験 管 一,;L-夫 々10、20、

25滴 宛 滴 下 シ、是 警 ・一夫 々被 検 患 者 血清1滴 宛

テ加 フ、 印 チ1:10、1:20、1;25ノ 血 清 稀繹 度G

得 ンガ爲 ナ リ。 爾 ホ 外 二封 照 ト シテ特 二他 ノー

管 ∴へ 血 清 ノミ手入 レテ菌 液 チ加 ヘ ズ。 斯 ク

シテ卿 卵 器 内 二 放 置 スル事3-5時 間 及 ピ12-

16時 間 一 シテ 各2同 ノ凝 集 反 鷹 子検 セ リ。該 ケ

法 ハ可 検 血 溝 ノ至 小 量 ラ以 テ 足 ル ノ利 製iア レ

ド、 各試 験 管 内 二於 ケ,レ被 検 液 即 チ凝 集 反 慮 抗

膿 含 有 液 吊 ハ甚 グ僅 少 且 ツ稀 薄 ナル ガ爲_、 反

慮 不 鮮 明 ナ ル事 ア リ、 又 各試 験 管 内 ノ全 内容量

ハ 極 メテ少 且 ツ 各々 異 一 ス ・レが故 二
、 一 律 二凝

集 儂 ・判 定 ラ ナ スニ困 難 ナ ル 子免 レズ。 依 テ著

者 ハ次 ノ如 クー之 テ改訂 シテ施 行 セ リ。 即 チ上

述 ノ法 ニ ヨ リテ得 タ ル可 検 血 情 ハ10倍 稀 葎 ラ

・基準 トナ シ、倍 数 稀 種 法 ニ ヨ リテ0.85%食 藍 水

テ以 テ順 次 階段 的 二稀 稗 、等 量 宛 各管 二分 配 シ、

余支上被 凝 集 性 菌 液 テ モ等 量 注 加 シテ、 各 管 中1ノ 。

全 内容 テ2琵 トナ セ リ。 如斯 ク血 清 テ庭 理 シN
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菌液 子注 加 シタ,・各試 験 管 ハ ヨ ケ振 幟 シテ混 和

セ シ メ、37℃ 卿 竈 中 二約5時 間 納 ・タIL後 、 直

射光線 茅避 ケ 室 温 ∴24時 間 静 置 一1テ其 ノ反 癒

度 テ検 セ リ。 債汁 之 ト同 時 二 血清 一}含マ ザ,L菌

液 ノミノ管 →モ拉 ベ テ封 照 二供 セ リ。

第 三 節 凝 集 贋 判 定

通 常、結 核 免疫 血 清 ノ凝 集 償 刊 定 二閲 うテハ、

諸種 ノ條11・ニ ヨ リテ其 成 績 ・・動 篤 セ ー1・ラ い

者 ナ ・Lモ、上 述 ノ ろ.法二依 リ?,1際 ・凝 集 度 ・・,

主 トシテ次 ・三 因子 二關 係 ・。 即 チ、

1

9
一

〇
〇

使用二供 セニ菌液 ノ濃度

血清 ♪凝集記 力

血清及ピ菌液 ノ接燭時間拉 二其際'温 度

的關係

等 ナ リ。 其 ノ内菌 液 ハ上 選 ノ如 ク常 二等 旦 ラ混

ゼ ラ ・レ・が故 一、 其 ノ濃 度 モ亦 常 ニー 定 ナ リ.

然 ルニ各血 清 ノ凝 集 詣 力 コ ソバ未 知'因 チ ニ シ

テ、上 ノ如 キー 定[¥lj,kテ以 テ決 定",・ ベ キ者 ナ

リ。尚 ホ時 間 的拉 二温 度 的1二}縣二就 テ ハ、 用 ヰ

・レ菌 液 ノ敏 度 如何 ニ ヨ リテハ 多 少'差 異 存 ス レ

ドそ、此 際 標 準血 清'凝 集 状態 ハ最 モ良 キ尺度

タリ得 し者 ニ シテ、 皇肝 之 ガ最 小稀 繹 度=於 ケ

ルー定限 度 凝集 反 窪 二要 ス 嘱 寺問 二以 テ適 當 ト

ス。 反磨實 施 二際 二以 上'注 意 二以 テ セバ、 毎

常 略t対 ・的 ノ,ilt,果ラ 得'11泌 シC・困 媚llラ ベ

ト信 ぺ。

陽 性 度 ノ判 定:結 核 凝 集 反 腱 ハ'ノ詮 ナ ル'卜 穫

培 養 結{亥 碕 ゆ レ 行 フ で窒 扶 斯 ㍗ 訪 竹'・ 凝 集

1鍵 沸 比P・ レt・.其 陽 性 及 ビ陰 刊 ・土寛界 ハ 少 シ

ケ 絶 期 冗 へ ,と レ 各 實 験 者'シ へ 其1三 観

的 見 地=.コ リ 多 少 ・1{繊 り1望 シ ・」 い 見 解

'呪 一セ シ ム,tJSJrL'1ナ リ
。 自「】f∵ 己'隻=1疑 集 セ'レ

貼}操IDltカ 、 或'・ 部 僅 力 ∴凝 集 セ'・'・L'i

テ 足 し リ ト篤 シ タ'レ カ=1氏 ・ソテ」嬰Ji3～1"モ・rJlピ1つ

異 ナ'し ベ シ.著 者 ・・菌 茅 ノ全 ク凝 集 シ テ管 底 二

沈 殿 シ、L清 全 ク、1条明 トナ リ タ'し 者 一・(帯)ト シ、

管 底 一二著 明 二～七澱 シ ヒ溝 モ 亦 澄 明 ナ ル モ ー一部 繁

片 俘 游 ㍗ レ ・見 タ ・し者 ラ(十卜1、 御 民 ∴ 沈 渣 ㌔2

ム,・ モ1二 溝 ノ移 少 潤 濁 セ1レ そ ・ラ1+入 沈 渣 ・

明 カ ー=認 ム'レ モ1二清 ノ湖 濁 状 態 隻}照 ト冶 ド楓 幸

シ キll渡 一 アルK-一 ・(±1、 術 籍 ケ沈 渣 ㌦9tズ

封 照 卜差 異 無 キ 者 ね 一1ト セ リ、 且 ツ本 實 験 一

於 テ ハ 、 便 宜1二 肉 眼 的=完 金 二 凝 集 セ リ ト見 倣

シ得 ラ ル ・(柵1、(-H-}迄4陽 性 反 庭 ト シテ 採lll

う、 他 ハ 考 慮 ・外 二 置 ケ ル 者 ニ シ テ、 爾 ホ、

AgglutinoskoPノ 使 用 ハ 却 テ 診 葎P困 難 ナ ラ

うム,レ が故 二 之 斗 用 ヰ ザ ・しコ ト ・セ リ.

第五章 余ノ結核=疑集反磨ノ實験

本章 二於 アハ鉦 述 ノ ケ法 二從 ヒ、 結 核 性 疾 患 殊

二肺 結核 二於 ケ ル凝 集 反 磨成 績 二就 テ ノ観 察 ブ

專 ラ トシ、尚 ホ封 照 トシテ ハ豫 ・健 康 ナ ル男 女 、

結核 二何等 關 係無 キ疾 患 者 、 及 ビ肺 結 核 疑 似 者

二就 テ モ併 セ記 セ リ
。

第 一 節 實 験 材 料 二 就 テ

1}健 康者 血 清、 臨 黙 上毫 モ結 核 ノ徴 候 ラ示 サ

ザル者33名(男 子14、 女 子19)e選iベ リ.是 等

ハ何 レモ 日常野 外 ノ筋 肉努 働 一從 事 、 又 ハ吾教

室 二勤 務 中 ノ職 員 ニ シテ、 呼吸 器疾 患 ノ齪 往 ハ

勿論、現 在 二至 ル モ何 等 自畳 的 症 状 無 ク、 極 メ

テ頑健 ニ シテ封 照 二 適 ス ト認 メ タル者 ノ ミナ

リ。而 シテ何 レモ 「レ ン トゲ ン」診 噺 上異 常 無 キ

斗認 メ
、 且 ツマ}ツ ウ氏 反癒 其 他 出 來,し限 リ ・

検 査 子以 テ嚴 選 セ リ。

2)結 核 以 外 諸疾 患 々者 血 満 、 臨 林1二結 核 一7e一

ク否 定 シ得 ル種 ← ノ疾 患 者7s名 ニ ーiテ、ソ ・大

部 分 ハ吾 内科 二 於 テ 治 療 ラ 受 ケ … ア ・し者 ナ

リ。

3}肺 結 核 疑 似者 血 清 、 打 診、 聴 診 其 他 ・臨 期、

所 見 ニ ヨ リ多 少 ノ疑4有 ス1しモ確 實 ナ ・レ徴 候 手

訣 キ、 レ}ト ゲ ン」検 査 二依 アしモ胸 部 臓 器 一二何

、等 ノ愕≧影 子モ認 メ→ヂル 者 ニ シテ、 全婁定22名 ナ

リ。

41結 核 性疾 患 々者 血 清 、 之'・早 期 輕 症1kビ 晩

期 重 症 結 核 患 者 ・吻 論 、 肺結 核 以外 ・結核 性 疾
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患 者}el包 含 へ'ttノ ∴;・ 、 共 等lfl1油 ・大 部

分 ・・1冒f馬 内 科 外 來 蛇 二 人 院 患 κ 】リ 得 タ ル

セ、 一一部 ・・又 札 幌 市 立 琴 似 療 養Ji斤患 者"」 リt仰

ゲ1し モ'結'、,と ・・同 所 々 長 小 野 博Lノ 御 厚

。商こ 一ヨ リ タ,レ'1;》 〃玄 九F付言己 シ プ、li・i]IE=1冬}シ 深

甚 ノ謝 意 チ表 へ,し一欠節 ナ リ。患 者 総 数245名(男

J'・166、 女f79)ノ 内 、肺 結 核 以 外 ノ結 核 性 疾 患

K`41名 ・・シi、 ソ ノ1':ナ ル 者 ハ 肋 膜 炎 、腹 膜 炎

・如 キ赤1骸 性 漿 腋 膜 炎 ニ シ ノ局 所 ノ結 核 性 り丙壁

チEト ヘ レ ドモ 、 必 シt肺r.於 ケ,レ病 竈J・ シ ト

ハ 保 謹 ノ隈 一 非 ズ。 次 二肺 結 核 患 者 総 数 ハ2(D4

名(男 子145、 女 千59)=一 シf、 之 テ 各 病 期 別

(Turban・Gerhardt)二 分 テ バ 、 第 一一期 症61名 、

第 二 期 症72名 及 ピ第 三 期 症71名 ナ リ。 尚 ホ 從

來 肺 結 核 二 關 なル 諸 種 ノ統 計 的 観 察 二於 アハ 、

專 うTurban-Gerhardtノ 分 類 ガ廣 ク探 用 セ ラ

レ タ ル モ 、 近 時 「レ ン トゲ ン」學 的 研 究 ノ顯 著 ナ

ル 勃 興 二随 ヒ、 肺 結 核 ノ螢 生 機 轄 拉 二進 展 状 態

第1表

・於 テ 噺 知 見 ノ搬 表 ア リへ 胆 ニヲ丙竈 ノ廣 狭

).J",・礎1・ セル前 記Turban-Gerhardtノ 量 的 分

類 樹 シ、Sラ ソ ノ病 理 組 榔 」攣 化 テ「レ」線學

的.認,戒 セ1卜 ・・ル、1ヲ謂 質 的 分 類 ラ モ臨 躰 的

二爲 ン得 ル ノ確 信 ラ抱 ク ∴至 レ リ。 恩 師 郁 鍬

授t亦 夙 ・。此 方 面 二ll.目 セ ラ レb既 ∴1923年 、

像 後 推 定 ハ質 的 分 類 テli"K卜7・ ル事 ニ ヨ リテ其

確 寅 性 チ堰 入 ガ故 一.躍 二學術 上須 要 ナル ノ ミ

ナ ラズ、 實 地 臨 林Lニ モ亦 鋏 クベ カ ラヅ ル事 ラ

ノJ,,Stセンレ プ ヨ リ、 此 分 類 法 ハ 吾教 室 二於 テモ

引 緒 キ行 ・・ル ・所 トナ リタ リ。 從 テ余 モ亦 以 下

專 ン,二ニー二微 ヘ リ.

第 二 節 所 謂 健 塵 者 二於 ケ

ル 凝 集 反 惚 成 績

所 謂 健 康 者 即 チ上 蓮 ノ如 ク各 種 ノ検 査 ニ ヨル モ

活 動 性 結核 テ認 メズ、 自昼 的 ニ モ何 等 異 常 ラ訴

一 ザ ル モ ノ33名 二就 テハ 次 表 二 示 スガ 如 キ結

果 テ得 タ リ。(第1表)

所謂健康者 二於 ヶル凝集反慮成綾

番號 姓 名 年齢 性
凝 集 反 喰

10

1♀ 向 し121 二生

課 なド§♀、董
4監 劃 判

一土1」土
5壷P

.135 ♀ け+
6並 彌Ti♂++

T
.里 米 　万 下 可

8木 清32T

9松 フTo一 土

10 笹 ナニ51 ♀ 柵

11佐 甕「54♂ 柵

1255 千 み

13

4

Fり

-

¶
■

16

一
17

藤川

ヨ
一茂

中

正

作

宏

中

一原
　

56

34
「万

23

16

2・14・1・ ・ii6・

番號

!ナ ー

柵

十十

什

十十

下
⊥
骨

柵

蔦
柵

柵

督

サ

サ

.±L

二斥

lrr柵 十十

世

柵

督柵♂

柵柵柵♀

柵帯柵♂

柵

一

帯柵舎

柵柵柵♂

十十

.±L

⊥
十十

十十

璽
19

20

21

一22

一
23

24

一
25

一
26

一
27

一
28

一
29

一
30

姓 名

し

田

熊

皿

一

本

前

紳

守

,正

君

[

一

岩

志

-伊

芳伊
多

し

「
甲

安

れ
工

小

赤

永

中

サ山

31山 ヨ

32

冨

合

森 喜 一

北 義

計

年齢

38

「20

40

一
51

一
19

性

♀

凝 集 反 磨

・・12・i40

柵1十H!帯 ↑

柵
世

柵

什

♀
亙

♂

20,♀

20¥

18

18

20

18

19

万

18

里
18

80

什
耳

壁

什

↑1劃劃圭
柵1柵1十 十

柵i帯

♂ 隔:柵

薄71惜i柵

♀ 帯L世
一

♀ 柵1柵

什

世

世

世

柵
玉

亜
柵
帯

下

柵
亙

柵

柵
丁

柵
「柵

♀
至

♀
♂
♂

33名

丁庸柵

6一51

量

督

π
量

什

什

下
丁
T
下
下
歪

160

即 チ健康者33名 中男女雨性 テ通 ジテ血清稀稗

度80倍 二於テ陽性反鷹 テ示ス者最モ多久40

倍、20倍 之二次 ギ、極 メテ少数ハ160倍 二於 テ

什

T

7

モ陽性 テ示 セ リ。 全 ク陰 性 二終 リ シ者 ハ1例 モ

無 カ リキ。 是 二由 リテ観 ル ニ、 健 康 者 二於 テモ

亦 凝 集 反 慮 ハ或 程 度 迄 ハ 陽 性 タ リ得 ル モ ノニ シ
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テ・ 且 ツ 其 動描 範 園 ・'10倍 乃 至160倍 ト見)第 三 節 結 核 以 外 ノ 疾 患 者

ル ・モ・大 髄80倍 チ以 テ 健 常値 ト見 倣 シ テ可 二 於 ケ ル 凝 集 反 癒 成 績

ナル ラ知 レ リ。 余 ノ實験 ∴供 セ シハ 胃腸 障碍
、 神 縄 系統 疾 患 、

第22t結 核以外 ・疾患 酋二於 ケ'レ凝 集反 臨成績

姓名静 病

tt'E-・1・'llillLi,g,,一,

凝 _集 一 反 憾名110
12()140 8011601320

1馨』7欄
　 　　 　　

ji靴i1堕 脾

至モ2i墜
7常て133♀

誘面 三癖

石砺 舜

璽勉 竺lll
11西寅133♂1

璽 ヨ璽
　

　 ニニ　ニ　　

讐薩i。9♂[

氣1十L+刊tLiサt

嘩 稀 轟i鑑病階1++

溢 血i

腫i嗣

陪

吐

1
7
」

…坐

柵

什

丁

什
⊥

什

亙

世
柵
三

柵
可

帯
柵
マ

什
亙

世
世
柵
亙

柵
茶

7

巫
世
柵
辮

扁
土
草

i　　 ロ　 　

⊥ し ト ーi_一

}1一

Pt経 遡 」il

腎 炎固
萎 縮 腎1

讐 難隷i

131灘15・ ♂1慢 性 胃 炎 「「!

!

醍瀟1
+隣魍

脚一T『}1一

厩i覇 講

州 譜1惜 世1

什

講 ♂疇伏徴瓢

丁断
醗 衰弱 一

i一

藝箋墜 豊罐腎蓑I
P濱c59♀ 慢 性 胃 炎

蓼亟慶 際 颪「麗
5千 辰154含 慢 性 胃 炎

隷ll講 血讐

霧轟膿雛叢
誕璽 璽 急性腎炎
1桝 か35♀ 紳 経 衰 弱

鎧審1響 蓑
指宗43♂ 脊 髄 疹

轟轟隠饗 匿藩照

鵬
ト
廃雫咲37♀

,癩ii弱

鷲 天1齋

識

神輕過敏症
「グ リ ッ!《 」

炭 肺

紳 経衰 弱

蜘蛛膜下出血

先天徽毒?

ト
ト
5;
琳-匠

」
L

コ

葺

丁
柵
=

二
上

二
柵
亙
柵
⊥

亙
茶

二

柵
柵
帯

一
玉

帯
正

」
「

一

柵
不
Tli l
州
什 「一!一

　 　 　

(一一,>i

柵
丁
亙
柵
芸

丁

世

柵

!柵

什

一帯

一柵

一
帯

一
什

一
柵

一
柵

什
亜

柵
卦
玉

柵
玉

上
柵

,　 　 　

十十1

坐

耳[什i

赫LL

一i±1 π

}一

劉姓名薦性 病

塑 瞳3113璽 一

421佐 止!33♂

一遍 傳1…麿

名ト濫r舗16。 罷2。

紳 維 痛

刷覧縄過敏症

315祠碗 廟 性蘇

堕
酸

亟
櫛

ー
語小作

重1些墨
521末 盆

亟
搬

函

一
53

一
54

一
55

一
56

狭i心 症

・川到 心 簡 膜 症

磁
而

肺 壊 疽

腎 炎

57♂
1「ネ フ ロ ー セr」1十十

黙 筋 「ロイマチス」

璽

翅 、感

璽 膿

竺11

竺査1
5聖

老 人性肺炎 ・十

冒

胸

麻癖性痴呆 隔

雛 性嘉孟鎧

量i璽i壁1胃

器i難辱 幾隷1

柵
丁

化軟

瘍慣

慨
坐
柵
二

帯
こ

什
玉

上
帯

7
一什
玉

堂
帯
丁

柑
…柵
∬

柵
班

サ
柵
亙

王

柵
霊

丑

1-1

柵1十}

1惜

60懸1睦 壷 衰劃

簑1繍曇糞

～1
1矧 避 瞳 徴 毒

一1-[
1大慾45♂ 急 性 腸 炎

璽 政齋i鱒 膜症腎炎

帳
廠
脈
彌

8

「9

一
70

一
1

一
2

一
3

一
74

一
二

一

亙

一
=

帯 隔

十十 _

一±LL-L
朴

1
十

97鰹1璽儒弩響装

55♂

41♀

_L感 冒

慢 性 腎炎

灘諜
1璽 胃 潰 瘍

柵
丁
五
蕃

柵
王

⊥
⊥
柵
丁

6!嘉由濁 厨罐 血1+H
-1

柵

一督

[料

一柵

一柵

77小ヲ66♀擁 氣誘 噛

刃蔀1…癖 備 経 痛 庸

柵

一柵

一柵

一

一
柵

世

世

世
什

什

一柵

一什

一什

一柵

柵

一サリ サ.

柵i++

±+

　蒋

什

一朴

一柵

一

一
朴

一
什

一

一柵

一帯

什

一什

}

7

二

柵
=

一

二

什
二

什
=

柵
=

辻

到⊥
什

上
⊥
什
■

什
=

柵
亙

柵
土
督

悔
1

一 ひ

　 　　

±LL_L
Hi

-一一L--i一

一1-一 一'

　　

量一L
±Ll_

坦」 什
柵 隔

}-1一

什 「冨
　　 　　 　

　

』L}__」
骨i

柵 」量匝

柵 」tLi}

十十 十十1

■ 一

柵i
_一_1__

　
_j_._1__

什

i柵 幽 什i辮
i

二

}

一
1

什

亙

柵
寵

合 計78名

(内 一 例 ノ・全 ク陰 性)
9i8118132

「

8 2
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腎 臓 炎 其 他 合IJ78名 ・一 シ テ 、其 詳 糸lll・・次 表=示

t・ガ 如 シ
。(第2表)

,二二∴ 方岱,・1=80f'㍗ ・・il乏『〔 多 ケ、40、10、20ノ 〈「 ヒ●

1(～《)f音t亨 え二=・ 久こクof'91ホ320イ 音 ∴ テIS易・IVkJ>〔庶 チ

示 へt/2例 、 ↑'然 反 臆 ノ 陰 性 二終 リ シK'1例

)'リ)1リ 。 以h-。 於i-ll月 カ ナ 几 万 如 ケ,t,1'i核,ii・;5、

患K'."(iニ リ 江 を1}干例 クト子除 キテ ハ・ 其 成績 殆

ド健 康K・ ノノこト等 シ †ノ1婁ラ、L'e・ノズ・

第 四 節 絹 亥疑 似 者 二 於 ケ

ノレ凝 集 反 磨 戒 績

金 数22名 ∴就 〃 検 査 成 績 ハ次 表 ノ如 シ。(第

3,IJ

策3表 繍 鞭 伽 二於ケノ蛎ヒ集μ伽燃

番

セ
角

駒

々'1名
酪性i病
一 一L

名

固制欝膿儲錨

凝 集 反 慮

10!20!40!9・ol川ls",1)1"li

ガ 汲1ヒ257r潜 伏 結
一ちレ

li虜t32↑ ネ 明 熱

3脚 組30♀ 口肺門結 左亥2S・3脚
核 州 什弓

1

　　 ヘ ロ　

71久 外122↑;
一 一1一

6'1・ き124jLi{替 イ犬 結 彬乏

,,

1響 圃

露 漆一1

8i中}i?7i-¥
.31♀ ,微 熱

22♂ 肺 門 石 灰 化 病 竃

柵

朴

世

粁

榊

柵

坦

世

柵

柵

柵

世

世

柵

柵

・
柵

・

1
柵

柵 十十
一1一

20♀ 肺 1,1結 核?1瀟

+用

十十1

酬+HH

_1_

世 一.

一
什

軒

一
柵

一

一柵

一朴

一柵

}柵

一
柵

一什

一惜

一
刊

柵

一柵

一
柵

一
柵

一
柵

柵

一帯

一柵

一柵

一柵

一L

世1世

一
什

一

一世一
世

番1
配1卿1病

號1

13/iS」1-221」 些虹 __　 　

14L鱒 ㌧・35♀ ・・
　　 　 　ロ　 　　　

15:lt」 ヲ」覧129↑ ・・

16佐 八121か 肺 結

鑛 願齋 加饗課 黙埠
　 　 へ 　

.鐙i』塑 一潭囲 輕__
20室 喬 122♂感 冒瀞 髄 「カ!三 ス」柵 、世 世 帯

ll器 膿i肺P準 並ど型 柵世

合 計22名

即 チ160倍 陽 性 テ示 λ者 最 モ多激 ニ シテ,其 他

ノ大 部 ハ80倍 子示 シ、術 ホ320乃 至640倍 二達

7… 者若 干 ア リ
、 殊 二640倍 陽1'P示 セ シ1例

ハ悪 性 淋 巴腫 、1例 ハ陳 久 性fi灰 化 病 竈 テ肺 門

部 二認 メ シ患 者 ナ リキ。 観 之 二如 上 二 衛 二於 ケ

ル成績 二比 ヘレバ結核疑似者 二於 テハ、凝集償

鞘 ミ高位 ち偏 ㍗ レ傾向ニアリ。

第五 節 肺結 核以 外 ノ結 核牲疾

患 者 二於 ケル凝 集 反慮 成績

專う結核性漿液膜炎患者41名 二就 テノ實験成

第4表 肺 結核以外 ノ結 核性疾 患 者二於ケJレ凝集反膳 成績

番號 年 齢、
性

病 名
凝 集 反 唯

・・i2・}4・i8・116・132・i64・1雄
　

1
-

2
--

3-

」
5

-

6

湯 新 27♂ 右 測IL堕 垂1++ 軒 柵 柵 帯
一 一一

惜1柵1柵

羽 勇 19♂
_」L.

十十 什 骨 i

尾 勝 20♂ 柵 柵 柵 帯 柵 卦

中 幾 19一争

一L___

,, 柵 柵 柵 卦

遠 芳 36♀ ・, 柵 柵 柵 柵 柵 柵 什

一
什

黒 文 19♀ ,, 柵 柵 十十

7
-

8

森 敏 21♀ 左 漁 肋 膜 炎6
柵 柵 督

末 吉 12♂ 雨側漏肋膜 炎 柵 柵 柵 柵 十十

一

9
-

10
-

11

千 と 35♀ ,, 柵 柵 督 什

渡 一 26♂ 左 漁 肋 膜 炎 柵 柵 柵 什

悪 保 19♂ 右 温 肋 膜 炎1柵 柵 柵 柵1十 十 1
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　=

.、

↑
㌧

^

(

、

b
廊

坐

勝

髄
墾
謡

ー

「

"

鴛
B
亘

婚

髄
』

帯

什

柵

「二=に 一 一

雨側漁臼砺誕憂1
」

謬
鑑
瓢

宮

「徳

㎝房

　竹

米

ムド
.…山

蕊

占

王

れ

↓29と上

選

叢

叢

鴛
=婁
叢

ば

入

岩
一榮

藩

っ
キ

照

;

-・

竹
辻
一水
今
川
可

某

菊
r

つ
＼岡

燈
墓

亘

2・
可

"遮

-墨
部
墨
里
蓄

㎝3・
可

釜

柵1

1-一 稲 §
肋頂 炎「τ

f,:漁 肋 膜 炎1柵

一
　 　 　

欝
生渦 肋 膜 炎 柵

行 乾 肋 膜 炎

榊

料

柵

.柵

一
柵

什

柵

一

一

榊
」

榊
袖

帯
}帯
謝

「柵

翌
「

柵
…墾

柵

1

辮

墨 、

一

⊥
T+

コ

左癒 者性肋膜炎i

_1右 億間性 肋曄炎

捨1-

9●

肋 腹 膜
一

柵
袖

巫

榊

一

「

一

.

一

柵

世

柵

ロ

　

　

　

　

什
3

埜
辮

」什
ヨ

著

　

　

　

一什
ア

柵
㎜柵
辮

柵
柵
袖

トー

二「… 1_
一

11
1_一_-1

←卜 十十

左癒著性肋膜炎 欝 _
陳奮性肋膜炎 」些.
右癒者柱肋膜炎1」珊

腹 膜 炎 琳

柵

柵

世

柵 拝

}
二

…

「

・

「
正

廿
督
こ

『
}

王
什
一覗壁

柵炎

十H・ 柵 柵 十十

34袋 幸19ひ 1++帯 柵 柵 惜++一 一 一一 一一

35佐 俊20↑., 卦 什 十十 ・ 1

1
『-

1一 一 一　 一　 7 　一 一

361雫 フ24燕L・, !柵 柵 、一 膏}] 1: i
　 　 一 一_-

37『 栓 吉118↑ ・・

1

柵 1十 十
1

{ !
一』一__

里i土 み 灘_!L 柵
1柵

一}一 一『

柵 十十1
一

391濱 し23♀},. !十 十

一

1榊
一一 一一

1十 十1十 十1

一 一一

什

可 水 ト21阜 一 ・i『 惜 什
「

! 1

　

了「1井 岩31含 衷「一 膜 炎 帯 帯 十十1十 十 1曾

湯 性 肋 膜 炎(19例 ♪ 0 1 46
-}-

02
一 一

51 〇
一 　-

0

1と一

io
『

:{〕
　 `昌 一

lDI

乾 性 肋 膜 炎(4) 0 0

一 一 一}『

11
}一 　

鐘著性陳奮性肋膜炎(6) 0 10

1-一一一　13

悸

03 21 O

lO結核性 腹膜 炎、肋腹膜 炎12) 0

一

34
一一

鞠一 一,一
,】5

11
1_,_

以 上 合 計41例 〔1 4 94 〔1 2

績 ハ第4表 二示 ス ガ如 一i.

是 二依 レバ、 結 核 性 漿液 膜 炎 二於 テ モ亦 肋膜 、

腹膜 ノ炎症 テ問 ハ ズ、 又 灘 性 、 乾 性5通 ジ テ、

80倍 凝集 債 ラ示 ス者 最 モ多 キ事 ハ前 述 ノ封 照 二

似 タ レ ドモ、 其 他 ノ凝 集 償 二於 テハ1柳力趣 ラ異

ニスル所 ア リ。 即 チ肋 膜 炎 二於 テ ハ、 一 般 二何

レモ160倍 又 ハ320倍 ノ者次 位4占 ム ル モ、 腹

膜 炎 テ俘 フモ ノニ於 テ ハ、 却 テ之 ヨ リ低 位#示
デ

ス ニ王 ル。

第 六 節 肺 結 核 患 者 二 於 ケ

ル 凝 集 反 癒 成 績

1三」述 ノ法 二 從 ヒテ2()4名(血 清242例)二 就 テ ・

検 索成 績 ハ第5表tA,B,C,D,E.F,G.H,

1,J.K及 ピL、 二示 ス ウ如 一1。爾 ホ本 表 中 ニ

ハ其 ノ病 性 拉 二竈域 二依 ル分 類 ノ年 二病 勢 、 豫

後 二就 テ モ併 記 セ リ、

以 上 ニー括 表 示 ス レ・1第6表 二見 ・・力如 ク、 肺

結 核 二於 テモ凝 集1ミ畦 ハ、160倍 血 清 稀繹 度 二
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第5表 肺結核 患滑 二於 ケ'レ凝 集反麿 成績

A.初 感 染

番號!姓 名

州 一 病 一 名1-一 一 一 一

「i釣r35♂1諦 痩 」iL石 灰 化 初 感 些 世一1柵 柵

恥 「可 て 一1劃 濫 初 双 一'一染}柵1柵L"
:欺 武27♂1治 癒 性 初 一期 璽 化 群 州++隔

　ロへ へ 　 　 　　 　 し　 　

一綴 謂 ㍊ 穆整縫一一三1鴇1⊥

三111鷲郵.灘 蜘 遜 明謹 嘗i繍
1ロ 藍性 味 侮 性 初 期 化群 ・柵1柵 柵8刀つ321♀

墜

良
傾

甥

一

慮
⑳20

拝

ヨ

反

-l

i

む6卜

集

他

柵
　柵

40

凝

2010

…m

什

丹

轡

サ 十十

一
什

什
福

一

什
五

柵

一
良

「7一

順 良
傾不良

1-i-

L塞_
1良

B.結 核 性 大 葉 炎

」

」 ↑1哩 ■巴 進錐
_璽 安 ヨ …34♀ 田 哩 進行性

結 核 性 ノ藻 炎瑞 辮唱
柵

量
五
柵

十十 什

」+._

十十 十十
_一 一

十十 十十

__曽 一 一

什

1

未定
一一 一 一 一 一 「 一

__二 ・一 世L壁
,,柵1柵

一福

可

傾良
_}____一._一_

11今 謝〔126、 ♂1皿1.,

_一 一
1.

C.肺 門結核、肺 門周園浸潤(新 鮮型)

12
.,L保L竺 と ♂ 1 停 止 性 肺1"」 腺 結 核

一 一 一

柵一
柵

一世1⊥
柵

一世

柵
柵

1_

十十1
一 一;一

柵 十十
一一一}一

捌#

上L-一 ト
_1_1_

_一 一

l

o

1傾 良
一

⊥
一

13
-

14
-一　

15

元一
17

-

18
-

19
-

20

-

_墨1

22

松,II
-一 一 一 一

北 泰
一 ■『曹ヨー　　 　一

本 正

25一

亙
20

亘
34

-

27

一 一

♂一
♀

一
1

一

●,9,

1 ●,

___1_

,9 丘
1)十H・
21柵
3:、柵

耳

π

酉 一

可

1繭
2…塑

十十

柵

⊥

♂

一
♂一
♂

♀

1

-

1
--

1
-

H
一一

1
-

1

-

⊥
皿一
H

I
-

1
-

1

一 一一一

・・1"

_L___

,●

悶 葺i下… 一

一1-一

一
西=二

門 徳

亜進行性 9,

下H一 下 ⊥

1・ ・一
_巳
停 止 性

弾一 一 一

,,

柵一
柵一
柵
柵

____一 一P-一 一薗一 一

±LLL

一世⊥ 世.i柵

什

一t一

i・,

一

芥 美 ,,

ノく き
一

土 つ
一一 一 皿 一

玉 徳

♀
一一

亜 進 性
一

肺 門 周 園 炎

柵1柵_!一

柵1柵

柵1十 十一一 一

柵}柵

柵1柵

十十!十 十1

帯 榊一1一

柵1十 十

柵1十 十

一
什
柵

9,

一

♀
馳

一一

亜 進 性

一 一一}　

肺 門 腺 結 核 i
什

一

一畠一

一L一 ト
,,

互匡
一
亜 進 性

__一 一一

進 行 性

一}}

,,

1-r「

1-

1-1一 一

一

1

醸一 一`
一

村 和一 ・一

大 な

25
_-

24

14
-

24

18
-

25
一一

16
-

31
一 一

47
-

16
-

18
-

25
-

22

♂一
♂一

⊥
♀

●

一 一i

柵1柵{料
1_1_

_i_i_,_ 傾不良

_墨3

24
-

25

一

停 止 性 肺 門 腺 腫 脹 柵

世
柵

一 一

土
十十

一一

⊥
柵

1

朴 _L.

履 良

'

,

1

客 武
一

,, ,,

_1_

一
良

一

西 う

一
亜進行性

　一 一 一一

肺 門 腺 寝 潤 郵++
1

1十 十

一

一 傾良

26-

_旦7

28
-

29
-

30

近 榮
__一 一一 一

衝2.
阿 爾

♂ ,,

一 一響

肺 門 周 園 炎

冨「r愉補 一
1一

一
,,一

♀一
♀一
♂

♂

♂一 一

♂

一
1

-

1-
⊥
I

I
-

1

一 一

,, 肺 門 腺 結 核

十十

一

一i_}1_!

亙 吐 巨+i郵

　世随1型 土1
朴

十十

一
,,

停 止 性
噛一 一璽一

肺 門 腺 腫 脹
!_I

i-
I

l

1・ ・

萩 禧
一 一一 一 一 一}

・●

1

一

一

一1

1

一

;,,

山 清

亜進行性一 一 一

停 止 性
一 一

肺 門 腺 結 核

帯驚
藷「柵隔

31
一 層

32

長 耕 1,,,,

一l

l_
十十!

良

コ 傾良一・
,,小 秀 礫 行i顧,, 1

D.同 上(比 較 的病 竈 陳 薄慢 性 二傾'tt・・)レモ ノ)

ほ
三 精 16 ♂ ⊥ 停 止 性 陳薔性石灰化肺門腺肥大1惜

須 ナ:23♀ ・ 醍 行性 肺 門 腺 石 灰 化1BM

世

柵
柵

量

柵
柵

什
柵

什
惜 什 『
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良

"
不

良

}
=

一
=

一
=

=

丁
督

二
地
葺

=
⊥
世
柵

1

⊥
柵
丁

亙
雛

丁

「浸 潤
嫉

[

性

結腺

壁

門葺
性
一

止[停

良
・

璽

傾一一
潤鵬醐伽離
著沈灰石腺門脾

く

　

　
コ

⊥
-
⊥
-

三

♀
王

♂

匪
蕃
宙

鐘成蕗

智大36

磁

性

進

止
逗
噂

か赤

寅仁

訂
語

E.早 期浸潤、 早期空洞

澄

期早

期早

二

性

　
牲

・

ナ

誓

・

.f

進

,

進

　重

一

⊥
⊥

⊥

・̂三
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一
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♂
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♂
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2)鼎
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丁

土
十十
什
柵『
柵

「 傾不良

185 畑 李 20

曹一

皿,, ,9

什

什
惜

一 一

卦

一 ト1-H

i 未定

、186 牧 卓 19 皿 亜進行性 混 合 型 惜 什
『 一 一

傾不良
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二
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丁

亘
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隆
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四
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第6表 肺結 核患 各凝集1乏庶成績緯計

凝 集 債 ・・; 20 4・:8・116・i32・1 3り1 640以 上

實数 242 !2 19
[

5416616326「 9 3

56 籔
1一 一『0

.8

1

7.8 22.3123.1126.010.7 3.7 1.2

在 ル者 最 モ多数 ナ ルモ、80倍 モ亦略1之 ト同 数

ブ占 ノ、 之 二次 デ ハ40倍 ニ シテ、以 下320、2(1、

640倍 ノ順 位 一 ア リ。 前 二封 照 二就 テ述 ベ タル

ガ如 ク80倍 迄 ラ健常 値 ノ動 揺 範 園 内 二算 フル

時 ハ、141例158%)ハ 之 一 囑 シ、 之4超 ス者 ハ

101例 ニ シテ全 薮 ノ約42%-i示 ス ニ過 ギズ。

第7表

更 二と ラ各 病 期 及 ビ各 病型 二從 ヒテ観 察 セ 》 ト

スn

第一一項 病 期 トノ關 係

余 ガ實験 セ ル204名 肺 結 核 ラ更 二Turban-Ger-

hardt二 從 ヒテ分 類 シ凝 集 反 慮 ラ見 ルニ第7表

二示 ス ガ如 シ。 即 チ第 一 期 二於 テハ160倍 ノ者

病期 トノ關係(括 弧内ノ・百分李)

病 剃 實鵬 鰭 償12・ ⑳18・i・6・132・1胸 陣 以上

第1期 61-1
1{619

・8 11148.0:17(27.8-19(31.1)
f

8(13.1) 1

第2期 72

一『1

巴315⑥ ひ
、'・3認 塑(36」 ・6(2乳2ノ 6(8.3)

-
6(8.4㍉

'

3(4.1) 2r2.7ノ

第3期 711i7(9・8) お(32・3)匝4 20(28.1) 3(4.2'1 111.4)

_一 一

合 計 2・41 ・i・8 555 20 613
1

最 モ多 ク61例 中31.1%テ 占 メ、次 デ80倍(27.8

%、40倍(18.0%)、320倍(13.1%)及 ピ20倍

9.8%)ナ リ。 第 二 期 二於 テハ80倍 最 モ多歎 ニ

シ テ72例 中36.1%ラ 示 シ、160倍(22.2%)、

40倍(18%)s320倍(8.3%)及 ビ20倍(6.併61

ハ 之 二次 ゲ。 更 二 第 三 期 二 於 テノ・40培 最 モ 多

ク71例 中32.3%二 相 當 シ、 次 ニ ハ 却 テ160倍

(28.1%)一 シ テ、80倍(15.4%》 之 二績 キ 、20
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倍(9.8%)、320倍(8.4f"」)之 二亜 グ。

由 是 メ号 フル ニ、 肺 結 核 二於 ケル凝 集 反 慮 ノ健

康 封 照 者 ノ夫 二比 シ ア陽性 度 二著 シキ坤ケ加 ラ兄

ザ ルへ1,{・/yノ 像 想 ラ裏 切 ル事 大 ナ リ シtb之

テ精 シク検 討 人レへ 各病IUI侮 二著 シ 、擾 動 ア

ル テ認 ム。 且 ツー 般 二病期 ノ進 展 二伸 ヒ へ 凝

第8衷 病勢 卜・關係

集 慣 ノ却 ゾ減 少 テ來 ヘハil.ll二 値 ス・

第 二項 病 勢 トノ關 係

以 豊ブ 患 者 ∴就 キ、 史 二其 ノ病 勢 ノ程 度 二從 ヒ

テ治癒 牲 、 停1L性 、亜進 行 性 及 ビ進行 性 テ分 チ・

夫 ト紺 蝋 集1聴 回 關{系 テ検 セ シr一第8表 二

示 人ガ如 シ。 卯 チ肺 結 核 二於 アモ、 既 二治癒 性

撒 敬 凝1告偵20 40 8・116・ 320 6・PI64・ 以 上

治 癒 性 17
▼一

36
-一 一一 一

91
一 一 一一一

60

一 一一

1

-

一一 一 冨一

一

1
}一 一}一 一}

5

6
一一'}

5 3

-一 　

;

1

16

3

1
一

1
一 一一-

2

_一一一一 心一

一
1

101
1-一 　一 亀

61

一 　 　

停 止 性 3
一 昌

18
一 一 層}一 一

20

11
-『

27

111

一F一 層

2
暫一

亜進行性 7
5

1一痂「
一 噂

15 1
}一

進 行 性

テ示 フ・者 一一ア リ テ ハ40倍 、80倍 ノ者 大 部 分 ニ

シ テ實 験 例17名 中13例(76・5%)ハ 如 斯 キ健 常

値 ラ示 シ、80倍 以 上 二及 ピ シ者 ハ 僅 カ ー=4例

(23・5%)二 過 ギ ズ。 之 二 反 シ停 止性 ノ者 二於 テ

ハ 先 ヅ160倍 最 モ 上 位 ニ ア リ テ44%テ 示 シ、80

イ音(30.596)、20イ 音(13.8%)、40千 脅(8.3%)ノ 、,とニ

ニ次 ギ 、 亜 進 行 性 二於 テ ・・80倍(29.6%)最 多

敷 一ニ シ テ 、160イ 音(25.2%)、40イ 音(19・3%)、320

倍(10.9)%ハ 之 二亜 ゲ リ。 進 行 性 ノ者 ニ ア リテ

ハ40倍(33.3%)二 於 テ却 テ 多 敷 ニ シテ 、 次 デ

第9表

160{1深(25%)、80イf}(18.3%)、320倍(10%}ノ

順 位 ナ リ.乃 チ此 慮 二於 テ モ前 項 二於 ケル ト同

ジ ク停 止、 亜 准 行 及 ビ進 行 性 ノ者 二就 テへ 何

レモ病 勢 ノ活 動 性 二比 例 シテ、 凝 集 反 慮 陽 性李

ハ却 テ低 下 テ示 七 リ。

第 三項 病 型 ト ノ關 係

病 期 ノ進 行 或 ハ病 勢 ノ駿 展 二比例 シテ凝 集 慣低

下 λル ノ事實 ハ既 二前 述 セ シ所 一 シテ、 之 ハ肺

結 核 二於 テ ハ、 其 病 機 拉 二血 清 凝 集 能 力 間 二何

等 カー 定 關 係 ノ 存 在 テ 想 起 セ シム ル ニ 充分 ナ

病型 トノ關係(括 弧 内・・百分率)

病 型 鰍 凝、。償2・ 40 80 160 320 脚 認
初 感 染,9 1(12.5) ・(・2・5)巨璽i3型

早

期

肺

結

核

結 核 性 大 葉 炎 4
-一一

24
-=一

∠_

20

一 『

iI
-一 憶 一

1`25.0)

肺門結 核、肺 門周園浸潤
(新鮮)

}-

2(8.3) 4(16.6) 5《208ン

一 一
10(41.6)

}一

里(比 較的病竈 ガ陳奮 ニシテ慢性型 ノモノ) 『

}　 　

-

1(3.8)
}　 　

1(14.2) 1(14.2㍉ 1(14.2㍉
_ニ ー二

3(15.0〕

3(42.8)

早 期 寝 潤、早 期 空 洞 3旦5・ σ♪

一一}

1(5.8)

一

9(45.0

肺 炎結核、上葉播種結核
(新鮮)

17
一 一}}

26

8(47.0)

一一 　『,

12(46.0)

6(35.2)

2(7.6)同上(病 愛比較 的陳僖 二傾 ケ)レモ ノ) 2(7.6) 9(34.6)
一 　 一}

廣範性血行性播種(粟 粒
結核)

13 1(7.6)

}
2「15.3) 4(30.7)

層

3(23.0 ,・

晩

期

肺

結

結 節性(培 殖型)肺 瘍 48 1(2)
一『

4(8.3) 6(12.5) 10(20.8)15(31.2)

硬 化 型 肺 瘍 29 4(13.7) 6(20.6) 13(44.8) 4(t3.7)

肺 炎性(滲 出型)肺 瘍 21 3(14.2) 9(42.8)
、

5(23.8) 4(19.0)

3(37.5・

2(50.0)

3(12.5＼

1(14.2ジ

5(25.0)

　
6(35.2)駈1(、5.8)!

_-

1(7.6)

核 混 合 型 肺 瘍25 1(4.0)12(48.0)4(16.2)4(16.2)

7(14.5)

1(3.4)

2(8.0)

、(25.。)1

ヒ ー

トー 一
__L__

1(7.6)

5(10.4)

1(3.4)

1(4.0)

1(5.8)

1(7.6)'

1(4.0)

●
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り。i弦二於 テ余 ハ次 二肺 結 核 各病型 二就 テ其 等

ノ抗盟 ガ如 何 ナ ル状 態 ニ ア ・しヤ 辛検 シ、 以 ア本

反 慮 ノ意 義 テ明確 ナ ラ1メ}ト セ リ。 前 掲 第5

表 ハ各 々病型 二就 テ ノ分類 斗指 示 セ ル で ノ_シ

テ、夫 等242例 ノ血 満 二就 キ其成 績 与綜 合 一括

一1テ表示 ヘレバ次 ノ如;
。(第920

以 上 チ瞥 見 λ レ'i'、結 核 各病 型 手通 ジ テ80倍

テ中心 二40或 ハ160倍 附 近 二 於 テ 凝 集 反 癒 ラ

示 ス者 多 」 ト難 ㍉ 更 一之4精 覧 スル時 ハ.其

等 各型 個e二 於 ケル状 態 ノ夫 々趣4異 ニ ナ ヘテ

知 ル。 即 チ比 較 的 初期 二屋 い し者 卜見倣 ・卜'しベ

キ早期 肺結 核 殊 二初 期 感 染 等 二於 テハ高 キ凝 集

債 テ示 ス事 多 ク、320倍'呈 ㌃ル 者 最 上 位 昂占

メ、肺 門結 核 、 早 期 浸潤 等 二於 テモ亦 最 多教 テ

示 スハ何 レモ160倍 ニ シテ、 病 型F、G及 ピH

ノ如 ク竈域 次 第 二陳 久 且 ・・廣 範 二 」乏ブニ 従 ヒテ

漸次 低 下 テ示 シ、80倍 附 近 二 止 マ ル者 比 較 的 多

数 二至 レ リ.晩 期 肺 結 核 二於 テ ハ此 推 移尚 明 カ

ニ シテ、 結 節 型 二 在 リテ ハ160倍 最 モ 多 ク80

倍,320倍 之 二亜 グモ、 硬 化 型 二在 リテハ8〔1倍

最 モ優 勢 ニ シテ40倍,160倍 及 ピ20倍 ハ之 二

績 ヶ リ。 然 ル ニ病 型 尚 肺 炎型 乃 至 末 期 タ ・レ混 合

型 二至 レバ、凝 集 償更 二低 下'i僅 力40倍e示 ス

ニ過 ギザ ル者 多数 二'iテ 、80倍 、160倍 、20培

ハ之 二從 ヘ リ。 是 二由 リテ考 フ几 二、 結 核 罹 患

比 較 的早期 二於 テ ハ結 核 凝 集 反 慮 陽 性 度 ハ著 シ

ク高値 テ示 セ ドモ、 病 機 ノ経 過 二從 ヒテ漸 次 下

降 シ健 常 償 二近 キ値 テ呈 スル ニ至 リ、 病 機 更 二

是以上 二進 展 ス レバー 部 ハ却 テ凝 集 素 ノ減 少 テ

來 シ、 健常 値 以 下 ザ示 スモ ノ多撒 二至 ル。 郎 チ

血清 中 ノ結 核 凝 集 素 ト病 機 進 展 トノ間 ニ ハ何 等

カ ノ關 係存 スル ハ容 易 二 想像 サ ル ・慮 ナ リ.依

テ今更 二進 ン デ其 豫後 二關 シ如 何 ナ ル關 係 ニ オ

bル ・ヤ テ検 セ ン トス。

第 四 項 豫後 トノ關 係

前述 セ ル ガ如 ク、 結 核 患 者 血 清 内凝 集 素 ノ清 長

拉 二病 中経 過 間 ニ ハ、 何 等 力因 果 關 係存 スル ガ

如 ク推 測 シ得 ラ ル ・テ以 テ、 是 等 ノ豫 後 判 定 上

二於 テ如 何 ナ ル位 置 ニ アル ヤ ニ知 ラ ノ ト シテ、

再 ピ編 已21147,症 例 ・就 テ退 院 後'病 鈍知 観 察

ヒリnabtPt二,橡 後 トシテ言巳セ シハ、 桧 査i㍉ ヨ リ

テ直 二爾 後取 ・レ ーキ縦 過 ノ乏ピ轄 蹄 ・臨 い ・レ ニ

非…で シテb51∫1〈,t'VIJ正鵠 ラ期1セ ンガ タメ ∴客 観 的1

判 定;;S・'一ラ トv、且"1疾 病 ノ性 質h検 査 開 始後.

最 短期 隈 宰 ケ`唇三以 肚 ノ各例 二就 賓其経 過 凄観 察

うテ、病 勢 ノ推 移、病 状 ノ壇 減 等 子検 討 シ、 以 テ

將來 ノ脛 過'乏 ピ縛 飼 チ判 定":1し モ ノナ リ。 勿論

此 間 轄 錨 ノ確 然 ピザ,レ者 ア ルハ β4仁 タザ ノレ所

ナ レ ドモ、 全舷 二(豫 後 良1卜 記 セル者 ハ既 二臨

沐 的 治 癒 ノ轄 館 手取 レ'・者、 及 ピ之 二近 ㌣縄 過

ラ取 レ・し者?指 示 シ、1豫 後傾 良)ト 記 セ ル者 ハ

前 者 ノ韓 蹄 二現 在 向 ヒツ ・アル程度 ノ者 茅指 示

一1
、(豫 後 傾 不良1ト 記 セル者 ハ是 等 二反 シテ早

晩 不幸 ノ轄 蹄 号見,しベ キ者 テ指 示 セ リ。 尚 ・*是

等 ノ中間 二在 リ テ何 レ トモ其 轄 蹄 テ定 ム ル事 テ

得 ザ ル者 テ,表 定1ト λ。

第10表 豫 後 ト・園係

灘 騨 継12・ 14・IS・;16・}32・画 鯉}良
35

傾 良84

25

1151

・6

2

5

11

7``

201116

9・15231

21'30!L
_蔓L≧

未定へ　　 へ 　　 　

不良60 蹴 ÷㌧
即 チ第10表 二 見 ・・ガ 如 久 豫 後 可 良 テ示 セル

者35例 二於 テ ハ80倍 最 モ 多 ク15例 く43?6i)ラ

占 メ、 残 リ ノ大 部 モ 亦 何 レ モ4り 倍、20倍 二 暑

ス。 豫 後 傾 良 者 例 二於 テ ハ160倍 二於 テ最 モ多

et-一 シ テ30例136%)二 達i,;xデ80培 、40倍

ノ順 位 ニ ア リ。 然 ル ニ 傾 不 良 ・者 二於 テ ハ 却 テ

40倍 ノ低 償 ニ テ 凝 集 ス ル モ ノ 最 モ 多 数 ニ ーiテ

60例 中211例 曳33%レ 占 メ、 次 デ ハ160倍 二於

ケ ・レ16例 ・27%1--1テ 、80倍 こ 二亜 ゲ,豫 後

未 定 ナ リ シ者25例 二 於 テ ハ4()倍 、ISt}倍 、160

倍 何 レ モ 同 数 ニ シ テ、 何 等 一 定 や ・成 績 二示 サ

ザ リ キ。 由 是 テ 見 τ 二、 少 ケ ト モ豫 後 良 好 二 向

フ者 及 ビ不 良 二 向 つ者 ト ノ間 一 ・・此1麸 一 多少 ノ

差 異 アrL事 ハ 明 白 一 一iテ、a,二項 二 纏 遵 ピ 成 績

ト大 二 其 相 一 致7・'し 藍 、 信 モ 符 節;合hし ザ如

シ.
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第 五 項 小 括

前 掲 四 項 二分 チ ア論 ジ來 レル肺 結 核 ∴於 ケル凝

集」)〔慮 成糸責テ皿U起∴小括 ノ・レバ.}-U験{列242(204

名)二 就 テ置llLiili稀稗 度80倍 一坊 奄テ凝 集 λル者 最

℃多 ク、 其仙 ノ者 ∴於 テ モ亦凝 集 儂 此 ノ附 近 テ

往 來 ヒリ。Turban。Gerhardt氏 分類 ・一依 ル病

IUJ易ijSt立ニリ丙蓼タ兄1LIニヨ リSLレ バ、 ↓配ハヲ丙期jノ葺態行

三、 或 ハ病 勢 ノ進 行 ∴從 ヒテ凝 集 慣 ハ減 ズ ノレモ

ノー シテ調0倍 ノ健 常 値 テ境 トシ ノ第 一期 又 ハ

停 止性 ナ ルモ ノハ其 ヨ リ ヒ位 ∴、第 三期 、 進 行

性 ナ ル モ ノハ其 ヨ リ下位 二在 リ。 術 ホ病 型 別 二

分 類 スル事 一 ヨ リ此 關係 ハ 盆 く明 カ ニ シテ、 一

般 二早期 輕症 型 二近 キ結 核 二於 テハ、 凝 集慣 高

キ テ表 セ ドモ、 晩 期 末 期 ∴進 ム ニ從 ヒテ却 テ減

少 シ、混 合型 二於 テハ凝 集 慣 最 モ低 シ。 此結 果

二因 ツ テ是 テ豫 後 ノ判 定 ニ モ用 ヰ得 ベ ク、 實 際

二之 ト豫 後 ト ノ關 係 二就 テ観察 スル ニ、 之 ト略

ボ 同様 ノ見 解 二到 達 セ リ。

第 七 節 成 績 考 按

以 上 實 験 セ シ結 果 二依 リ、 結 核 凝 集 反 慮 ノ臨 黙

的 意 義 二就 テ聯 力考 察 ラ加 ヘ ン トλ。 抑k該 反

雁 ノ血 清學 的診 断 ノ慣 値 二就 テハS.Arloing

及 ピP.Courmont氏 等4s等 菌 ニ ヨ リテ結 核 凝

集 反 癒 ラ提 唱 セ シ以 來 、 新 知 見 ノ磯 表 績 々 ト シ

テ相次 ゲル モ、 其 成 績 ハ匠 々 一 シテ、或 者 ハ其

慣値 テ認 ムル モ或 者 ハ全 ク顧 ミル ニ足 ラズ トナ

シ、 又或 者 ハ診 断Lノ 償 値 無 キ モ豫後 ノ測 定 ニ

ハ何 等 力意 義 ア リ ト爲 ス等
、 種 々論 議 ノ中 心 タ

リ シバ 自モニ文 獣 二於 テ詳 述 セ シ所 ナ リ。 斯 ノ如

キ ニ モ拘 ラ礼 之 ハ理 論 的 ニ モ何 等著 シキ進 歩

テ見 ル事 無 久 實 地1:ニ モ用 牛得 ラル ベ キ確 固

タル地 位 テ声 ム ル ニ至 ラス シテ、 其 後 漸 ク衰 微

スル ニ至 レ リ。 其 所 以 バー・ニハ該 反癒 ノ創 案 當

初 世 人 ノ是 二期 待 セ シ所 絵 リニ大 ナ リ シ ト、 ニ

ニ ハ是 ガ反慮 成 績'卜掟 二臨 ミテ批 判 的 態 度 ノ訣

除 シタル 事 等 ニ ヨル ナル ベ シ。 即 チ 世人 ハ之 テ

見 ル ニ窒 扶 斯 二於 ケ ル ヴ,ダ ー ル氏 凝集 反庶 ト

同 一 的 ノ意 義 アル モ ノ トナ シ、結 核 鑑 別 診断 ノ

精 確 拉 二迅 速 テ要 求 スル事 大 ナ ル ノ ミニ テ、 一

兄異 欝 ∴現 ハ レタル凝 集反 慮 ノ原 因等 二就 テハ

何 等 探 索 批 刺 テ下 サ ご リ シ矯 ナ リ。 然 ル ニ成人

二於 テハ潜 伏 性 結 核 チ否 定 ス ルJ卜 甚 グ困 難 ∴

シ ノ、 大 部 分 ハ之 迄 何 等 カ ノ機 會 ∴一度 ハ結 核

ノ洗艘 ラ受 ケ タ ル者 ナ ル ガ故 一=一一、Tuberkulin

反 廠 展 《陽 性 ナ ル所 以 モ亦 此 慮 三存 スル タ メナ

リ。 其 反慮 ノ鋭 敏 ラ以 テ知 ラル ・凝 集 反 慮 一=於

テ モ亦 之 ト同様 ノ趣 テ呈 スル で ノニ シテ、 從 來

各研 究 拷 モ亦健 康 者 ∴於 ケ ル此 反 磨 ノ陽 性 率 比

較 的 高 キ ・1け辺レごタ リ。 術 ホ結 核 ノ経 過 ハ慢性

∴ シ ア、 彼 ノ腸 窒扶 斯 ∴見 ラル ・ガ如 キ規則 正

シ ヤー 定 ノ周 期 的 病 優 ノii恨 舞1年キ事等 へ 何 レ

モ此 等 他 疾 患 ト免 疫 學 的 ∴趣 テ異 ニ スル所 以 ナ

リ ト信 ズ。

更 二該 反 慮 ノ偏 値 ハ 、其 凝 集能 力 ノ如 何 二依 ル

事 此 慮 二蟄 言 テ要 セザ ル所 ニ シテ、 該 反慮 ノ完

全 陽 性 且 ツ此 稀 葎 倍 撒 度 二於 テハ 同種 正 常 血 清

ノ凝 集 セザ ・レ事 テ要 ス。 然 ル ニ結 核 血 清 二於 テ

モ其 凝 集 度 ハ 健 康 者 血 清 ト左 程 著 シキ差 異 ラ認

メザ ル事 屡 ㌃存 スル ハ既 述 ノ如 ク、 從 テ診 断 二

慮 用 ス ル ニ 際 シテハ 凝 集 債 ノ 標 準 テー 定 ニナ

シ、以 テ正 常 血 清 稀 葎 度 軍 位 トセザ ル ベ カ ラズσ

然 ラバ之 ガ標 準 ハ 如 何 二定 ノテ可 ナ リヤ。 先人

ノ業 績 テ顧 ミル ニ、 完 ヅCourmont氏 等 ハ健

康 人 二於 テハ1:5以 下 ニ シテ、1:10以 上 ハ結 核

ナ リ ト登 表 セル モ、 其 後Fomet氏 ハ彼 ノ「ア

ンチ ゲ ン」テ以 テ爲 シ
、凝 集 慣60倍 ニ テ陽性 ナ

ラバ結 核 ナ リ ト診 噺 七 リ。 其 後 同氏 ノ診 噺 液 子

以 テ セ ル實 験 多数 二上 リタル モ、 各實 験 者 ニ ョ

リテ 多少 ノ相 違 ア リ、例 へ ・lChristensen氏 ハ

60倍y1下 ・・健 康 者 ト認 ・得 ル モ1:100
、 又 小見

∴ テ1:50ハ 結 核 ラ疑 ハ シム1・
。 爾 ホKohler,

Gittner,Hellmann ,Kogan,Trenkel,Diener,

Josefowicz氏 等 ハ 何 レ モFornet氏 診断 液 テ

以 テ惹 起 セ ラル ・凝 集 慣 へ 健 康 者 一一於 テハ

1:20・1:40乃 至1:100迄 位 ラ大 膿 範 園 ト爲 セ リn

尚 ホ吾 邦 一 於 テモ 森 氏 ハ 「ツベ ル ク ロ ス トロ ミ

ン」テ以 テ20-80倍 ニ テ結 核 者 最 モ多 ク陽性 テ

示 セ リ ト言 ヒ、川 村 氏 又 同 自 己 ノ菌 テ用 ヰ テ80
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倍 テ健 康 者 ノ範 園 トセ リ。 素 ヨ リ「ア ン チゲ}」

ノ種 類及 ビ各 研 究 者 二依 リテ種 々差 異 テ生 ズ ル

♪・勿論 ナル モ、 後 更 一P.Courmont及 ピ同門

下生等 ハ、種 々 ノ動 物 二就 テ實 験 的 二結 核 凝 集

反磨 テ検 セル ニ、 各 動 物 ノ種 類及 ピ年 齢 二依 リ

テ其値 二著 シキ攣 動 アル ラ知 レ リ。 故 ∴實 験 ハ

必 ズ伺 一種 屈 ノ動 物 ∴ シテ、 且 ・ソ相 等 シキ年齢

ニ アル モ ノー 就 テ 行 ハ ザ レバ 債値 無 シ ト言 ヘ

リ。且 ツ此 際 結 核 二封 シ自然 免疫 動 物 タ ル馬 二

於 テハ凝 集 債 高 キ モ、 結 核 二容 易 二罹 患 シ得 ル

人類 、家 兎及 ビ海狽 二於 テハ甚 ダ低 シ。 故 一之

ハ或 程度 迄 ハ結 核 二封 シ動 物 各種 騰 ノ有 スル封

結核抵 抗 力(防 禦 力)二 因 ル モ ノナ ラ ン ト結 論 セ

リ。依 テ余 ガ實 験 二際 シテモ、 健 康 者 及 ピ其 他

ノ封 照 二於 テ最 モ多 撒 二陽 性 ラ示 セ シ1、80倍

稀稗 ラ以 テ該 反 慮 ノ標 準 トセ リ.爾 ホ之 ハ勿 論

肉眼的 二 完全 陽 性 ト見 倣 シ得 ラ ル ・黒占ナ リ ト

ス。 以 上 ノ標 準 テ以 テ各 例 二就 キ假 二陰 性 及 ビ

陽性 テ記 セバ次 表 ノ如 シ。(第11表)

第11表 凝集贋80ヲ 規 準 トセJレ凝 集反慮成績

被 検 材 料/剛 所謂陰性!完 全陽性

30(91g 、3rgク6)1:

68(87タ

即 チ是 テ以 テ見 ル ニ、 非 結 核 封 照 者 ∴於 テ ハ

陽陞者 極 メ テ僅 少 ニ シテ11%二 過 ギズ。他 ノ大

部分 即 チ89%ハ 何 レモ陰 性 二終 リ タ リ。然 ル ニ

結核患 者 二於 テハ其 陽 性 傘 意 外 ニ モ低 下 テ示 シ

37-42%二 過 ギズ。 而 シテ通 例 臨躰 的 ノ見解 卜

相隔 タル事 甚 グ遠 キ テ罷 ユ.是 等 雨 者 テ通 覧 ス

ルニ、其 陽性 ナ ル モ ノ健 康 者 ニ ハ極 メ テ少数 ナ

レ ドモ、 結 核 患 者 二於 テ ハ 多撒 ニ シテ殆 ド其 全

例 ノ牛 テ占 ム ル事 ラ見 レバ 、成 人 二於 テ少 ク ト

モ陽性(凝 集 償80倍 以 上)テ 呈 スル モ ノア ラバ

健康者 トハ構 シ得 ザ ル ベ 久 寧 ロ結核 子否 定 ス

ルニ困難 ナ リ ト考 ヘザ ル 〈ごカ ラズ。 結 核 患 者 一一

於 ケル臨 躰 的拉 二血 清 學 的 診 断 上斯 ノ如 キ不 一一

致 へ 本 反 磨 ノ絶 封 的 償 値 テ滅 ゼ シム ル事 甚 グ

大 ∴ シ へ 現 今1臥 一 ヨ リ之 ガ 至11底信 頼 λ ル=.

足 ル 程 度 ノ反 慮 ∴非 ズ ト セ ラ レ、 顧 ミ ラ レザ ル

・一至 リ シ所 以 ハ 此 慮 ∴ 胚 胎 ス ・レナ ラ ン カ
。 然 レ

ドt余 ハ 斯 カ ル 生物 塾 的 反 慮 コ ソ最 で鋭 敏 確 實

ニ シ ァ・ 個 冊卜 惹 起 ヒ ラ レ タ ル斥占核 菌 侵 入 二 封

ジ ーハ 寧 ・信 頼 足 ルA"`・S一 澄 左 ∴非 ズ ヤ ト ノ

意 見 ・抱 ク者 ナ リ。 斯 カル ガ故 二 吾 人 ノ酬 木的

所 兄 トハ 甚 グ シ ク隔 絶 ス,レIM:々 之 〆ル ラ モ 考

"・ザ ル ベ カ ラ で トf
`i'ズ。 爾 ホ實 験 二依 リ テ矢11ラ

ル ・ ガ如 ク、ll市糸占牟亥∫息 κ1血1童置内 ノ凝 集 素 ハ極 メ

声不 安 定 ∴ シ ア且 ツ顯 著 ナ ラ ザ ル モ ノ ナ ル ガ故

覧、 恥 一 卜述 ノ如 キ凝 集 反 慮 ノ陽 否 ノ ミ子 以 テ

結 核 或 ハ非 結 核 ナ リ ト噺 定 ス ル能 ハ ズ。 活 動 性

結 核 一=於 テ斯 カ ル 陰 性 反 慮 ノ 壷 現 テ 見 タル 事

へ 爾 ホ更 二進 ミ テ検 討 チ要 ス ル 問 題 ナ ラズ ヤ

ト信 ズ。舷 二於 テ 余 ハ 各病 期 拉 ∴ 各 病 型 二 就 キ 、

分}ll:的 二凝 集 素1豊1ニー?測定 シ テ 其 多寡 ニ ヨ リ テ病

機 ノ進 行 テ豫 測 シ、 且 ツ,ご ・件 ヘ ル 発 疫 膿 ノ清

長 二就 テ モ 検 索 シテ 、 以 テ 此 方 面 二於 ケ ・レ探 求

解 決 ヒ聯 カ ナ リ トモ 資 ス ル所 ア ラ シ メ ン ト欲 セ

リ。 今 余 ノ實 験 二 就 テ見 ・し二 、 確 實 二肺 結 核 ト

診 定 サ ル ・者 二在 リ テ ハ 、 或 ハ 病 期 ノ初 期 二於

テ、 或 ハ 豫 後 佳 良 ナ ル者 二 於 テ何 レ モ ヨ リ高 キ

凝 集 慣 テ示 ス事 多 ク、 之 二反 シ病 期 悪 化 シ死 期

迫 レ ・レ者 パ ー 部 二 於 テ ハ該 凝 集 慣 高 キ儘 二 止 マ

・レ者 ア リ ト難 モ 、 其 大 部 分 二 於 テ ハ 漸 次 低 下 ス

ル ラ 見 タ リ。 嘗 テCourmont氏 ハ凝 集 現 象 ハ

患 者 封 感 染 ノ 孚 厨1ニ シ テ,,let6moind'une

r6actionded6fense``ナ リ ト見 倣 シ、 且 ツ凝

集 能 力 ・・6volueeusensinversedelagravit6

del,infection;ilesttr6s61ev6danslescas

b6ninsetsurtautaumomentdelagu6r-

ison:ilestsouventabsentdanslescas

s6v6resets,abaisseaumomentdesaggr-

avations.ト 結 論 シ テ.其 豫 後 吉 凶 ト相 一 致 ス

ル 子唱 ヘ シバ 實 二 先 見 ノ明 ア リ ト言 フベ シ。 最

近M.Degeorges氏 亦Courmont氏 法 一::.ヨ

リ凝 集 反 慮 ト共 二赤 血 球 沈 降 反 鷹 、 ア些 ネ 。L

氏 血 液 像 子結 核 患 者22例 一・ツ キ 長 期 ・」 亙 リ観
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察 ヒ シ結 果 、 凝 集 反 慮 像後 判 定 ノ適 慮 ハll騙跳乍的

経 過 善 ケ ー致 シ、Il.ツ 他 ノ ニ反 癒 ノ結 果 トt

ゴ クー 致 ヘル ラ認 メ、C.F.GandolfoetH.

R.Ruggiero氏 穿 ノ薯111:一=於テ モ、敷 百例 二就

ナ凝 集 反 庶 菌 型.ワ イ 人氏 反慮 及 ピ「ヂ ア ハ

反 慮 ラ検 シ、 以 増 象後 判 定L前 逃 卜同様 ノ結 果

二到 蓮 ヒリ ト ノ記 載 散 見 ヒラ ノレ・等 、何 レモ余

ノれ}タノレノ友糸責 トヨ ク符 合 セ リ。

之 ラ要 入 ル ニ凝 集 反 慮 完 金陽 性 ナ,,・'IV'ハ診 断1:

甚 グ慣 値 大 轟 シテ、 帥 チ臨 躰 的 二結 核病 漿 ラ鐙

明 スベ キ根 嫁 無 キ者 一於 テ陽 性 ナ ル時 ハ 少 ク ト

モ健 康 艦 ニハ非 ズ シ テ敢 テ結 核 子否 定 λ・レ事 テ

得 ズ ト考 フル テ妥 當 トナ ス。若 シ夫 レ活動 性 結

核 二關 シテハ診 断 的 ニ ハ 勿論 云 々 ノ必 要無 シ ト

難 モ、 豫 後 ノ判 定 上 一 ハ興 味 アル事 ニ シテ、 少

ク トモ結 核 二封 スル防禦 力(抵 抗 力)未 グ充 分 二

存 ス ル モ ノ ト見倣 シ得 。

凝 集 反 磨 陰 性 二就 テ ノ重 要 性 ハ之 二次 グ。 而 モ

此 場 合 ニハ種 々 ノ可 能 性 二就 キ愼 重 二考 慮 シ、

判 断 二當 ル事 テ要 スル モ ノニ シテ、 即 チ次 ノ如

シo

(1)他 ノ病 的徴 候 ノ鋏 如 ト同 様 二、 結 核 ラ全 ク

否 定 シ得 ル ガ如 キ場 合 ニ シテ、 換 言 ス レバ眞 ノ

意 味 ニ テ ノ健 康者 。

(2)以 前 二結核 二罹 患 セ シ事 アル モ、 現 在 完 全

二治 癒 二至 リ タル者 。

(3)弔 症 結 核 患 者。

1二掲(3)重 症 結 核s於 テハ、 凝 集 反 慮 ノ ミナ ラ

ズ他 ノ 凡 ノ ノ反 慮 モ 亦 全 ク 陰 性 テ 呈 スル ニ至

ル モ ノ∴ シテ、 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 轟 於 ケ ル

negativeAllergie卜 同様 ノ關 係 ニ アル モ!ナ

リ。 恐 ラ ク他 反 慮 ∴比 ス レパ、 凝 集反 慮 二於 テ

ハ斯 カ ル壁 動 筈 シ †編 、 比 較 的 陰 性 二傾 ク コ ト

容 易 ナ ル'ぐ シ ト考 へ ♪ル。

以L纏 逃 セ シガ 如 ク、 凝 集反 慮 ハ結 核 、 非 結核

ノ鑑 別診 噺 ノ目的 ・ハ、 除 リニ鋭 敏 二過 ギ ル ノ

傾 ア リ テ役 立 ッ・1咽難 ナ リ ト難 モ、 活動 性結 核

二方杢テ其 像そ表二1鍋 シ、 重 要性 二宿 ム ノ事 實 ハb

是 レ畢 克結 核 二於 ケル慣 値 アル ー徴 候 トモ見 ラ

ルベ キ モ ノ ト信 ズ。 而 シテ之 ノ ミニ依 レル絶 封

的 ノ判 定 ハ不 可 ナ リ ト難 モ、 他 ノ血i青學 的 反慮

及 ピ臨 抹 的 二種 々 ノ理 學 的 検 査 等 テモ併 セ行 フ

時 ニ ハ、 其 豫 後 判 定1二實 ニー 大 有 力 ナ ル方 法 ナ

リ ト信 ズ。 爾 ホ上述 他 反 慮 トノ關 係 二就 テハ、

後 章 二於 テ詳 細 二述 プル モ、 凝 集反 磨 殊 二余 ノ

探 レル方 法 ハ其 ノ操 作 甚 グ簡 軍 三 シテ、 到 ル所

二於 テモ行 ヒ得 ラル ベ ク、 「ア ン チゲ ン」ノ保存

ノ容 易 ナ ル黙 、 及 ピ反 慮 結 果 ハ 明瞭 ナ ル ガ故 二

成 績 ノ観 察 モ亦 容 易 一 シテ、 且 ツ少量 ノ血 清 ニ

テ足 レル ノ便 ア リ。 故 二結 核 患 者 二於 ケ ル豫後

判 定 ノ困 難 ナ ル場 合 二際 シテハ、 甚 グ重 要 ニ シ

テ、 且 ツ最 モ良 キ指 針 タ リ得 ル モ ノ ト思 惟 ス。

第六章 肺結核各種症候拉二併護症二依ル結核凝集反慮ノ愛化

軌近各種結核血清反慮 ガ、軍ナル研究的興味 ノ

範園テ脱 シテ、廣 ク實地 二磨用 セラレントスル

ノ趨勢 ニアリ。從テ凝集反磨モ亦其債値 テ各國

學者間二再 ピ相論議 セラル ・二至 レリ.余 ハ前

章 二於 テ專 ラ其臨躰的意義 ノ概要二就キ既二略

述 セリ。凡 ソ斯 ノ如 ク各學者 ニヨリテ其慣値判

定二大ナル相違 ノ存スル事ハ、畢寛本反磨 ノ未

ダ研究途上二在ルテ示 スモノニシテ、其各方面

二向ヒテ尚幾多未解決 ノ問題残存 セルガ爲ナリ

ト謂 フ可 シ。元來結核患者 ノ臨躰的症候ハ極 ノ

テ複雑ニシテ、精細二其原因ラ探求 スルコトハ

既二難事二属 入。況 ヤ未 ダ斯 ノ如 ク機斡 ノ明 カ

ナ ラザル凝集反慮 トノ關係二於 テテヤ。余ハ此

虎 二主 トシテ結核患者 ノ臨躰的症候中、比較的

著明ナルモノニ就 キ之 ト凝集反慮 トノ關係ラ設

明セント欲 シテ、先 ヅ年齢、環境 トノ關係有無

拉 二其他二、三 ノ症候群 ノ清長及 ピ合併症二由

來 セル凝集反慮 ノ歌態攣化等二就 テ検索 セリ。

第 一節 年齢 及 ピ環境 ト結 ・

核凝 集 反鷹 トノ關係

第一項 年齢二就 テ

結核凝集反慮ガ年齢 ノ異ルニ從 ヒテ、甚 ダシキ
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動 揺 ラ示 ス パ古 ク ヨ リ知 う レ タ ・レ事 實 ニ シ ア、

既 二A.Descos,E.Romberg等 ハ 小 見 期 二

於 テ ハ ー般 二凝 集 反 感 ラ示 サ ズ 、 殊 二 結 核 燈 船

ヨ リ生 一ビ'i小 見 二 於 テ モ1:3ノ 凝 集 慣 二 於 テ ・、

常 二陰 性 チ示 ス ガ故 二 其 陽 性 ハ 大 二意 義 ア リ ト

言 ヘ リ。J.deNobeleetC.Beyer哺 乳 見 及

ピ小 禎 、、E.Christensen,B.Salge(膀 帯 血 液 〉、

F.Rosenberger等 モ 是 ト同 意 見 ナ リ。 尚 ホ老

年 期 二於 ケ,L結 核 凝 集 反 慮 一 就 キ テ ハM.1.

Froment屡 ヒ陽 性 ナ ル 事 イ 暴 ゲ テ 日 ク、 陽 性

4例 中 剖 検 的 二3例 ハ 明 カ ニ 結 核 、丈 陰 性26例

中 結 節 斗 見 出 セ,し1例9除 キ テ ハ 他 ハ 凡 テ結 核

第12表

ノ1ガ'll} 、(i定シ得 タ リ ト。 父P.Cqlurmont凝

集 反 癒 ・・動 物 種 属 ノこナ)ズ 年 齢 ∴ 】リテ ℃堕

動INト 謂 ヒ タルハ凱 二前 章 一於 戸川1]セ シ所 ナ

リ。!ト回 余 ガ實 験 材判 中小 児期 及 ピ琶年 期 二關

ヘル モ ノ甚 グ小 数 山 シテ
、實 験 シ得 ザリ シハ遺

憾 ナ レ ドモ、 此 慮 ニ ハ 專 ラ少 年 期、 青 年期 及 ピ

中年 期 ∴就tノ 観 察 ラ1・:トセ リ。

結 核 感 染 ガ年 齢 ト共 二壇 加 へ・レノ事 實 へTu・

berkulin反 慮 其他 各 腫 ノlllLilll學的 反 慮 テ標 誠 ト

シテ モ認 メ ラル ・所 ナ'しガ、 凝 渠反 慮 三於 ケル

余 ガ實 験 二就 テハ第12表 二見 ル ガ如 ク,凝集 慣

拉 ∴ 各年 齢 間 二副 然 タル拉 行 關 係 ハ認 メ得 ザ ル

年 齢 ト ・ 關 係

1
凝集償

「

1離

101
一 一
11820

40147

喜oヨ ー
」

16055
}

32020

640;6
」

1

6聖o以 上13

計}204

小贈 少 欄 ゆ 墜 期i中 年 期

14緬 ・5-2(121-25⑳ 一3・!31-3536一 卿 廊 一5・151-一一55i6・肚

1匿1二海 尋 芸il

 

ウ
6

一
-
」

3

12
1--
111
「

14'15

5

1

PO

41

一

　

nj

ワD

ρ0

9
ら

ー
▲

4

1

1

　

2

皿

-

「

-
」

¶
』

3

41475439

モ、絵 盟 的 二 見 レバ、青年 期 殊 二若 年21-25歳

二於 テ80倍 稀 繹 度 ノ部 ニ アル モ ノ最 モ多数 テ

占 メ、 次 デ同 ジ ク160倍 及 ビ少年 期160倍 等 ニ

シテ、 丁 度 此 附近 テ頂 黙 トシテ少年 期 、 青年 期

二於 テ80倍 附 近 一 止 マル ラ見 ル。 他 ノ諸 反 慮

二比 シ千斯 ノ如 キ不 規 則 テ示 スハ、 凝 集 反慮 ガ

軍 二其 強弱 ノ差 ノ ミニ テ意 義 子附 ス ・レ事 能 ハ ザ

ル ニ基 因 スル ナ ラ ン。

第 二 項 環 境 二就 テ

更 二患者 環 境 トノ關 係 二就 テ知 ラ ン トス。 家 族

中一人 乃 至 多 撒 ノ 結 核 患 者(表 二於 テ 家 族 中同

患 者 テ其 撒 二磨 ジ+、 十卜、帯 ラ以 テ示 セ リ)テ有

セ シモ ノ」叉ハ 有 スル モ ノニ 於 テ 調査 セ シニ第

13表 ノ如 キ結 果 テ得 タ リ。即 チ斯 カル者 二於 テ

ハ 日常 結 核 患 者 二接 燭 スル ノ機 會 ガ遙 二多 ク、

3314135 4

1老糊1
=

一 一一

60以 上
二

1-一
1_L
一 幽一一

一 一 一

1 1

第13表 環境 トノ關係

歴1
雛 譲 反1。

藪＼
8・!・6・!32・!α・1鯉

十
下
柵

不明

事

115

苅
6

91

14

4!」
_一__-

2誌1ト 昔!謬i置1言1ゴ ふ一eLT

〔響 ドヨ

從 テ必 ズ ヤ凝 集 反 磨 ニ モ何 等 カ ノ愛 化 ア ルニ非

ズ ヤ ト思 考 シテ本 表 茅作 成 セ シ モ、 聯 力特 別 ナ

ル 因果 關 係 ラモ 見 出 ス事 能 ハ ザ リキ。

以 上 余 ノ得 タ,し成 績 ニ ヨ リテ観 ・し二、 凝 集 反鷹

二於 ケル年 齢 トノ關係 、 少 ク トモ成1、二於 ケル

範 園 内 ニ テハ年 齢 的 二左 シタ ル考 慮 斗彿 フ ノ要

ナ 久 且 ッ其 環 境 二於 テモ結 核患 者 ノ有 無 ガ直
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チ ニll幻父慮 ノ陽 性 卒 チ左 右 シ1{}ル トハ信 ゼ ラ レ

ズ。 イ衣テ該 反慮 ノ陽11rkz$'.テ註命ズ ル ニ亨舌リテ モ、

被検 者 ノ年 齢 、環 境 乃 至職 業 等 ハ殆 ド無 覗 シテ

可 ナ ル者 ナ ・レベ シ ト信 ズ。

第 二 節 搬 熱 釈 態 ト凝 集 反

慮 ト ノ 關 係

結 核 一於 ケル 各種 症候 中猛 熱 ノイ∫無 ハ最 モ緊 要

。シ テ、 其 状 態 ニ ヨ リテ結 核 一 般 症JI犬ノ良 否 テ

推 定 シ得 ラル ・事 ハ周 知 ノ事 ナ リ ト 人。 是 ∴山

テ余 ハ其 病 勢 ノ進 展 上甚 グ大 ナ ル影 響 テ有 スル

凝集 反 慮 トノ關係 二就 キ調 査 セ シ所 以 ナ リ。 先

一Sabar6anuetSalomon等 畿 熱 時 ニ ハ 凝 集

反 慮 テ豫 後 測 定 二用 ユ ル事能 ハ ズ ト云 ヒ シモ、

森 氏 二慷 レバ、 疲 熱}伏態 卜凝 集 反 慮 トノ間 一 ハ

・定 ノ關 係 ア リテ、 其 高低 ハ恰 そ皮 圃 反慮 二於

ケ ル ガ如 ク、 共 頂 黒占ノ相 …致 ノ・ル テ認 メタ リ ト

fl'ヘ リ。

余 ノ實験 二供 セ シへ 前 掲 幌 症 乃 至重 症 肺結 核

患 者204名 ノ外 漿 液膜 炎等 各 種 ノ結 核 病 期 二於

ヶ ル者 テt抱 含 ス。艦 温 測 定 ハ腋 窩 属 テ行 ヒ、

實 瞼 常II前 後 数rl間 ノ禮1盈 テ滲 考 トセル モ ノー

シテ、 獲 熱 状 態 テ高 熱(最 高39℃ 以 上)、 中等

熱(最 高380Cl、 軽 熱1最 高37・6乃 至38℃ 〉,微
の

熱(37.1乃 至37・5℃)拉 二無 熱 叉 ハ 不温 ノ四 階

級 二分 アリ。

今 結 核 性 疾 患 ∴於 テ、 其 凝 集 慣 卜職 融 犬況 トノ

第14表 凝 集反応 卜登 熱 トノ關係(括 弧内ノ・%数 ♪

4

髄 温
＼ 凝反

＼

、、

例鍛 ＼
10 20

2F」 温75(31) 1 10

微 熱1101(41) 7

輕 熱134(14) 4

28(11) 1中等熱
一 一 一

高 熱 7(3)

計 245(o,o)
一

110.4) 22(9)

40

7

50 160

27

6

10

1

54(22)

32「 山7

23 天 一

89

6:5

12

70(29?163(25,

320 640!640以 上

i

6i1

112 9
↑

5 1 1

2 2 2

21・:9)6(2)5(2)

關 係 ラー括 表示 ス レバ第14表 ノ如 シ。即 チー般

二凝 集 慣40乃 至160倍 ニ アル 者 最 モ 多撒 ニ シ

テ、 殊 二80倍 ハ29%-7占 ム。 此 關 係 ハ卒温 者

二於 テ ハ特 二著 明 ニ シ テ、 尚 以 上 ノ範 園外 一 ア

リテ ハ20倍 ト320倍 トハ相 伯 仲 シテ之 二次 グ。

結 核 各病 期 別 毎 二就 テ ハ實験 例 数 梢 ヒ少数 ナル

ガ タ メ雨 者 ノ關 係 少 シ ク不 規 則 ナ リ ト難 モ、 大

禮 以 上 ト相 似 タル状 態 ラ呈 セ リ。 而 シテ是等 ニ

ヨ リ考 フ レバ,凝 集 反 慮 ノ強弱 拉 二禮 温 ノ高 低

間 ニハ宛 然 一 脈 ノ相 似 關係 ラ想像 シ得 ベ ク、 即

チ各 々 ハ其 頂 黒占二於 テ恰 モ相 一 致 スル モ ノ ・如

シ 。

第三節 喀疾性状 ト凝集反

癒 トノ關係

喀 庚 ハ 勿論 結 核 患者 二於 テ ノ ミ特 有 ナ ラザ レ ド

モ殆 ド毎 常 随 件 セル モ ノナル ガ故 二、 是 ガ各種

ノ性 状 ト凝 集 反 磨 ト ノ關係 二就 テ観 察 テ試 こタ

リ。 通 常 喀 疾 ハ粘 液 性 或 ハ膿 性 ナ レ ドモ,病 的

攣 化 ノ進 行 ト共 二血 疾 乃 至喀 血 テ惹 起 ス ル ニ至

ル。 今 是 等 ニ ッキ凝 集 反慮 トノ關 係 テ表示 ス レ

バ次 ノ如 シ。(第15表)

即 チ早 期 拉 二晩 期 肺 結 核 患 者169例 中 喀疾 二異

常 ラ認 メ得 ザ ル者 大 多数(70%)ナ リ ト難 モ、 血

疾 、 喀 血 ラ件 ヘ ル者亦 夫 々17%、13%二 及 ブ。

普 通 疾 患 者 二於 テ ハ凝 集 贋160倍 ヴ 示 ス者 最 モ

多 ク(29%)、 次 デ80倍(25%)、40倍(24%)等

略k同 数 タ リ。 血疾 患 者 二於 テ ハ80倍(34%)

二次 デハ40倍(28%》
、20倍(17%)ノ 順 一 シテ
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第15表 喀痕性状 ト ノ關係(括 張 内hタ6敬)

甑劇

血剰

蜥 凝 反
117

喀 血

2・ ト ・18・

計

7(6)

295, 、17)

232(8)

169`14

恩24㍉ 」

828ノ

5(22♪

41

116・

13・25
341291 1

10＼3塾 、
「2の1

3(13㌧
一 一 一

11(π)

塵

43

320

13

1(4)

18

64061(,S!上

上

3(3)

1(4)

4.

2(2)

前者 二比 ス レバー 般 二低 位 二在 リ。 爾 ホ喀 血 患

者 二於 テハ再 ビ160倍 最 多 数(47%、 ニ シテ、40

倍(22%)、80倍(13タ ∫》ハ次 位 テ占 ム。 以 上 ノ

成績 テ観 ル ニ、 喀 血 拉 二凝 集 贋 ノ關 係 二於 テハ

大盟 格別 ノ髪 化 子示 サ"ル モ ノ ・如 ク、 唯 血疾

患者 ハ然 ラザ ル者 二比 シテ凝集 債低 下 ノ傾 向 ニ

ア リ。喀 血 患 者 ニ ア リテハ 、 多 クハ 喀 血 停 止 ノ

時期 二検 査 セ ル モ ノナル ガ故 二、 藷 態 二復 セ シ

モ ノナル ヤモ知 レズ ト難 そ、 恐 ラ クハ此 喀 血 モ

原病 二影響 テ及 ボ サ ・"ル限 リ凝集 反 慮 二關 シテ

47

二 」

著{量 子 見,し 事 少 ナ カ1レ ベ シ ト∴ユ乾t・n

尚 ホ肺 結 核 が開 放 性 ナ リ マ 閉 蹟 性 ナ リ ぐ 碗 ツ キ

テ ハ 、 其 病 歌 拉 二 豫 後 ノ上 二 大 ナ ル 影 響 手與 フ

ル モ ノ ニ シテ 、 喀 疾 中 ノ結 核1菌 ノ多 少 バ ー 般 二

註 疾 肩 ノ軽 重 ト相 卒 行 ス ト云 ハ ・レ,以 上 検 査 シ

得 タ ・・169例 ニ ツ キ 其 凝 集 反 庭 ト ノ關 係 茅観 察

セ シ巨F以 ハ 實 二 之 ガ タ メ ナ リ。 検 査 成 績 中 陽 性

・±)、(+)、(十}及 ビ ∫柵}・ ・夫 〈.Gafky{1-

21、13--6)、 」7-8'1乏 ピ(9--1(D'〉_9,3當 ス。

即 チ 第16表 一 見 ・レガ如b其 内 陰 性 者67・39/・ 、

第16表 結核菌登現 トノ開係

結嫡 磁暫1叫4・ 鉤 }160
1 ;鋤 陣 脚 二1

陰 性(一67515 1、8,P9111
4

疑離(±): 1011 6}31一
陽 性(+)! 4

186;6311

1
28

陽 齢)137

27

2 1・ ・181・23・1

5陽 性(柵)!3
16

ト573⊥1計116911441, 43471.81421

陽性 者102(61%)ニ シテ、 且 ツ 後 者 二 於 テノ、

(升)陽 性 者 最 モ多数 ナ リ.凝 集 反 鷹 ハ 陽 性、 陰

性雨者 テ通 ジテ160倍 ノモ ノ最 モ多 ケ、80倍 、

40倍 ノ順 ニ シテ、其 状態 ハ開放 性拉 二閉鎖 性 共

二大差 無 キ ガ如 シ。

第 四 節 諸 種 結 核 性 疾 患 ヲ合 併 セ ル

肺 結 核 患 者 ノ結 核 凝 集 反 癒

凡 テ合併 症 テ有 スル肺 結 核 患 者 ハ、 臨 躰 的 拉 二

各種 ノ検 査 上 二於 テ、 順 調 二経 過 セ ・レ者 ノ夫 二

比 シ異 ナル所 アル テ示 スハ既 二 自明 ノ理 トセ ラ

ル ・所 ナル ガ、 凝 集 反 鷹 二於 テ モ亦 如 何 ナ ル關

係 ニアル ヤテ知 ラ ン トシ テ第17表 ラ作 製 セ リ。

此 庭 二合 併 症 トシテ基 ゲ タル へ 結 核 性 漿 液膜

炎 、 咽 頭 、喉 頭 、 腸 、 骨結 核 、 痔餐 及 ピ其 他 ノ

詰 核 性疾 患 一 シ テ 肺結 核 患 者 様 敷2(14例 中48

例 即 ヂ23・59∫ 二當 レ リ。内漿 汽 膜 美最1多 敷 ニ

シテ其 牛 子占 ご、喉 頭 咽 頭 結 核 等 ハこ 二次 グ,

是 等 合 舛症 ノ漿現 ト凝 集 反『甥 呈度 トノ聞 係 一一'ソ

キ テ ハ表 二見 ル ガ如 ク、40倍#示 ス者 最 モ 多 ク

129%、 次 デ160倍27・.、21`[倍 ・12%!、32〔}

倍(109∫ ・等 ノ順+リn『1亮 其 結 果 ハ 亡來 三病 ノ

輕 重 如 何 二關 係 ス ・レガ故 二、 是 等 ニ …括7・-・ハ

正 鵠4得 タTLモ ・ トハ云 ヒ難 キモ、 ひ ク トモ合

併 症 手有 ス ル者 ニ ア リ テハ凝 集 贋'動 揺 ハ鋭 敏
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第17畏 合併症 トノ關係

20 l
I

40 80 160 320 640 640以 上

一

2
馬贈 肩一}-

1

一 一

3
-一　 一 一

6

"

6
一

　

一 蔵幣『

3

2

,一

一

可

8

1.

1
曹

13

2
欄

_1
一}ρ

　

一

一

一一

一

一

一}

一}一

一 一

}一

4

}}

}

2

1
5

　

}
2 了

2

8

o一

一

2
-　 -

14

一

1

一

1
-}一 一

1
山

ニ ジ 、 寧 ・ 健 常 値r.ptセ ザ ル ・1移 へ2Pチ ・ ・ド同 ・}伏態 一ア リ ト云 ヒ得 くごシ
。

般 肺 結 核 患 者1tli1症 者 ∴於 テ 見 ラル ・tノ ト略

し蝉1

第七章 結核凝集反慮 卜他ノ血液反慮 トノ關係

最 近 結 核 病 攣 ノ訟 断、 特 二肺 結 核 二於 ケ ル活 動

性 、 非 活 動 性 ノ判 別 一=le,t・jシ、 從 來 ノ臨 躰 的診 断

法 ノ ミテ以 テ シテ ハ往 々誤 謬 二陥 ル事 多 キ ガ故

二、 此訣 陥 ラ補 ハ ン トスル幾 多 ノ生物 學 的 或 ハ

物 理 化學 的診 断 補助 法緬 々 トシテ輩 出 シ、 更 二

進}デ ハ豫後 ノ 測 定 ニ モ 磨 用 セ ラル ・二至 レ

リ。 是等 諸 反 慮 中 ニ ハ或 ハ特 異 性 ナ ル ア リ、或

ハ非 特 異 性 ナル ア リテ
、 幾 多 ノ方 法 考 究 登 表 セ

ラ レタ リ ト難iモ畢 寛 皆 補 助 法 ノ範 閑 ラ脱 セ ズ シ

テ、 軍 二唯 一 ノ反 癒 ノ ミテ以 テ満 足 スル事 能 ハ

ザ ル ナ リ。 先 二余 ハ結 核 凝 集 反 癒 ニ ツ キ記 述 セ

シが、 次 デ是 等 諸反 慮 中 二三 トノ相 互 關係 ニ ツ

キテ比 較 考 究 セ ンモ亦 大 二興 味 アル事 ト信 ジ、

本 章二於 テ ハ血液 像 ノ諸 憂 化、 赤 血 球 沈 降 反 慮

及 ビ同種 血球 凝集 反 慮 ト ノ關 係 二就 キ耳卯力観 察

テ試 ミタ リ。

第 一 節 血 液 像

結 核 患 者血 液 像 ノ憂 化 子攻 究 ス ル所 以 ハー ニ ハ

該 毒 素 ニ ヨル貧 血 機 轄,ニ ー ハ之 二封 スル造 血

組 織 ノ反 慮 テ検 査 シ、 以 テ人禮 ノ免 疫 歌 態 テ推

知 シ、 更 二進 ンデ ハ豫後 判 定 二資 セ ン トセル ニ

ア リ。 從 來 此 方 面 二關 スル先 進 諸 家 ノ業 績 實 二

枚 基 二逞 ア ラズ、 殊 二結 核 病 慶 二從 ヒテ赤 血 球

像 拉 二白血 球 像 ノ種 々攣 動 ラ示 ス事 アル ハ豫後

的 ニモ 關係 深 シ トハE.Romberg及 ビ其他 ノ

諸 氏 モ 既 二提 唱 セ シ所 ナ リ、 尚 ホJ.Arneth,

v・Schilling拉 二近 年 勝 沼 氏等 ニ ヨ リテ其 意 義

一・…ツ キ詳 細 テ極 ノ ラ レタ リ トi碓モ、 其 蹄 スル所

ハ 本症=一於 テ ノE特 異 ノ6.;iF化テ示 スー 非 ズ シ

テ、 畢 尭 二次 的現 象 二外 ナ ラズ。 故 二軍 二是等

血 液 像 ノ ミチ以 テ結 核 ノ有 無 、 豫 後 ノ吉 凶 テ ト

ス ル事 能 ハ ザ レ ドモ、 是 等 ノ鑑 別 ニ ヨ リテ或 程

度 迄 ハ其 病 的 状 態 テ洞 察 シ得 ル モ ノナ リ。 依 テ

余'・是 等 血 液 像 ト凝 集 反 磨 トハ 如 何 ナル 關係 ニ

ア リヤ 子知 ラ ン ト欲 セ リ。

〔1〕赤 血球 像拉 二血 色 素 量

男 女 二分 チ観 察 スル ノ要 アル ハ勿 論 ニ シテ、余

ハ赤 血球 激 男 子451-550萬 、 女 子401-500高

テ正 常 トシ各 々此 値 以 下及 ピ以 上 ラ減 少及 ビ壇

加 ト見倣 セ リ。 今 之 ト凝 集 反 慮 トノ關 係 ニ ツキ

観 ル ニ次 表 ノ如 シ。(第18表 ♪

即 チ総 数206例 ノ結 核 疾 患 者 二於 ケル赤 血 球 撒

二就 テ ハ.男女 共 二正 常 ノ者 多 ク(53%)、 減 少及

ビ曾 加 ハ夫 々27%、20%テ 占 ム。 之 ト凝 集 反

癒 ト ノ關 係 ニ ツ キ テハ 糖 盟 的 二80倍 ノ者 最 モ

多 ク・160倍 、40倍 及 ビ20倍 ノ順 位 ニ ア リ、赤

血 球 正 常 ナ ル者 二於 テ ハ全 ク之 ト同 一一ノ獣 態 テ

示 セ ドモ、 減 少 或 ハ壇 加 セル者 二於 テ ハ梢 丸動

揺 ア リ、 即 チ前 者 ハ凝 集 贋低 下 二、後 者 ハ 上昇

ノ傾 向 テ示 ス。

次 二血 色 素 量 トノ關係 二就 テハ 、 ザ ー リー氏 債

男 子75-85、 女 子65-75テ 正 常 値 トシテ観 ル

時 ハ 正 常及 ピ壇 加 セ シ者 略1同 歎 ニ シテ夫 々37

%・38%テ 示 シ、減 少 者25%ナ リ.凝 集 反 慮
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第18表 赤血球像 蚊 二血 色素1赴 ノ關係
一

凝 反

10
一

20
一

40

80

160
一

320

640

640以 上

計
1

例 数

2

14

48

61

50

21

7

3

206

赤 血 球 数

正 常

2

一
10

一21

一32

一
27

一
12

一
4

一
2

減 少

」L

.1旦

17

.一⊥-
4

1

1

1153つo)!56(2796)

培 加

9

12

12

5

2

40(2096)

血 色 素r、1

正 常1減 少 陣 加

22

19

一19

1

仁」_
114

一 ト

16

14

10

2

77(3㍗6、

¶
⊥

一
ー
ユ

1

51(2500)

-

一
6

12

26

17

10

6

78ぐ38ク っ)

血 色 素 僚 数

_3

.β一

聖.

29

正 常1減 少障 加

1

13

叉40乃 至160倍 ニ アル モ ノ大 部 分 ニ シ テ、減 少

或 ハ増 加 ニ ヨ リテ 特 二 著 シキ 關 係 ア ・レ子 認 メ

ズ。

尚血色 素 係数 正 常 範 園 ラ0.9-一 一1.1ト 爲 セ シ者

二於 ケル凝 集 反 磨 トノ關 係 一 ツ キ テ モ亦 之 ト同

檬 ニ シテ、 其 成 績 ハ前 表 二掲 ゲ タ ・レガ如 シ。

〔2〕白血球 像

白血球 反 庶 現 象 ハ血球 反 慮 ノ主 タ ・レ者 ニ シテ、

Ω
U

「FO

3

105(5196)

一
-

一

り
ご

9

一
6

,
8

一
4

6

10

一
26

一
19

9

…

29t'1;ク ガー72r35g七6)

殊 二結 核 二於 テ 白 血球 増 加 、 淋 巴球 、 「エ オ ジ

ン」嗜 好 細胞 ノ減 少 又 ハ 消失 子 來 ス ハ縄 過 ノ悪

化 テ示 スモ、 反 之 中 性 多 核 白血球 減 少、「エ オ ジ

ン」嗜 好 細胞 殊 二淋 巴球 ノ檜 加 ハ 豫 後 良 好 テ示

ス事 ハROmberg派 テ 始 メ 各學 者 異 口同音 ニ

ー 致 ス ル所 ナ リ
、 今 此塵 二之 ガ凝 集 反 慮 トノ關

係 ニ ッキ テ観 察 セ ノ トス。 其 大 要 テ表示 ス レバ

次 ノ如 シ。(第19表)

第19表 白血球像 ト ノ關係

}凝集反磨例籔 白 血 球 倣
1エ オ ジ ン」嗜

好 白血 球%

桿型中性
白血球%

分葉型中性白
血球% 淋 巴 球% 輩核細胞

ク
0

一

騨 翻1器♂腱 堺i・-5趾 謝 最i爵俘8「融 蒔 倦9一倦i汁随 蒔腱
10 121 21_

812
21

-

1119

1 LLLLと_
5i9}4i8

一
5

}

14

1]1凶1
20i1411-一 3

-

8

2 2 4 411

了計万
了r巨

141
44440 48

-

61
-

50

1

一 一
2712 11 30 7

-

8

一
24

-

34

24
-

26
-

21

一 『-
20

-

20
-

20一

21

一
7

一
19

80 1 33 15 11 15 37 28}
一一

・2127 15

一
5614

160 1一 29 11 9 13 35 2
-

3

29

}

26

7

一τ匝
13

-

9
-

2

1514 5

320 21 8 6 7 9 9

一
12

一
9 7[

_1_

21

_-

710
-

4
-

1
-

79

2
-

1

一1一 一 一

一 』一=一

一 一一

:

11912
640 7 3 4 1 5 一 5 2 3

3

一
2一

一
451

1

`

-

4
-

1

190

640以 上 3 3 一
49

1 1 3 3 一
92.75

1-1
一

1

一
2

計(實鍛) 206 4 110 43 53 132 21 114 97 34 64 51 12
}

1

16
_」_

計(%) 100 2 53 24 21 26 64 10 55 45}36 47 17 38 31 25 6,937
一 一_一 【 ■■■■■■9

観之二先 ヅ白血球数正常範園内二在ル者最 モ多

歎ニシテ53%テ 占メ湧難余ノ大部分ハ多少 ノ白

血球壇多症 テ示 ス。凝集反庶 二依 リテハ特 二著

シキ影響無 キ者 ノ如 ク、全部 テ通 ジテ80倍 前

後 ノ凝集債 テ示 スモ ノ多 シ。次 二「エオジン」嗜

好白血球 二關 シテハ正常値 ニアル者最モ多 クシ

テ64%、 減少セル者モ亦比較的多 ク26%、 尚

檜 加 ハ紗 ク シテ10%二 過 ギズ。 凝 集 反 慮 モ亦

80、160倍 ノ順 ナ レ ドモ、 唯 「エ」細 胞 増 加 子來

セ ル者 ニ ア リテ ハ却 テ40倍 二位 セ'・者 頗,し多

キ テ見 ル。 中性 白血球 二於 テ ハ桿 型 白血球 撒/

正 常 ナ ル者55%、 増 加45%ニ シテ、 即 チ約 牛

数 二於 テ ハ多 少 二 關 ラズ 核 左 方移 動 ラ 認 メ ラ

ル。分 葉 型 白 血球 撒 モ亦 之 二慮 ジテ檜 減 ラ示 シ、.
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正常47%肇}ジ 減 少36%・=蓮 セ リ。 以 」=ラ

凝 集 反慮 二就i一兄 ・レニ ・般 ・一ハ80倍 最 モ 多 ク、

160、40倍 之 二次 グ ドモ、 核 ノ1:7.1'移動 二從 ヒテ

寧 ロ凝 集 慣低 下 ノ傾 向 二 γル ガ如 シ、 更 ・=林巴

球 二於 テt正 常 数 ・・ア ル者 最 高 一 シ テ、即 チ20

--35%= 一フル者 合 計56%ラ 示 ヒ ドt 、減 少 セル

者e亦 著 シ クシi'38%二 達 ス。凝 集 慣 トノ關係

ハIE常 ニ アル 者 山iハ40イ 音乃 至160倍 略 く 同

数 ラ示 セ ドモ、 淋 巴球 ノ増 加 二從 ヒ テ凝 集 償 モ

亦80倍 、160倍 ノ順 ニ テ高 値 二傾 ケ リ.術 ホ躍

核 細胞 ニ テハ大 多数 ハ正 常 ニ シテ、 其 凝 集 反 慮

トノ關係 二於 テモ唯 一 般 卜同様 ノ關 係 テ示 スニ

過 ギズ。

小 括

以 上 ハ結 核 疾 患 者206例 二於 ケル血 液 諸 像 ト凝

集 」反癒 トノ關 係 テ述 ベ タル モ ノニ シテ、 其 中二

三 二於 テ ノ 更僅 二 因果 關 係 テ有 ス ル者 ノ如 ク認

メ ラ レ シ外 、 一一般 ニ ハ是 等 雨 者 間 二特 二著 シキ

關 係 テ認 ム ル事 能 ハ ズ。 即 チ血 液 諸 像 ノ態 度 消

長 ハ結 核 豫 後 判 定 ニ ハ何 レモ最 モ重 要 ナ ルー 指

針 タル事 ハ萬 人 等 シ ク認 ム ル所 ナ ル モ、 其 判 定

二大 ナ ル關 係 ア リ ト見倣 サ ル ・凝 集 反 癒 トノ間

二於 テ、 余 ガ何 等 緊 密 ナ ル關 係 テ認 メ得 ザ リ シ

事 ハ甚 グ遺 憾 ナ ル モ、 畢寛 前 者 ハ非特 異 性 ナ ル

ガ故 二特 異 性1血清反 磨 トハ異 ナ ル状 態 ニ アル者

ナルベ ク、 今後 伺 ホ汎 ク諸 方 面 ヨ リノ研 究 観察

ニイ莫 タザ ルハごカ ラズ。

第 二 節 赤 血 球 沈 降 反 座

赤1(ll球沈 降反 慮 島 關 シテ ハR。Fahraeus以 來

多 数 ノ學 者 ニ ヨ リテ研 究 セ ラ レ、 殊 二肺結 核 ト

ノ關係 ∴就 ノハ 殆 ド委 曲 ラ 盤 セ ラ レタ リ ト難

[:、其 本態 二關 シテハ未 グ不 明 ナル貼 多 ク尚 論

識 ノ存 スル所 タ リ。唯 諸 家 ノ意 見一 致 セ ル鮎 ハ、

該 反 慮 ハ肺 結 核 ノ臨 躰 上特 異 的 ノモ ノニ非 ザル

モ本 症 ノ経 過 卜略 ㌃蚊 行 スル事 多 久 一 般 二赤

沈 連 度 ノ」曾加 ハ病 勢 ノ悪 化 テ示 シ、 反 之 シ其 減

少 ハ軽 快 ラ意 味 スル モ ノナ リ ト。 伺 ホ最 近特 二

注 目 セ ラル ・ハ、 重 症 進 行 性 肺 結 核 二於 ケ ル赤

沈 反 態 ノ経 過 ニハニ 型 存 スル事 ニ シテ、 一 ハ疾

病 末期 二至 ル迄 持 績 的 二高 度 ノ促 進 テ示 シ(F.

Spies)、 ニ ハ其 終 末期 二於 テ却 テ 急 激 ノ遅延 ラ

招 來 シ殆 ド正 常 値 二 達 ス(松 浦、A.Sylla,熊

谷)。 而 シ テ後 者 ハTuberkulin皮 内反 磨i或ハ

補 膿 結 合 反 慮 ノ消極 「ア ネル ギー 」ニ モ 比 スベ

ク、 生膿 機能 極 度 二衰 悠 シ タル結 果 嚢 現 セ シモ

ノナ リ。 余 ハ此 虎 二於 テ、結 核 凝 集反 慮検 査 ト

同 時 二赤 血球 沈 降速 度 テ モ測 定 シ(Westergren

u.Katz法)雨 者 ノ關 係 テ比 較 セ リ。(第20表)

第20表 赤血球沈降 反磨 トノ關係
1

＼ 赤沈1正 常凝

反 ＼1(7mm以 下)一 一 一_

10

弱度促進
(8-15㎜) 懲 鰭(弧 度促進36--80mm)

最強度促進
(81皿n以上) 計

1 1 1 2

20

一『 一 一

3 1
一 皿

・1・ ・ 1 17

40 2 3 7 34

一盟一

2 48

80 4 12 12 30 7 63

160 6 8 18 23 7 57

320 1 4 4[3 22

640 1 1 4 1 7

640以 上 1 2 1 4

計 16(7%) 24(11%) 46(21%) 115(52%) 19(9%) 220

一
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筒 ホ沈 降 慣 ハKatzu.Rabinowitzノ 中等 償

テ算 出 セ ル モ ノー シテ、 大 膿 吾 教 室 ノ規 定 テ標

準 トシテ正 常 及 ビ弱 度 、 中等 度 、 張度 、 最 弧度

促進 等 二1涯分 セ リ。

即 チ結核 患 者220例 二於 テ、 赤 沈 速 度 弱 度 促 進

セル者24例 中 凝集 債80倍 二相 當 スル者12例 、

160倍 及 ピ40倍 ハ共 二3例 、320倍 ハ4例_シ

テ、80倍 テ示 ス者大 多 数 ナ リ.中 等 度 促 進46例

ニ ア リテハ160倍(18例)最 モ多 ク、 次 デ80倍

(12例)、40倍(7例)、320倍(4例)ノ 順 位 ニ ア

リ。 強 度促 進 二 於 テハ却 テ40倍 テ示 ス 者 多 ク

115例 中34例 二上 リ、 次 デ160倍(23例)、80

倍(30例)等 ノ如 シ。以 上 ノ關 係 ハ肺結 核 各病 期

及 ビ種 々 ノ漿液 膜 炎 等 二就 テ見 ル モ略 く同様 ナ

リキ。 弦 二凝 集 反 慮80倍 テ正 常 二 近 キ モ ノ ト

假 定 シ、 且 ツ確 實結 核疾 患 者 二於 テ ハ病 状 ノ良

否 ニ ヨ リ凝 集 償 此假 定 ヨ リ攣 動 ス ル 子考 フ レバ

赤 沈反 慮 二於 テ弱 度反 癒 部 ハ凝 集 債80倍 テ示

シ沈 降速 度 促進 ス ル ニ從 ヒテ凝 集 反 慮 ノ動 揺 増

大 スル ノ事實 モ亦 頗 ル興 味 アル事 ト信 ズ。 依 テ

赤 沈反 癒 二於 テ モ其 清長 状 態 略 ≧凝 集 反 慮 ト相

類 似 シ、結 核 ノ病 状 、 豫 後 ノ吉 凶 二随 從 シテ其

攣動 ト共 二爲 ス ガ如 シ。

第 三 節 同 種 血 球 凝 集 反 慮

人血 二於 ケル 同種 血球 凝 集 反 鷹 二就 テ ハ、 夙 二

S.Schartock及 ピK.Landsteiner等 ニ ヨ リ

研究 セ ラ レテ以 來 法 醤 、 遺 傳 、 人 類 學 等 ノ領域

ノ ミー止 ラズ臨 躰 的 ニ モ亦重 要 ナ ル研 究 題 目 ノ

ー トナル ニ至 レ リ。 殊 二之 ガー 定 ノ遺 傳 的 關係

アル テ謹 セ ラ レ タル今 日二於 テ ハ、 當然 遺 傳 的

關係 ア リ ト思 惟 サ ル ・疾 患乃 至其 素質 間 二何 等

カ ノ關係 ラ考 フベ キ ナ リ。 近 時結 核 症 二於 テモ

膿 質拉 二素 因 的 關 係 二就 キ血 清學 的 二多数 ノ研

究 業績 登 表 セ ラ レタ リ ト錐 モ、 其 結 果 塵 々 ト シ

テー定 セザ ル事 多 ク、 且 ツ同種 血球 凝 集 反 慮 拉

二結 核 凝集 反 磨 間 トノ關係 ニ ツ キ テハ未 グ観 察

セ シ者 アル テ聞 カ ズ。 依 テ今此 庭 二其 二三 二就

キ テ論 ゼ ン トス。

血液 材料 ハ 前 述 各 種 ノ結 核 疾 患 者172例 ニ シ

テ、 凡t凝 集 反 慮1伽1扮 離 後 ノ残 除 血液 テ以 ア

ナ シ、標 準111LIIIIハイ躍 法 幣學 教 室 ノ保 存=.係 ル

モ ノ ー:一一シテ、1齪 雫載 物 硝 子 ヒニ爾 者 テ滴 下、 肉

眼 的 二検 セ シ事紬 テ法 ノ如 シ。

(1)罹 患 卒 ト血 液 型 トノ關係

先 ヅ前 述 ノ結 核疾 患 者172名 キ ニ ツ テ同種 血 球

凝 集 反 慮 テ検 シ、 併 セテ嚢 二佐 藤 氏 ガ絡 括 シテ

得 タル北 海 道 二於 ケ ル血液 型 分布 蛇 二古 畑 氏 本

邦 正 常 人 比 率 テ モ封 照 表示 ス レハ次 表 ノ如 シ。

(第21表)

第21表 血液型分布比較

訣8到 齢 到糖 例数
原38.532.520.98.1172

佐 藤33.937.522.29.9 5323
-一 一

61960古 畑30.937.622.19.4

EPチ 今%差 ニ ツ キ佐 藤 氏 成 績 ト比 較 スル ニ0型

二於 テハ(+)4.4 、A型(一)5.O、B型(一)1.3、

AB型(一)1.8、 又 之 テ古 畑 氏 卜比 較 ス ル モ夫 々

(十)7.4、(一)5.1,(一)1.2及 ビ(一)1.3一 シテ

共 二B及 ビAB雨 型 二於 テ ・・差 異 無 ク、0型 、

A型 二於 テハ 多少 ノ減 少 テ示 ス モ實 際 的 ニ ハ誤

差 範 園 テ脱 セズ、 即 チ結 核疾 患者 ノ特 別 ナル 血

液 型 分 布 状 態 一 アル ニ非 ザ ル テ知 ル。 爾 ホ 患者

総 数 ヨ リ見 レバ、0型 最 モ多 クAB型 ハ最 モ少

シ、 叉 各 血 液 型 二於 ケ ル罹 患 登病 卒 ヨ リ見 レバ

0型 最 モ高 ク シテB型 最 モ低 卒 ナ リ。

(2)凝 集反 慮 トノ關係

次 二余 ノ結 核 凝集 反 癒 ト同種 血球 凝 集 反 慮 トノ

第22表 血液型 トノ關係(括 弧内・・9の

＼血
凝＼型

反＼
0型 A型 B型lAB型

」

例藪

10 1(1.5) 1

20 6(9.9) 8(14.2) 2(5.5) 16 1

40 16(24.2) 11(19.6)15(41.6) 3(21.4) 45

80 14(21.2)14(25.0) 8(22.2) 5(35.7) 41

160 21(34.8) 15(26.7) 5(13.8) 3(21.4) 44

3こ0 7(10.6) 5(8.9) 4(11.1) 2(14.2) 18

640 3(5.3) 2(5.5) 1(7.1) 6

6釦以 上 1(1.5) 1

計 66(38.3)56(32.5) 36(20.9) 14(8.1) 172
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關係 二就 テ槻 察 ス レバ 次 表 二見 ル ガ如 シ。1第

22表)

今0型 ニ ツ キ 観 ル ニ66例 中凝 集 慣160倍 テ示

ス者ltと一t多ク34.8%∴ 及 ビ、 次 デ40倍 、80倍

一 シテ ノ〈・々 24.2%及 ピ21.2%テ,iiム 、320倍

及 ピ20倍 ハ之 ヨ リ溢 ∴紗 シ.A型 二於 パt同

ジ ク160倍 最 モ 多敷 ニ シ テ26.7%テ 示 シ、80

倍 亦25.0%∴ 逞 シ'i'略 く前 者 ∴接 近 シ、 以 下

40倍 、20倍 ノ順 序 トス、B型 二於 テ ・、結llll40

倍 最 モ 多 ク シ テ41.6%ラ 示 シ、80倍(22.2%)、

160倍(13.8%)ノ 順 ナ リ。術AB型 ハ他 力14例

ノ小 激 ナ ルガ故 二以 上 ノ關係 二就 テハ 明 言 スル

事 能 ハ ザ レ ドモ、 大 膿 一 於 テ80倍 最 高 一 シテ

35.7%テ 璽li人40倍 及 ピ160倍 ハ略 く同数21.4

%ラ 示 ヒ リ.要 之 二血液 型 ヨ リ兄 タル凝 集 反 慮

ハ0型bA型 何 レモ凝 集 慣160倍 二於 テ凝 集 ス

ル モ ノ多 ク,B型 一・・ノハ40倍 、AB型r.テ ハ80

倍 テ示 ・・tノ 最 多 ナ リ、 然 リ トi碓モ其 他 一ハ著

シキ關 係 テ認.ムル事 有巨ハ ザ リキ。 即 チ以 上172

例 ノ結 核 疾 患 者 二就 テ血液 型 拉 二其 凝 集 反 癒 二

封 入ル關 係 ラ論 ゼ シモ、 勿 論 力 ・ル 小数例 ラ以

テ シ ア如 斯 ヤ問題 二決 定 的 解 答 テ與 ヘ ン トスル

ニハ 甚 グ困 難 ナ ル テ寛 ユ。 依 テ後 日更 二多激 ノ

材 料 ニ ツ ヤ調 査研 究 シ以 テ再 度 論 述 セ ン事 テ期

スo

第八章 結核凝集反嚥 卜結核過敏現象 トノ關係

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ本 態 二關 シ テハ未 ダ不 明

ノ貼 多 久 從 來其 解 明 二向 ツ テ努 力 セル學 者 敢

テ砂 ナ カ ラズ。 最 初R.Koch其 本 態 テ結 核病

竈 ノ充 血 滲 出融 解 二基 クモ ノナ リ ト宣 シ、 次 デ

C・v・Pirquetノ ・艦 内 二 於 テ 起 レル 「ア レル ギ

ー」ナ リ ト述 くご、A.Wassermannu.C.Bruck

・・補 禮 結 合 反 磨 ニ ヨ リテ設 明 シ、M.Mattesハ

蓄 積 作 用 テ、A.Wolff-Eisner・ ・Lysin設 テ

圭張 シ、又E.Friedbergerハ 菌 蛋 白一 抗 膣 一

補 膿 ノ三 者 結 合 ニ ヨ リテ生 ズル或 物 質 ノ タ メー

起 レルー過 敏 反 慮 ナ リ ト陳 ベ タ リ.尚 ホ其 診 断

的 償値 二就 テハ必 ズ シモ病 機 ノ活動 性 二關 係 ア

ルニ非 ザ ル事 ハ 今 日周知 ノ事 ナル モ、 唯 肺 結 核

二於 テ或 程 度 迄 病 躰 及 ビ豫 後 テ推 測 シ得 シムル

事 パー般 二認 メ ラル ・所 ナ リ。著 者 ハ先 二結 核

凝 集 反磨iノ臨躰 的 意 義 殊 二其 豫後 的債 値 二就 テ

柳 力述 べ シ所 ア リタ リ。 依 テ今 本反 磨 ト結 核 凝

集 反慮 トノ間 二如 何 ナ ル關 係 ノ伏 在 セル カ以 下

興 味 ラ以 テ観 察 ラ下 サ ン トス。

第 一 節 文 獄 梗 概

「ツベ ル ク リ ン」注 射 ニ ヨ リテ凝 集 素 ガ現 出 シ、
　

且 檜 加 スル ノ事 賞 ハ古 ク ヨ リ諸 學 者 ノ認 メ ラル

ル所 ニ シ テ(M.Ficker,Iwanow,E.Rumpf

u.L.Guinard,A.E.Wright,C.Spengler,

Sabar6anuetSalomon,F.Kraus,E.L6wen-

stein,J.SchUrer)、 爾F.Thellung及 ピG.

JUrgensハ 健 康 拉 一 結核 感 染 海 猿 二於 テ、 又

J.Siegenbeckv.Heukelomハ 家 兎 二於 テ夫

々新 「ツ ベ ル ク リ ン」テ注 射 シテ凝 集 素産 生 テ謹

明 シ,0.GrUnerハ 新 「ツベ ル ク リ ン」注 射後 ハ

直 チ ニ凝 集 素 檜 加 ス ルモ、 薔 「ツベ ル ク リン」一

テハ確 定 シ得 ズ ト言 ヘ リ.其 後 結 核 凝集 反 磨 ノ

研 究 興 隆 スル ニ從 ヒテ新 業 績 ノ登 表 セ ラル ・モ

ノ績 々 多数 二及 ビ、 其 本 態 ニ ツ キ テ モ亦 漸 次 悶

明 セ ラ レ、 以 テ臨 躰 上 一 モ其 診 断 的 慣値 拉 二豫

後 的 償 値 ニ ッ キ種 々論 議 セ ラル ・二至 レ リ、 殊

二豫 後 的 ニ ハ少 ナ カ ラザ ル 關 係 ア リテ、他 ノ種

種 ノ血 清 學 的 反 慮 テモ 同時 二併 セ行 フ時 ハ其 意

義 盆 く深 シ トナ セル學 者 頗 ル 多 シ。 例 ヘ バL.

v.Muraltu.B.Papanikolau,Th.u.J.

Stephani等 ハ赤 沈 反 磨 、Arneth氏 血 液 像 テ モ

同時 二検 査 スル事 テ唱 導 シ、Katzu.Rabino-

witch・ ・赤 沈 反 慮 補 艦 結 合反 磨 、 「ッ」皮 内反

慮 テモ併 セ行 フ事 テ推 賞 セ リ。 從 テ凝 集 反磨 ト

「ツ ベ ル ク リ ン」反 癒 ト ノ相 互 關 係 二就 テ モ漸 ク

比 較 研 究 セ ラル ・二至 リ、 就 中P.Courmont



第10號 】 原 昌結核凝集反慮 二關 スル研究 991

ハ結核 豫後 判 定 上凝 集 反 慮 、 補 盟 結 合 反 慮 及 ピ

「ツ」反 慮 ノ三 反 慮 テ併 セ テ施 行 スル ハ大 イ ニ意

義 アル モ ノ トシテ、 殊 二此 三 反 慮 ニ ツ キ テ種 々

ノSchema二 言 及 シ、結 核補 盟 結 合 反 慮 ト「ツ」

反 慮 トノ間 ニハ ー 定 ノ拉 行 關 係 テ認 メザ ル モ、

凝集 反 慮 ト「ツ」反 慮 トハ略 紡 目似 タル意 義 ア リ

ト設 ケ リ。 近 時Allardu.Wutzkaモ 亦Spr-

oncku.且amburger/Transmutanテ 以 テ

セル凝集 反 慮 一 ツキ テ 述 べ テ日 ク、 之 ハ 常 二

Pirquet氏 反 慮 ト拉 行 スル モ凝 集{買上 昇 ハ病 壁

ノ進展 ニハ關 係 無 シ ト醇 ス。 吾 國 二於 テ モ亦 此

等 ト略 ㌃意 見 テ同 ウスル 者 多 シ ト難iモ(森 、川 村

氏)、前 田氏 ハPirquet氏 反 慮 、大 谷 氏喰 菌 反 慮

拉 二「ピス ト ン」含 有 蛋 白 質乳 剤 テ以 テ セル凝 集

反慮 テ比 較 シテ、 是 等 ハ互 ニー致 セザ ル事 多 シ

ト言 ヘ リ.尚 ホ飯 島 氏 ハ最 近Aceton,Alkohol

及 ピChloroform脱 脂 菌 テ以 テ 「ア 》チ ゲ ン」ト

ナ シ、人 及 ビ各 種 ノ動 物 二於 テ凝 集 反 慮 テ検 シ、

而 シテ凝 集 反 慮 ト「ツ」皮 内反 庶 トハ 全 ク拉 行 ナ

ラザ レ ドモ甚 ダ ヨ ク其 消 長 テー ニ シ、 且 ツ凝 集

反磨 ハ通 常 「ツ」皮 内反 慮 二先 願 シテ現 ハ ル ・モ

ノナ リ ト言 ヘ リ。

第 二 節 實 験 材 料 及 ビ方 法

實験 材 料 ハ 凡 テ前 章 二記 セル肺 結 核 患 者拉 二外

観 上健 康 ト看 倣 セ シ封 照 者 及 ピ結核 以外 疾 患 者

テ以 テ ス。 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 テ検 スル 爲 ニハ

余 ハMendel-Mantoux氏 皮 内注 入法 テ探 用 セ

リ。即 チ1000倍 稀 繹 菖 「ツベ ル ク リ ン」液 二 〇.5

%ノ 割 二 石 炭 酸 テ 加 へ 防腐 シタル液 テ 製 シ置

キ、本 液 ノ0.1耗 テ豫 メ消毒 セル患 者 上膳 外 側

皮 内 二注 射 シ、24-48時 間後 最 モ著 明 二反 慮 ノ

現 レタル時 二其 登 赤部 位 ノ最 長 径 及 ピ最 短 径 ラ

測 定 シテ粍 軍 位 ニ テ之 テ記 載 シ、 判 定 ニハ下 記

ノ符號 テ以 テ之 テ表 示 セ リ。

無反 磨(一)

嚢赤部位脛 5粍 以 下(±)

6-15粍(十)

16-25粍(十)

26-35粍(冊)

,,36粍 以1:(冊)

第 三 節 實 鹸 成 績

結 核 疾 患 者 個 々 ノ成 績 二 就 ノハ 此 拠 ニハ 省 略

シ、 午其258例 二 付 各病 期 病 型 別;Mantoux

氏反 慮 テ検 シ健 康 封 照 者 ト其鋭 敏 度 テ比 較 スル

ニ、 本反 慮腸 性 者 ハ前 者 一於 テ ハ91 .5%、 後 者

二於 テハ79 .0%ニ シテ、而 モ結 核 者 ニハ ー般 二

(十)最 し多 ク(帯)之 二師 ゲ ドモ、 封 照 者 ニ ア リ

テハ(十)最 モ 多敷 ニ シ ノ(升)ハ 之 二次 グ。 爾 ホ

雨 者 二於 ケ ル陰 性 者 ハ夫 々8.5%及 ピ21.0%テ

刀くセ リ。

又 肺 結 核 各 病期 ニ ッキ テ ハ、比 較 的早 期 型 二屈

スル者 ニ ア リテ ハ(十)及 ビ(+)陽 性 多敷 ナ レ ド

モ、 晩 期 二向 フ ニ從 ヒテ其 鋭 敏度 ラ増 シ(升)及

ピ(柵)陽 性 多 数 二及 フな 而 シテ病 機 更 二進 行 セ

バ却 テ 寧 ロ 遍 減 スル ノ 傾 向 ニ ア リ、 即 チ 肺 炎

型 、 混 合 型 等 ノ如 キ重 症 末 期 二近 キ者 二於 テハ

negativeAnergieテ 示 ス コ ト甚 ダ厘 け リ。

蓋 シ是 レ前 章 二於 テ述 ベ タル凝 集 反 慮 ガ病 機 ノ

消 長 二件 ヒテ 増減 スル ガ 如 キ 事 ト其 趣 テ 異 ニ

シ、 寧 ロLangeノ 所 読 ノ 如 クニ 「ツベ ル ク リ

ン」鋭 敏 度 ト病型 、経 過 トノ間 一ハ明 カ ナ ル拉 行

關 係 テ見 ル事 能 ハ ザ ル ナ リ。

次 二本 反 慮 ガ結 核 凝 集反 庶 ト如何 ナル 關 係 ニ ア

ル ヤ テ知 ラ ン トシ、 先 ヅ所 謂 健 康 者 、 結 核 以 外

疾 患者 及 ビ結 核 疑 問 者 ニ ツキ テ夫 々封 比 實験 テ

試 ミタ リ。(第23表)

今 暇 二凝 集 反aKSO倍 稀 稗 迄 テ陰 性 、之 ヨ リ以 上

テ陽 性 ト見 倣 ス時 ハ、所 謂 健 康 名33例 二於 ケル

凝 集 反 癒 成 績 ハ 陽 性9%、 陰 性91%ニ シテ、 此

中 ノ大 部 分 ハ多 少 トモ結 核 感 染 二遭遇 セル モ ノ

ナ ラ ンモ、Mantoux氏 反 癒 陰 性 即 チ絶 封 的 「ア

ネ ル ギ ー」ラ示 ス者亦6例 ラ数 フ。該 者 二於 ケ ル

凝 集 反 慮 陽性 卒 ハ17%ニ シテMantoux陽 性

者 二於 ケ ル凝 集 反癒 陽 性率7%二 比 ス レバ却 テ

強 度 ナ ル テ示 セ リ。 之 バー一見 矛盾 セル ガ如 シ ト

錐 モ、 「ツ」反 磨 陽 性 轄 化 前 二在 リタル者 ナル ヤ

モ知 レズ。 結 核 以 外 ノ疾 患者 ニ ア リテハMan。

toUX陰 性 ナル モ ノニ於 テ凝 集 反 慮 亦 悉 ク陰 性 、
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第23表 結核凝集反慮 トマ ンソ ウ氏反慮(共 ノー)

實験
材料

「ツ ペ,レ 〃 リ ン」反 慮 例倣
紹 核 凝 集 反 慮

10204080160320640

所

覗

健

塵

者

マ ンツウ氏反慮陰性 6
23
㌔■■亀!■ 嘲一 プ

(83%)

1
(17%)}

マ■ ツウ氏反庶陽性 27
15415
-〆 一■一一一蘭■一圏プ

(93%)

2
(7%)一 一

一 一一一 一 一__一 ヤ_

計 33
15618
-,

(91%)

3
(9%)

結

核

外

疾

患

者

マ ンッ ウ氏反慮陰性 6
2121
--

1100%)

マ ンツウ氏反慮 陽性 41
4724

,㌔ ■■一 一 ■》 一 ■■■一 ■ノ

(85%)

一一 一

51
}

(15%)
」

計 47
25925-一

(87%)

51
-.一 ■■プ

(13%)

結

核

疑

問

者

,ー

マ ンツウ氏 反慮陰性
,}● 一 5

1
(20%)

211
-

(80%)

マンソウ氏反慮陽性 17
116
-

(47%)

801
-

(53%)

計 22
117
-

(41%)

一一
1012

-

1(59%)

Mantoux陰 性 ナ ル モ ノ ニ 於 テハ陰 性 李 及 ピ陽

性 卒 夫 々85%及 ピ15%ニ シテ、尚 是 等 合 計47

例 二於 ケル陰 性 拉 二 陽1生傘 ハ夫 々87%及 ビ13

%テ 示 ス。 結 核 疑 問 者22例 二 於 ケル 陰 性 拉 二

陽 性卒 ハ各 々41%及 ビ59%ニ シテ、此 中Man-

toux陰 性 テ示 セル者 二 於 テハ 然 ラザ ル者 二比

シテ其 凝 集 反 慮 陽 性卒 高 度 ナ リ(夫々80%及 ピ53

%)。 恐 ラ ク 是 等 ハ 「ツベ ル ク リ ン」反 癒Nor-

moanergie陽 性 二際 シテ、凝 集 反 慮 ノ方 ガ 「ツ」

反 慮 二先 立 チテ陽 性 二轄 化 スル ニ 由 ル ナ ル ベ シ

ト考 ヘ ラル ・モ、 是 等 ノ貼 ニ ツ キテ ハ尚 多撒 ノ

實 験 例 テ得 テ後 日 ノ登 表 二侯 タ ン トス。 以 上_

依 リ見 ラル ・ガ如 ク健 康 者、 結 核 以 外疾 患 者拉

二結 核 疑 問 者 二於 テハ凝 集 反 慮 トMantoux氏

fッA""ル ク リ ン」反慮 トノ間 二特 二顯著 ナ ル拉 行

關 係 テ認 メ得 ザ ル モ、 或 特 殊 例 テ除 キ テ ハ大 禮

二於 テ 共 通 セ ル ガ 如 キ 關 係 存在 スル モ ノ・如

シorl∴

次 二結核性疾患者二於ケルMantoux氏 反磨及

ピ凝 集 反慮 ノ關 係 』 ツキ テ 知 ラ ン トス。 先 ヅ

「ツ」反慮 陰 性 者 ノ ミニ就 テ 観 レパ第24表 二示

セル ガ如 シ。 又 「ツ」反 慮 陽 性 者 二於 テハ、今 暇

第24表 結核凝集反磨 トマ ンツ ウ氏反磨(其 ノニ)

マ
ン
ツ
ウ
氏
反
慮
陰
性

例

症 例

結 核 性漿
液膜炎

1結 核 凝 集 反 磨
例 鍛i

jiO20CO80160320640

0

早 期3

肺 結 核'

晩 期
肺 結 核

計

14

17

1
(33%)

224
　

(57%)

324
　

t53%

2
(67%)

51
レ

(43%)

7
り
47%)

二其陽性度テ弱(+及 ピ十)及 ピ強(柵及 ピ冊1ノ

ニ様 二分 チテ凝集反慮 トノ關係テ夫々見 レバ第

25表 二於 ケルガ如 シ。

是等 テ観ルーMantoux氏 反鷹陰性者拉 二強陽

性者 二於 ケル凝集反慮 ノ陽性卒 ハ夫々47%及
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第25表 結核凝集反慮 トマ ンツウ氏反慮(其 ノ三)

ど

y

卜

㌧

ノ

,

3

-

ト

ー

∵

、

も

」

一

、

・

.

、
」

.

・

、

r

.
・
、

-

虞
-

ひ

・ 刷

症 例.

倣

結 咳 凝 集 反 慮

64010204080160320640

以 上

}
結核性漿液膜

炎
32

3615

(75%)

5102
-

(25%)

早 期
肺結核 ・

75
61824

・与Y-

(64%)

161001
-

(36%)

晩 期
肺結核

65

-

172

82516
r■■一馳し_ノ

(75%)

1213
一 戸■一■一プ

(25%)

計
174955

-

(70'6)

331233
-

(30%)

結核性漿
液膜

炎
5

1
(20%)

31
}

(8096)

早 期
肺結核

34

、や

1039
-

(38%)

13521
-

(62%)
、

晩.期
肺 結核

30
ノ1310-

(47%)

6631
㌔一4 　

(53%)

計 69
11620
-

(41%)

221252
-

(59%) r
・レ 急へ

ピ59%、 同陰 性卒 ハ53%及 ピ41%ニ シテ、即

チ前 者 二於 テハ凝集 η梢 ζ劣弱 ナ ル モ、後 者 二

於 テ ハ租 く優 勢 ラ示 刈 二「ツ」反 慮 二比 例 ス ト錐

モ、 著 シキ差 異 ラ 其 間 二 認 ムル能 ハ ズ、 尚 ホ

Mantoux氏 反 慮 弱 陽 性者 二於 テ ハ 凝集 反 慮 陽

性率 却 テ甚 グ小 一 シテ30%テ 示 スニ過 ギ ズ、即

チ雨 反 慮 互 二相 隔 タル事 遠 ク、 全 ク無 關 係 二経

過 ス ル テ兄 ル。 是 レ ・ニ ハ雨反 慮 二於 ケ ル各 々

抗 膿 ノ性 状 テ異 ニ シテ同 一状 態 ニ テ ハ拉 行 経過

セザ ル事 多 キ漏 ト、 ニ ー ハ凝 集 反 慮 ハ病 勢 二慮

ジテ陽性 度 ノ動 揺 テ示 ス事 著 シキガ故 二陰 性 、

陽性 ノ或 一 定 標 準 貼 テ定 ムル事 ノ不 自然 ナ ル ガ

爲 ナ ラズ ヤ ト信 ズ。

依 テ今以 上 ノ結 核 性疾 患 者 ニ ツ キ是 等 雨反 慮 ノ

關 係 テ総 括 的 二表 示 ス レバ、 次 表 ノ如 ク全 ク異

ナ ル趣 テ呈 スル テ見 ル。(第26表)

即 チ被検 者線 数258例 中 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ハ

中等 度 陽性 最 モ多 ク123例(47.7%)テ 占 メ、 張

度 及 ビ弱 度 陽性 ハ夫 々53例(20.5%)、44例(1

7.1%)ニ シテ殆 ド伯 仲 セ リ、 而 シテ陰 性 及 ピ最

第26表 凝集反庶 並 二「ソベJVク リソ」反 鷹比較綜括表(括 弧内ノ・%)

マ ン、ツ ウ氏 反雁i

＼凝
例＼反
倣＼

10 2・ 帥 80 160 320 640 640以 上

陰 性(一) 17 3(17.6) 2(11.7) 4(23.5) 7(41.1) 1(5.8)

疑 陽 性(±) 5 2(40.0) 2(40.0) 1(20.0)

弱 陽 性(+) 44
Ig(2・ ・4)

21(47.7) 7(15.9) 4(9,0) 2(4。5) 1(2.2)

中等陽性(什) 123 8 (6・5)卜8(22・7)
146(37・3)

27(21.1) 9(7.3) 2(1.6) 3(2.4)

強 陽 性(柵) 53 1(1.8) 5(9・4)1・5(28・3) 19(35.8)10(18.8) 2(3.7) 1(1.8)

最強 陽性(冊) 16 1(6.2) 1(6.2) 5(31.2) 3(18.7) 2(12.4) 3(18.7) 1(6.2)

計 258 1(0.4)・ 21(8.1) 57(22.0)79(30.6) 62(24,0)25(9.6) 8(3.1) 5(1.9)

;張度 陽性 ハ共 二遙 下 位 ニ ア リ
。蘇 ツ テ凝 集 反 慮

成績 テ閲3ル ニ、 此 庭 ニ モ80倍 稀 繹 度 一 アル

者最 多激(30.6%)一 シテ160倍(24.0%)及 ピ

40倍(22.0%)之 二次 ギ、20倍(8.1%)、640倍

(3.1%)亦 之 二次 ゲ リ。今 凝 集 贋 ト「ツベ ル ク リ

ン」反磨 陽 性 度 トラ比較 スル ニ、Mantoux氏 反

臆(十)拉 二(帯)、(十)ノ 部 二於 テ凝集 反 慮 血 清

稀 葎 度40乃 至160倍 テ 示 ス者 最 モ多 ク、 殊 二

「ツ」反 磨 中等 度 陽 性 ニ シテ、而 モ凝 集 贋80倍 テ

示 ス者46例 テ以 テ断 然 首位 テ 占 へ 其 他 ノ者

二於 テ モ何 レモ 之 テ中 心 トシテ略 ≧其 高低 互 二

相 一 致 セル 關係 ニ アル テ見 ル。 即 チ凝集 債 拉 二

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ濃 度 ハ各 々其 頂貼 二於 テ

相 一致 セ リ ト云 フベ シ。
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第 四 節 小 括

(1)人 禮 ニ ツ キ テ活 動 性 過 敏 現 象 ラ検 セ シ貞、

結 核 性 疾 患 κ258例 立立二健 康 ト兄倣 ヒル封 照 者

33例 二於 ケ1レMantoux氏 反 慮 陰IIYIiX一ハk々

8.5%及 ピ21%、ilil陽 性 者 ハ 夫々91.5%及 ピ』

79鈷∫甑シi、H.ツ 」婁1傷'1ゾ1三不ie.J!芝ハ ・朔貨∴111等度1丈

慮(升)ラ 示 人者11とモ 多 カ リt-。

(2)「 ツハごアレク リ'」,〉こ坦忽 ト赤昌㌃丞亥各ヲ込ji型誕トノIG湖M系

二就 テハ、 凝 集 反 癒 ガ病 機 ノ清 長 二ぞ1辻 ア壁 動

スル ガ如 キ相 ・致 セ ル増 減 ハ示 サザ リ ト。 然 リ

ト難 モ、 大 禮 結核 早期 型 二於 テハ 中等 度 陽 性 二

次 デハ弱 陽 性 ニ シテ、 病 機 ノ進 展 二從 ヒ弓星陽 性

二傾 クモ、 更 二晩 期 肺 結 核 二及 ベ バ再 ビ遽 減 テ

示 シ、 重 症 未期 ニ ハ却 テ陰 性 テ示 スニ至 ル者 多

シ 。

(3)所 謂 健 康 者拉 二 結 核 以 外疾 患 者 二於 テ 「ツ

ベ ル ク リ ン」反 慮 及 ビ結 核 凝 集反 慮 ノ 關 係 テ窺

フー、Mantoux氏 反 慮 陰 性 者 二於 ケル 凝 集 反

癒 陰 性 卒 ハ夫 々83%及 ビ100%、1叉 同反 慮 陽 性

者 二於 ケ ル凝 集反 磨 陽性 率 ハ夫 々7%及 ピ15%

テ示 セ リ。 是 二由 リ観 ル ニ非 結 核 者 二於 テ ハ雨

反 磨 各 々相 致 セザ ル事 多 ク、 其 陽 性率 間 二於

テ ハ殊 二甚 ダ シ。 是 レー ツハ 各反 慮 ノ意義 テ異

ニ ノ・ル事 二窟帝ス〈ごキ カ。

(4)結 核 疑 問 者22例 一 ツ キ、Mantoux氏 反庶

陰 ・14三者 ・一於 ケル凝 集 反 慮 ・・陽 性80%、 陰 個三20・

%一 シテ、 叉 同 ジ ク同反 癒 陽性 者 二於 テハ夫 々

53%及 ピ47%テ 示 セ リ。

(5)結 核 疾 患 者 個 々 二於 ケル 「ツベ ル ク リ、ン」反

慮 及 ピ凝 集 反 慮 ノ相 互 關 係 二就 テ・・sMantoux

氏 反 癒 全 ク陰 性 ナ ル カ或 ハ弧 陽 性 テ示 セル ニ者

間 二於 テ ノ ミ多少 ノ蛇 行 關 係 テ認 ノ シ外 何 等著

シ ヤ關 係 テ見 ル能 ハ ズ。

(6)然 ル ニ雨 反 慮 テ総括 的 二表 示 ス レバ全 ク異

ナ ル趣 テ呈 ス。即 チ結 核 疾 患 者 二於 ケル 「ツ'ごル

ク リン」反 慮 陽 性 者 ハ 被 検 者 纏 嶽258例 中91.5

%ニ シテb其 内i澤ハ弱 度 陽 性 者17.1%、 中等度

陽 性 者47.7%、 強 度 陽 性 者20.5%及 ピ最 強度

陽 性 者6.2%ナ リ。 而 シテ凝 集 反 慮 陽性 百 分李

モ亦 「ツベ ル クリ ン」反 慮 陽姓 度 強 弱 ト各 々其 頂'

貼 二於 テ相 一致 スル テ見 ル 、例 ヘ バ凝 集 反磨%

藪 最 大 ナル80倍 血 清 稀 繹 度 ト「ツ」反 磨 く数 最

大 ナル 中等 度 陽性 鮎 ト相 一致 スル ガ如 シ。

(7)以 上 一 ヨ リテ観 ル ニ、 「ツベ ル ク リ ン」反 慮

物 質 拉 二凝 集 素 ハ共 二結 核 免 疫 性 抗 禮 全部 テ代

表 シ得 ザ ル事 勿論 ナ レ ドモ、 是 等 ガ或 程 度迄 柑

比 例 シテ結 核病 経 過 中 二清 長 スル事 ハ確 二認 メ

ラル ・事 實 ナ リ トス。

第九章 結核疾患二於ケル凝集反慮ノ動的観察

凝 集 反 癒 ノ臨 躰 的 意義 二就 テ ハ既 二其 大 要 テ前

章 二於 テ述 ベ タ リ。 即 チ結 核 凝 集 素 ハ結 核 罹 患

卜共 二速 カ ニ登 現 シ、 比 較 的 進 行 ノ初 期 ニ アル

者 二於 テ ハ凝集 償 ノ上 昇 ト共 二相 當 高値 テ示 ス

事 多 キモ、其 病 機 ノ進 展 二從 ヒテハ却 テ下 降 シ、

重 症 末 期 型 ノ者 ニ ア リテハ著 シキ低 位 テ示 ス事

屡 ヒナ リ。 故 二此 事 實 ハ豫後 判 定 ニモ關 係 スル

所 アルベ シ トノ結 論 二達 セ リ。斯 ノ如 ク生 物 學

的 反 慮 二就 テ ハ各種 ノ試 ミ或 ハ結 核 診 断 二、 或

ハ豫後 判 定 二資 セ ン トセ ラ レテ多数 ノ方法 籏 出

セル モ、 他 面 最 近 ニ ハ更 二進 更テ、 之 テ同一 患

者 二於 テ連 績 検 査 スル ハ豫後 判 定 上更 二重 要 ナ

ル 意義 ア リ トセ ラル ・二至 リ、 爾 來 所 謂 動 的 観

察 各 學 者 ノ注 目 ス ル 所 トナ レ リ。 例 ヘ バP.

Courmont〔1933)・ ・凝 集 反 慮 ハ 畢 寛 個 艦 ノ防衛

力 二關 係 アル モ ノナル ガ故 二、 結 核 症 経 過 中 二

於 ケル凝 集 反鷹 曲線 ノ推 移 テ知 ル ハ豫 後 的 二甚

グ償値 アル モ ノナ リ トシ、 熊 谷 教 授 ハ赤 血球 沈

降 反 癒 、 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 、 白血 球 諸 像 等 ノ

諸 生物 學 的 反 庶 テ 主 トシテ 連 績 的 二 検 査綜合

シ、以 テ肺 結 核 全 経 過 二適 用 スベ キ諸 生 物 反慮

推 移 ノ還 元 模 型 テ假 定 シ、 實 地 豫 後 判 定 二際 シ

テ ノー 指 針 タ ラ シメ タ リ。 勝 沼 教 授 モ亦 其 肺結

核 ノ諸 血 液 反 慮 ノ観 察 テ綜 合 セル ニ、 何 レ ノ反

癒 二於 テモ共 通 ナル 生物 學 的 動 キ ノ 存 在 テ認

メ・ 此 「動 キ」ノ現 バ レル時 期 ト様 式 二就 テ多歎
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例 テ以 テ測 定 セバ、 肺 結 核 ノ豫 後 推 定 二封 シテ

ご特 異 ナル根 櫨 ラ見 出 シ得 ベ シ ト結 論 セ リ。 尚 ホ

,近來佐 々木 氏 ハ結 核 各 期 二於 テ補艦 結 合 反慮 ノ

連績 的観察 テナ シ、 一 般 二之 ガ陰 性 ヨ リ陽性 二

縛 化 スル ハ良 好 ナ ル徴 候 ニ シテ、 陽性 ヨ リ陰 性

二璽 ズ場 合 ニハニ 様 ノ意 味 ア リ、一 ハ陽 性 「アネ

ル ギー」一 シテ 治 癒 傾 向 テ示 シ、 他 ノー ハ 陰 性

「アネルギ ー、ニ シテ死 期 近 キ テ示 ヘモ ノナ リ ト

唱 ヘ タ リ。 叉飯 島 氏 ハ實験 的結 核動 物 二就 キ凝

集反 慮 ノ 浦長 テ検 シ、 其 陽 性 轄 化 ハ トソベ ル ク

リンコ反慮 二先 立 チ テ 起 ・レモ 大 禮 二於 テ拉 行 關

係成立 ス ト言 ヘ リ。 斯 ノ如 ク結 核 症 二於 テ動 的

診断漸 ク重 要 覗 セ ラル ・二至 リタル ハ、 蓋 シ結

核 二於 ケル感 染 ハ其 登 病 初 期 ヨ リ治癒 又 ハ死 ノ

蒋闘 テ トル ニ至 ル迄 其 ノ経 過 甚 ダ不 規則 且 ツ複

雑 ニ シテ、 例 ヘ バSkrofurose及 ビ乾 酪 性 肺 炎

共 二結核 性 病慶 ナ リ ト錐 モ、 解 剖 學 的 及 ビ臨躰

的 ニハ全 ク相 反 スル病 相 テ呈 スル ガ故 ヘ タ ・"

千扁一律 二結 核 患 者 ノ或 一 病 期 ニ アル モ ノテ捉

ヘ テ其豫 後 判 定 ノ基 準 トナ スハ往 々甚 ダ シキ誤

謬 二陥 ・レ事 無 キ ニ シモ非 ザ ル ガ故 ナ リ トス。 依

リテ著 者 モ亦前 章 二引 績 キ更 二是 等 ノ動 的観 察

テモ併 セ行 フ事 ニ ヨ リテ凝 集 反 磨 ノ臨 躰 的 意 義

テ補 促敷 延 シ、 以 テ遺憾 ナ カ ラ シ メ ン トシテ本

實 験 テモ附 加 セ リ。

本實験 二供 シタル ハ2画 以 上約1ケ 月 乃至5ケ

月 ノ間 隔 テ以 テ検 査 セ ル 各型 ノ 結 核患 者(検 査

薮74同)34名 ニ シテ.凝 集 反 慮 ノ墜 動 テ臨 抹 的

所見+照 合 シツ ・其経 過 テ追 フテ観 察 セ ル モ ノ

ナ リ。其 ノ大 約 ハ先 キ ニ表示 セル モ、 尚 ホ此 庭

ニハニ三 検査 事 項 テ モ併 セ記 載 シ、 且 ツ(1)反

慮陽性度 檜 強 、(2)反 陽性 度 減 弱 、 及 ピ(3)反

慮陽性度 二髪 化無 キモ ノ等 三 様 ノ場 合 二分 チ述

べ
、 以 テ諸 賢 ノ参 考 二資 セ ン ト欲 ス。

第 一項 経 過 良 好 ニ シテ凝 集

反 磨ナ會強 セ シ場 合

次 二掲 ゲ タル ハ何 レモ 同一 患 者 二於 テ2同 以 上

検査 テナ セル者 ニ シテ、凝 集 償10乃 至320ヨ リ

40乃 至640二 至 ル迄 種 々 ノ 程 度 二 於 テ 上昇 テ

示 セ ル 者 ノ け 集 メ タ リ。

弟1例 土 ○ つOb24歳 、 ♀ 、 左肺 門腺 結 核 。 榮 養

中等 、 徹 熟 持 織、 左 肺 下 部濁 音 、呼 吸 音 微 弱 。 「レ」線

像!i:肺rl腺 陰 影 苦明 二magA、!,{下 部 二新 鮮 浸 潤 竈 ア

リ。M・R・(H)20×17、 赤沈23 ,1{1血 球9800、 淋 巴 球

13'r・、 凝 集 便80倍 。 然'レ ニ約5ケJ】 後 ニノ・「レ」線 像

ニ ハ陰 影梢 りこ、 臨 肱 的所 見 モ 亦 正 常 二 復 シ、M.R

(榊)15x20、 赤沈28、 白血 球7400、 淋 巴球20%、 凝

集M160倍 ヲ示 ス.像 後極 メ テ佳 良 ナ リ。

第2例i須 ∩ †こ○ 、23歳 、 肺 門結 核 。 榮 養 良 、 螢 熱

38℃ 前 後 、 右肺 前 下部 水 泡 音 。`レ 」線 所 見、 左 肺 門

腺 二相 當陳 薄 ナ,レ石 灰 化 病 竈 ヲ認 ム、血 液 諸 反 磨 ノ・正

常 、 凝 集 反 磨160倍 、約6ケ 月後 凝 反 慮320、 共 間 「v」

線 像 ソ ノ他 血液 諸 所 見 一 ・・何 等 ノ 推 移 ヲ 認 メ ザ レ ド

モ、 胸 部 所 見著 シ ク輕 快 、 豫 後 亦 佳 良 。

第3例 神 ○ 豊 、2-1歳 、♂、 早期 空 洞 。 榮 養 良 、 微 熱

持 績 、 右 肺 上 部 打 診 抵 抗 、氣 管 枝 音 。 「レ」線 所 見 、 右

肺 上葉 繊 維 素 性 陰 影 、鎮 骨 下一 銭 銅 貨 大 新 鮮 空 洞 。 凝

反2511V、31▽ 皿及 ビ26/XI二 ・・各 々40.80及 ビ160二

上 昇 セ リ。 其 問 赤沈22.5→15.0-12.0、M.R.(什)18

×20→(什)18ソ20-(柵 ,27×30、i'レ 」線 所 見 後 ニノ・右

鎮 骨 下指 頭 大濃 陰 影 ノ中央 少 シク透 明 化 、一 般 的 所 見

良 好 、 無熱 トナ レリ。 豫 後佳 良 二傾 ケ リ。

第4例 中○ 茂 、33歳.♂ 、 早期 空 洞 兼 右 側 癒 著 性 肋

膜 炎 。 榮 養 中、 無 熱 、胸 部 異 常 無 シ。 「レ.線 學 的 ニ ハ

左 肺 上 葉 二鳩 卵 た空 洞 ヲ認 ム。 凝 反40、 約2ケ 月後 ニ

ノ・80ヲ 示 セ リ。 赤 沈 、 血 液 像 二 ・・著 愛 無 ク、M.R.

(H)16×18、 豫 後 良 好。

第5例 小 ○ 有、20歳 、♂、 雨 肺 尖 浸 潤。 榮 養 中、 饅

温 殆 ド卒 常 、菌(±)、 雨肺 尖 打 診 音 短 濁 。 「レ」線 像 、雨

肺 尖 二粟 粒 大 結 核播 種 。 赤沈37ヲ 示 ス外 ニ ハ異 常 無

シ。 約2ケ 刀 ノ間隔 ニテ測 定 セ'レ凝 反 ハ夫 々80及 ピ

160倍 ナ リ。 豫 後良 。

第6例 西 ○ 光C、27歳 、 ♂、 雨 上葉 硬 化。 榮 養 中

等、 亭 温 、 左 肺 打診 音 短 、 呼 吸音 弱、 水 泡 音 、・右 肺 上

部 打 診 音 短 。'レ 」線 像 、雨 肺 尖 部 二硬 化 性 陰 影。 約5

ケ 月 ノ間 隔 ヲ 以 テ セ ル 凝 反 ・・10-40、M・R・(-HH・)→

(柵)、 一 般 状 態 良 好 二赴 キ豫 後亦 佳 良 ナ リ。

第7例 三 〇 憲 ○、29歳 、♂、 血 行性 播 種 。 榮養 稽 く

不 良、 輕 熱 弛 張 、 右肺 前 下部 濁、 摩 擦音 、有響 性 水 泡

音 少 数認 ム。 「レ:線 像 、 雨肺 全般 二播 種 型 陰影 ・凝 集



996 原=結 核凝集反慮 昌蘭 スル研究 【第14

便80、 赤 沈82、M.R.(十 十)、約2ケJl後 昌 ハ徽 熟 、凝

反160倍 、 赤沈54、M.R.(十 十)、 豫 後 佳 良 。

第8伽 咀 黒 ○ 文○、19歳,♀ 、 右 伽1漁↑生"力理莫炎 。 榮 養

中 等、 徹 熱、 ノ、:脊部 二脚 擦音 、「レ」線 學 的 二 ・・ノ1:川1中

野 二瀦 溜 セル滲 出液 陰 影 ヲ聰 ム。 凝 反40、 赤沈48、

M.R.(什)、 其後 約2ケ 刀 ヲ縄 タ'レニ滲 出 液 陰 影 全 ク

消 失、 無 熱、 凝 集 慨亦80、 赤沈61、MR.(帯)爾 豫 後

ハ 良。

第9例 下 ○長C)、31歳 、♂、 結 節 性 空 洞 性 川1妨。 聚

養 中 等、 微 黙(37.5℃)、 右 肺 前 ド部有 響 性 濁 、上 部 水

泡 音 多数 右 脊 脾 間水 泡 音 多 数、 下 部 軽 濁 、左 胸 部 一般

二 呼音 弱。 「レ」線 像、 雨肺 播 種 型 陰 影、 右 上 部 二空

洞 、 菌(骨)、 凝 反320、 赤 沈14、M.R.(十 十)淋 巴球19

%、 約5ケH後 右 肺 上 部 二嘱 音少 数 以 外 二・・一般 状 態

良 好 、 燈 温 モ殆 ド亭 温 、凝 反640、 赤沈13、M.R.(柵)

淋 巴 球29%、 豫 後 佳良 二傾 ク。

第10例 中○ 榮 ○、28歳 、 ♂、 培殖 性 肺 務 兼 乾 性 左

側 肋膜 炎。 榮 養 中 等、 微 熱 持 績 、 左 肺 前 部 輕 濁 、下部

摩 擦音 少 数、 呼 吸音 一 般 二観 、 左 肺 尖 二笛 聲 音 、左 肺

脊 下部 二水 泡 音 。 「レ」線 像 、 雨肺 培 殖 性 陰 影禰 蔓 ス、

左 肺 上 野 二鶴 卵 大 新 鮮 空 洞,菌(柵)、 赤沈53、 凝 反

40、M・R.(什)、 約4ケ 月 後 赤 沈39、 凝 反160、M.R.

(什)、 微 熱 伺持 績 ス ノレモ主 観 的訂鞘 失 ス。 豫 後 佳 良 二

傾 ク。

第11例 眞 ○ 博 ○ 、29歳 、 ♂、 塘 殖 性 空 洞 性肺 瘍 。

榮 養 中等 、 膣 温38℃ 、 雨肺 尖 打 抗 、 右 上 部 呼 音 鏡 、水

泡 音 、 雨 側 肩 脾 骨 問 照音 多数 、 菌(柵)。Lレ 」線 像 、雨

肺 殊 二上 葉 二培 殖 型 陰 影、 右 鎮 骨 下 ニ ー銭 銅 貨 大 空

洞 ・ 赤 沈55、M・R・(-H・.,)、 凝 反40、 約2ケ 月後 赤 沈

86、M・R・(十 十 、 凝 集 債160、 髄 温 尚 ホ37.5。Cヲ 持 績

シー 般 ノ状 態 モ亦 不 安 ノ儘止 マ ル。 豫 後 不 攣 。

第12例 岡 ⊂ン孫 ○、37歳 、 ♂、 結 節性 空 洞 性 肺 務 。

榮 養 良 、 微 熱37・5℃)持 績 、雨 側 脊 部 二笛 聲 音 。1レ 」

線 像、 左肺 上 野 二鶏 卵 大 新 鮮 空 洞 、左 中野 及 ビ右 鎮 骨

下 二培殖 型 陰 影、M・R.(柵)、 凝 反 ・・1111X、10!X及

ビ261XI二 亙 リテ検 セ7レニ320、320及 ビ640ヲ 示 セ

リ。 爾 ホ赤 沈61→36、 白血 球10000-,9SOO、 淋 巴球

17%→20・5%、 其 他 一 般 状 態 モ漸 …欠良好 ヲ示 ・y、豫 後

モ亦 佳 良 二傾 ケ リ。

第13例 佐 ○ 庄○ 、43歳 、 ♂、 硬化 性 肺 疹 。 榮 養 中

38-37。C、 左 肺 上 部 強濁 、呼 吸音 一 般 二粗 弱。 「レ」線

像 、 雨 肺 全 面 二陳 奮 性 硬 化 性病 竈 ア リ。左 肺 上 野 二 ・・

ヂ掌 大ノ空洞 ア リ、 菌(±)b凝 反40馳 約2ケ 月 ヲ綴

テM熟 下降、 久菌(→ 、凝 反80。 豫 後佳良。

第14例 和○政 ○、36歳 ♂、硬化性空洞性肺虜。榮

養中37℃ 持績、左肺 前上部濁、 呼音 弱レ水 泡音、右

前L部 ニモ水泡音。 「レ」線 像、爾肺全野 二空洞性硬化

性 陰影、菌(什)、 約5ケ 月 ノ間隔 ニテ樵盗 セlv二凝反

90-・320、 爾赤=沈61→58。5、M.R。('1't'1')、、 ソノ他血液

像 ニハ痩動 ヲ認 メ ズ。爾 ホ胸 部理學 的所 見モ不憂 ニシ

テ豫後未定 ナ リ。

第15例IllOき ○、20歳 、♀、硬化性空洞性肺勝。

榮養良、無熱、左肺及 ビ脊部 二水泡音少藪。「レ」線像

ノi:肺全般空洞性硬化性陰影、赤沈54,7.M.R.r+})、

白血球7900、 淋巴…球31%、 凝反40.約5ケ 月後 ノ槍

査 二於 テ・・赤沈54.2、M.R。(H)、 白血tl10400、 淋

巴球33%、 凝反80、 理學的所見 モ左肺前上部二乾県

音、右肺 上部 同様、 著 シキ差異 ヲ認 メ難 キモ漸次輕快

二赴 ケ リ。

第16例 畑○ 雫○、20歳 、 ♂、」せ殖 性滲出性空洞性

肺務(混 合型)。 榮養稽 ζ不良、・微熱、雨側肺尖打診抵

抗、水 泡音少籔、菌(骨)。 「Vj絵 像、左右 雨肺全般混

合型陰影、右肺上部 二手掌大空洞、25/IV、19/W,61X

ニノ・夫 々凝反20-40→80 、 叉赤沈79-47→44、5、

M.R.(什)一(什)一(柵)、 経過 ノ・稽:良 好 ナ リ.

第17例 輻○太○、32虚 、 ♂、硬化性肺炎性空洞性

肺務(混 合型)。 榮養 中等、 徽熱、右肺上部嘱音、打音

短 、菌(一)。 「レ」線像 、雨肺陳奮性硬結性滲 出型 陰影、

右肺 上野 ニー銭銅貨大空 洞二個 ア リ、凝 反40、 赤沈

60、M・R・(十)、 約5〃 月後 二・・「レ」線像 著 シク輕快

ヲ示 シ、凝反80、 赤沈15、M.R(冊)ヲ 示 セ リ。 豫

後 勿論良好。

以 上凝 集 償 上 昇 テ 示 セ シ17症 例 二就 テ 之 テ観

ル ニ、其 大 多籔 二於 テハ豫 後 何 レモ良 好 、且 ツ臨

躰 的 ニモ轄 蹄 輕 快 二向 ヒ ツ ・アル モ ノ、 又 ハ之

二近 キ経 過 テ トレル モ ノー シテ
、 是 等種 々 ノ程

度 ニ アル モ ノ合 計14例 く82.3%)テ 占 メ、 唯 僅

カニ第11例 、第14例 及 ピ第16例 ノ3例 ニ ア リ

テ ハ其 轄 蹄 未 定 ニ シテ17.7%二 相 當 ス
。即 チ之

一 ヨ リテ考 フル ニ同一 患 者 二於 テ凝 集 反 癒 陽 性

度 上 昇 テ示 スハ豫 後 的 見地 ヨ リセバ甚 グ良 好 ナ

ル現 象 トモ言 ヒ得 ベ ク、 且 ツ前 章 二於 テ論 ゼ シ

ガ如 ク結 核 凝 集 反 磨 ハ他 ノ傳 染 性 疾 患 二於 ケル
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ト同様ニー種 ノ防禦力反癒 トモ見倣 シ得ルガ故

一、此反慮 ノ上昇ハ個盟 二於ケル強キ防衛力、

即チ抗禮産生能力 テ充分 二有 スル現 レノーツ ト

モ断定シ得ル事テ裏書セルモノナリト言 フベ

シo

爾 ホMantoux氏 反 庶 ノ之 二從 ヒテ其 強 度 テ塒

加 セ シモ ノ亦 相 當 存在 シテ6例 デ示 シ、 又 減 少

テ示 セ シモ ノ1例 ア リ シモ、 其 他 二於 テ ハ大 盟

一定 ノ経 過 ラ トリ タル モ ノニ シテ漿 化 テ示 サ ・"

リキ。 尚 ホ個 々 ノ例 二於 テハ赤 沈 反 慮 ノ減 少 、

白血球 檜多 症 ノ浦失 或 ハ淋 巴球 墳 加 二相 一 致 シ

テ豫後良 好 二経 過 ス ル事 テ見 ル テ得 タ リ。

第 二 項 陽性 度 減 弱 セ シ場 合

之 二屡 スル ハ次 ノ5例 ニ シテ其 凝 集 債動 揺 ノ範

園 ハ何 レモ10-160倍 乃 至40-320倍 テ示 セ リ

第1例 今○元○、18歳 、♂、結核性大葉炎。 榮養不

良、ZF温、右肺 前下部水泡音。 「V」線所見、左肺 大葉

性肺炎性浸潤。赤沈79、 白血球壇 多症 ヲ認 ム。 凝 反

約5ケAノ 間隔前後 二於 テノ・320→160ヲ 示ス。 左胸

13同 ノ氣胸 ヲ施行匂 レモ症状依然 タ リ。

第2例 櫻○令○、17歳 、♂、血行性結核播種。藏痩

シ微熱持績 ス、左肺前上部抵抗、水 泡音少 籔、右脊上

部同檬。 「レF」線所見、 雨肺 全野 二 血行播種型 陰影著

明、赤枕51.7、M.R(什)、 凝反40、 約5ケ 月 ヲ経 シ

ガ赤沈、M.R.ハ 同檬 ナ,レモ凝反既 二10倍 迄下降 ヲ示

シ、其後約2ケAニ シテ鬼籍 二入vリ 。

第3例 城○太○、40歳 、♂、 硬化性空洞 性肺瘍。榮

養良、無熱、左肺全般 二曝音多籔、右肺 上部 蝿音少籔。

「レ」線所見、 雨肺廣範性硬化 性陰影 、大小多籔 ノ空洞

アリ、赤沈30。7、M.R.(柵)、 白血球 堆多症(13600)、

其後約5ク 月 ニテ再槍査 セシニ【略 く之 ト同様 ナ リシ

モ、凝反160→80ヲ 示 セ リ。 胸部所 見 ニモ大差 ヲ認 メ

ズ、豫 後未定 ナ リシモ恐 ラ〃不 良。

第4例 堤〇三 〇、31歳 、♂、 硬化性(結 節性)空 洞性

肺痔。榮養中等、微熱、左肺上部濁、 呼音弱、軌音及

ビ麟音少籔、菌(什)。 「レ・」線 所見、左肺全般 二禰蔓性

硬化性陰影、一銭銅貨大空洞、右肺上葉播種型結 節散

在t)レ ヲ見'レ。赤tz71、M.R.(++)白 血球壇多(11200)、

凝反160、 約2ケ 月後再槍 二 於 テノ・赤沈80、M・R・

(一)、凝反80、 微熱荷 ホ存在、 症状著愛無 ク豫 後未

定ナルモ恐 ラク不良。

第5例 井 ○ 喜○ 、32歳 、♂、 滲 出性 肺 筋 。 榮 養 中等.

36・5--39℃ 弛 張熱 、右肺 前 上部 濁 、水 泡 音 多鍛 。1●v」

線 所 見 、右 肺 上 葉 及 ビ左 肺 中葉 二滲 出型 陰 影 ア リ。 赤

沈53、M.R.(督)、 白血 球8300、 淋 巴球25%、 凝 反

40、 約2ケ 月 後 赤 沈79、 淋 巴球16.5%、 凝 反20、 盟

温 尚 ホ38。C前 後 ヲ持 綴、 共 後 約2ケ 刀 ヲ経 テ死 亡 セ

リ。

以 上凝 集 債 低 下 テ示 セ ル5例 二就 テ之 テ観 ル ニ

轄 蹄 未 定 ノ節1例 ラ除 キ テ ハ何 レモ豫後 不 良 ニ

シテ、 殊 二第2及 ビ第5/2例 ハ最 後 ノ検 査2

ケ月後 ニハ何 レモ 死 ノ テ 轄 蹄 トリタル モ ノナ

リ。 豫 後 明 カナ ラザ ル他 ノ2例 モ共 二重 症 結 核

ニ シテ、 其 豫 後 モ亦 断 ジテ樂観 テ許 サ ・"ルモ ノ

ナ リ ト信 ズ。 爾 ホ豫 後 可 良 ナ リ シモ ノハ1例 モ

見 出 ス事能 ハ ズ、 結 局 未 定20%、 死 ノ轄 蹄 テ ト

リタル モ ノ及 ピ豫 後 疑 ハ シキ モ ノ各 同撒 ニ シテ

合 計80%ラ 占 ム。之 ハ前 項 二碁 グ タル結 果 トハ

全 ク正 反 封 ニ シテ、 即 チ凝 集 債 ノ低 下 ハ又 一一面

個 盟 防 衛 力 ノ低 下 トモ 見倣 シ得 べ 久 畢 寛 前 項

二述 ベ タ ル所 ト其 基 テ同 ウス ル モ ノニ シテ、 唯

其 差 異 ハ表裏 ノ別 アル ニ過 ギ ザ ル モ ノナ リ ト信

ズ。 爾 ホMantoux氏 反 慮 、 沈 降速 度 等 ノ諸 血

液 反 磨 二就 テ ハ實 験 例 少 撒 ナ リ シラ以 テ此慮 二

確 言 スル テ避 ク.

第 三 項 凝 集 債 同程 度 二止 リ タル場 合

全 経 過 中凝 集 濃 度 ノ同程 度 二止 リタル モ ノ、 或

ハ多 少 ノ動 揺 テ示 シタル モ結 局 元 ノ債 テ示 セ シ

モ ノ12例 二就 テ ハ次 二暴 ゲ ル ガ如 シ。

第1例 本○ 正○、20歳 、♂、肺 門腺結 核。榮養 中等

中等熱弛張、左脊下部水泡音。 「レ」線像、左肺 門禰蔓

性均等陰私 菌(帯)、 赤沈87.5、M・R・(柵)、 ノ輕度

ノ白血球 堆多ア リシモ、共 後経過 良好 ニシテ約 牛年後

ニハ赤沈50、 全 〃卒温、菌陰性 ヲ示 セ リ。 共間約3

ケ月 ノ間隔 ヲ以 テ8同 凝 反 ヲ槍 セ シモ、毎 同160倍 ヲ

示 セ リ。豫 後良。

第2例 山○ふ○、20歳 。♀、 早期浸潤 。榮養 良、輕

熱、胸部理學 的所見 ヲ鉄 ク。 「レ」線所見・ 左肺 中野 ニ

ー銭銅貨 大新鮮浸潤 ア リ、 赤沈20、M・R・(H)・ 血液

像 正常、約4ケ 月後 二・・「v」線的 二前述 浸潤 ヲ全 ク認

メズ、 卒温、 赤沈20.8、M・R・(冊)・ 白血球4300・ 淋
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巴 球32%、 爾 凝 反 常 二160倍 ヲ示 セ リ。 豫 後 良 好 ナ

リ。

第3例 門 ○ てO、20歳 、♀ 、結 核 性 肋 膜 炎 。 聚 養 中、

徽 熱、 腹 部膨 陵 、 波 動 ヲ睡 ス,レ ノ ミ、胸 部 ニ ハ 挫墾 ヲ

認 メ ズ。 「レ」線 的 一 右 肋膜 代償 腔 二 滲 出液 陰 影 ヲ見

lv。 赤 沈8.5、M.R.(什)、 凝 集 側80、 約2ケ 刀 ヲ脛

'レモ微 熱 爾 持績 、 雨肺 前 上 部 二睡 擦膏 少 数、 赤 沈20

ヲ示 ・y、輔 節 爾 不 墜 未定 。 凝 反 全 維 過 ヲ通 ジ テ80ヲ

ホ セ リ。

第4例 藤O清 、28歳 、♂、 結 節性 空洞 性 肺 蛎 。 榮養

不 良 、 微 熱持 績 、 左 肺 前 後 共 二濁 、 水 泡 音 少 撒 、 菌

(冊)。 「レ」線 所 見、 左 肺 全面 二培 殖 性 陰 影 。左 銀 骨 下

二鳩 卵 大陳 奮性 空洞 、 赤沈57、M.R・(柵)、 白血 球 培

多症(11200g・ 、 淋 巴球10%、 凝 集 便640、 約5ケ 月 後

再 検 セル ニ凝 集 債 ハ同様 、 赤 沈32、M・R・(柵)、 血液

像 正常 ヲ示 セ リ。 熱 モ清 実、胸 部所 見 輕 快 セ シモ ノ ・

如 クモ豫 後 爾 ホ未 定 。

第5例 手 ○ 幸○ 、14歳 、♂、 硬 化 性(結 節性)肺 瘍 。

榮 養 中、 殆 ドZF温 、 左 肺 前部 濁 、 時 々水 泡 音、右 肺 前

下 部 弱 抵 抗、 前 上 部 水 泡音 少 倣。 「レ」線 像 、雨 側 上 葉

硬 化 性 培 殖 型陰 影、 赤沈36.7、M.R.(柵)、 更 二5ケ

月 ヲ隔 テ 赤沈11.7、M.R.(柵)、 凝 反 ・・常 二80、 後

ニ ハ胸 部理 學 的症 状 全 ク清 失 セ リ、 縛 隔 。 略 治 。

第6例 黄○ ぜ ○ 、51歳 、♀、 硬 化 性 空 洞 性肺 虜 。 榮

養 中、 奉 温 、左 肺 上 部 濁 、 全般 二水 泡 音、 右 肺 上 部 二

輕 抵 抗、 菌(一)。 「レ」線 所 見 、左肺 全 部 蛇 ビ ニ右 上 葉

二硬 化 型 陰1畝 小 空 洞 ア1)、 約5ケ 刀 ノ間 隔 ヲ以 テ楡

査 セ ♪レニ凝 反 毎 回40、 赤沈23.O、M.R(十)ニ シテ

胸 部 所 見 亦 依 然 タ リ。 不 憂 。

第7例 加 ○ 政 ∩ 、26歳 、♂、 硬 化 性 空洞 性 肺 疹 。 榮

養 良 、無 熱 。 右 肺 下 部 麟 音 少 藪 、 菌G+e「 レ」線 像、

左 肺 上 葉 硬 化 型 陰 影 及一 銭 銅 貨大 空洞 。 赤 沈18.O、

M,R。(柵)淋 巴球15.5%、 凝 反80、 倫 ホ約5ケ 月 後

二於 テ ノ・一 般 状 態 良 好 ニ シテ赤 沈13.5、M.R.(督)、

血 液 像 正 常 、菌 陰性 ヲ示 ス。 帥 チ豫 後 良 ナ リ ト謂 フ ベ

シ。

第8例 入 ○ 飛 ○ 、38歳 、♂、 硬 化 性(堆 殖 性)肺 瘍 。

集 養 中、ZF温 、 入 院 時(31V】1)右 肺 尖 抵 抗、 菌(一)。

「レ」線 像 、 右 肺 上 野 硬 化 型 墳 殖 型 病 竈 、右 肺尖 野 稽 く

泪 濁 ス。赤 沈62、M.R・(柵)、 凝 反80。41X微 熱榎 聲、腹

部 膨 隆 現,レ。 雨 側 胸 部 軌 音 及 捻 髪 音 多 敷 、 赤 沈48・5、

稽 ζ白血 球 壇 多(9000)、 凝 反40二 低 下 。.261X[、 微 熱

及 ピ胸部所 見前 二同 ジ、 赤沈37,M・1し(什)、 凝 反存

ピ80、 ・・・…一般経 過墳悪 ヲ示V其 後約 ケ5月 ヲ脛 テ死亡

セ リ。

第9例 納○喜○、24歳 、♂、肺 炎性(培 殖性)空 洞性

肺蛎。 榮養中、38-39℃ 、 弛張熟、時 ニノ・40℃、 左

肺 呼吸音 弱、 同萌上部及 ビ左 脊部 二水 泡音 多歎、菌

(柵),尿 「ヂア ゾJ(±)。 「v」線f乳 左茄 全般 滲出型空

洞型陰影著明、右肺 滲出型及 ピ場殖型陰影、赤沈45,

M.R.(十 ♪b淋 巴球減少(18%)、 約2ケ 月 ノ間隔 ヲ置

キテ得 タ'レ凝 反ノ・共 二160、 胸部症状場悪 ヲ示 シ、約

6ケ 刀後 二死 セ リ。

第10例II」 ○宣 「)、24歳、 ♂、氣管肺灸性空洞性肺

勝。 榮養甚 グ不 良、 輕熱弛張、右肺上部濁・右脊 上及

ビ左前上部濁、 菌(+)。 「レ」線所見、右 上葉空洞性滲

出型病竈、 左全般 滲 出型陰影、 赤沈55.M・R(十)、

約3ケ 月 ヲ経 テ赤沈51、M・R(H)、 淋 巴球減少(13・5

96)、凝 反常 二40ヲ 示 セ リ。胸 部内科 的所見ig悪 ・y・

其後約3ケ 月;-erテ 死亡 セ リ。

第11例 山O哲 ○、23歳 、♀、肺 炎性培殖性,空 洞

性肺瘍(混 合型)。 榮養稽=不 良、38℃ 、弛張熱右肺尖

打診短、呼吸音 鏡、左肺 前部及 ビ脊部濁、水泡音 多数。

「レ」線像、左肺空洞性、結節性一部滲 出型陰瓢 赤沈

53、M.R.(柵)、 白血球培 多(12100)、 更二5ケ 月 ヲ経

タ,レニ「レ」線 的二左肺全般滲 出型墳殖型陰影、左尖鶏

卵大空洞存 ス。盟温卒常、赤沈29。5、M・R・(柵)、 血

液像 正常、凝反 ・・雨回共二40、 一般症状 モ、 亦不璽

ニ シテ豫後未定。

第12例 上○つC、39歳 、 ♀、 右肺上葉寝潤。榮養

良、微熱。19瓜 右肺 上部稽 ζ抵抗、呼音 弱。 「v:絵

像、 右肺 上野播種 型陰影、 赤沈凝 反胸 部所見並 ピニ

「レ」線所 見ノ・大龍 同前、赤沈43、M.R.(・1・1・1・)、凝反40、

菌(一)。61XI、 右胸乳 邊部 水泡音 。 ・v」糠像、播種型

陰影少 シク減少尚 ホ左肺上部 ニモ同檬 ノ陰影現 ル、赤

沈28.0、M.R.同 前、凝 反再 ビ80、 豫後爾 ホ未定 ナ

ルモ良好 二赴 ク傾 ア リ。

以 上 経 過 中凝 集 償 ノ動 揺 テ認 メ得 ザ リ シ12例

二就 キ テ観 ル ニ、 豫 後 明 カ ニ良 好 ニ シテ治 癒 二

向 ヒタル モ ノ4例(例1、2、5、7)、 病 機 進 展増

悪 二傾 キ後 二死 二至 リ シモ ノ3例(例8、9、12)。

一 シテ残 リ ノ5例 ハ何 レモ病 状 二著 シキ愛 化 、

推 移 テ認 ムル事 能 ハ ザ ル蹄 結 未 定 ナ リ シモ ノナ
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リ(例3、4、6、11、12)。 即 チ凝 集 贋動 樒 テ呈

セズ シテ同程 度 二経 過 ス ル モ ノニ於 テ ハ豫 後 モ

亦不璽 ナル モ ノ多 ク41・7%テ 占 メ、豫 後 良 好 ナ

ル モ ノ及 ピ 轄 蹄 不 良 ナ ル モ ノハ各 々33.3%及

ピ25.0%ニ シテ略k同 撒 テ示 セ リ。Mantoux

氏 反慮 ハ此慮 二於 テ モ其 強度 比 較 的 同 一状 態 二

止 マル モ ノ多 ク、 壇 張 叉 ハ減 弱 テ示 スモ ノ少 撒

_シ テ、 病 機 トノ關係 テ認 ムル能 ハ ズ。 赤 沈 反

慮血液 像 二就 キ テモ其 消 長 略 ㌃前 掲 諸 先 進 ノ所

見 ニー致 スル所 ナ リ。

考 按 拉 二小 括

以上臨 躰 的 二確 定 セ ラ レタル結 核 疾 患者34名

二就 テ連 績 的 二凝集 反 癒 テ検 シ、以 テ其 清長 テ

窺 ヒタル ニ、 凝集 慣次 第 二上昇 スル モ ノ、 反 之

下降 スル モ ノ拉 二常 ニー 定 ノ値 二止 マ ル モ ノ ・

三種 二匠 分 シ得 タ リ。 是 等 ノ詳 細 ハ既 二前 諸 項

二於 テ述 ベ タル所 ニ シテ、 即 チ第一 項 二屈 ス ル

モ ノ17名 ニ ア リテ ハ経 過 何 レモ良 好 ナ ル モ ノ

多 ク此 中 ノ大 部 分 テ 占 メ、 不 幸 ナ ル轄 蹄 テ トリ

タルモ ノ全 ク無 シ。 第 二 項 凝 集 債 低 下 テ示 セル

モ ノ5例 二於 テ ハ 之 二 反 シ豫 後 不 良 ノモ1多

久 輕快 治 癒 二向 ヒタ ル モ ノテ見 ズ シテ前項 ト

全 ク相反 封 ノ趣 テ呈 セ リ。 然 ル ニ凝 集 債常 二不

憂 ナ リ シ第 三 項12例 ノモ ノ ニ ア リテハ夫 々其

豫後 的状 態 テ異 ニ シ、 種 々 ノ歌 態 ニ ア レ ドモー

般 二病 勢不 漿 且 ツ轄 蹄 テ見 究 メ得 ザ ル モ ノ多撒

ラ占 メ、豫 後 良 好 ナ ル モ ノ及 ピ不 良 ニ シテ死 ノ

鱒 蹄 テ トリタル モ ノ等 ハ之 二次 ゲ リ。 之 二依 リ

テ考 フル ニ凝集 反 磨 陽 性 度、 漸 次 檜 強 テ示 ス事

へ 少 ク トモ中等 度 ノ結 核 症 二於 テハ豫 後 甚 ダ

良好 ナ リ ト言 フベ ク、 之 二反 シテ重 症 、 豫後 不

良 ノモ ノニ於 テ ハ斯 ル事 無 ク通 常 一 定 二止 マル

カ又 ハ却 テ凝 集 債 ノ低 下 ラ見 ル モ ノナ リ ト言 フ

事 テ得 ベ シ。 殊 二後 者 ノ場 合 ハ 所 謂陰 性 「ア ネ

ル ギー」ノ状 態 ニモ相 似 タル 鮎 アル テ 思 ハ シム

ルモ ノニ シテ、 是 等 ノ現 象 バー 般 傳 染 性疾 患 一

於 テ先人 ノ1唱ヘ シガ 如 ク、 凝集 反 慮 ハ個 罷 二於

ケ ル反 擾 力 ニー ツ ノ現 レ トモ見 ラル ベ 久 所 謂

防衛 反 慮 ト シテ意 義 深 キ モ ノ存 ス ト信 ズ。 即 チ

凝 集 能 力 ノ増 張 ハ個禮 二術 ホ抵 抗 力 存 シ、 像後

佳良 二導 クモ ノ ト考 フベ ク、 一 方凝 集 能 力減 弱

スル カ、 消 失 スル ハ個 艦 ノ生髄 機 能 漕 耗 セ シ事

テ現 ハ スモ ノ』 シテ病勢 悪化 、 死 二近 付 キ シモ

ノ ト設 明 シ得 。 爾 ホ後 者 二於 テハ他 ノ意義 即 チ

陽 性 「ア ネル ギー 」テ モ考 慮 一入 ル ・必 要 ア リ ト

信 ズ ル モ余 ノ例 二於 テ ハ例 撒 少 数 ナ リ シ タ メナ

ル カ斯 ル例 一 ハ遭 遇 セザ リキ。

術 ホ 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮、赤 血 球 沈 降 速 度、

其 他 血液 像 二就 キ テ モ併 セ テ其 消長 テ検 スル所

ア リタル モ、 先進 諸 賢 ノ所 見 ト相 一 致 スル所 多

ク シテ、 大禮 二於 テ豫期 セル ガ如 キー 定 ノ清 長

關 係 テ謹 ス ル ラ得 タ リ。 殊 二Mantoux氏 反 慮

ハ全膿 テ通 ジテー定 二止 マ リテ、 常 二同 一 程 度

ノ張 サ テ示 ス事 多 ケ レ ドモ、 豫 後 良 好 ニ シテ凝

集 贋 上 昇 セル場 合 ハ之 二比例 シテMantoux氏

反 癒 モ 亦士曾強 テ示 ス事 屡 ≧ナ リ。 赤沈 速 度 二於

テハ今 日認 メ ラル ・ガ如 ク重 症 檜 悪 二向 フ ニ從

ヒテ、 促進 ス ル モ、 又却 テ反封 二遅 滞 スル モ ノ

アル テモ認 メ タ リ。 尚 ホ血 液 像 二於 テモ良 好 ナ

ル豫 後 ラ示 ス者 ハ正 常値 或 ハ之 二近 ヅ ク モ、 豫

後 不 良 ナル モ1ニ ア リテハ淋 巴球 減 少 白血 球 増

多症 等 テ見 ル事 ア リ。

之 テ要 スル ニ前 叙 ノ如 ク結 核 凝 集反 慮 ハ結 核 症

ノ豫 後 判 定 二資 スル所 大 ナ ル モ
、動 的 観 察 テモ

併 セ行 フ時 ハ更 ニー一層 意 義 深 シ ト信 ズ ル モ ノニ

シテ、 余 ノ成績 テ摘 要 ス レバ、 連績 検 査 ニ ヨ リ

テ凝 集 慣 上 昇 テ 示7・ ノー 於 テハ其82.3%ハ 豫

後 良 好 ト構 スベ ク、 之 二反 シ凝 集 債 下 降 テ示 ス

モ ノニ於 テ ハ80.0%ハ 豫後 不 良 ナ ル テ示 セ リ。

尚 ホ凝 集 債 ノ動 揺 テ示 サ"ル モ ノニ於 テ ハ豫 後

モ亦 不 定 ナ ル事 多 カ リキ。

第十章 凝集反磨 卜補髄結合反磨 トノ比較

結核二關 シテハ從來各學者 二依 リテ蓋 サレタル 業 績 ハ既 二極 メテ多 撒 ニ シテ撒 フベ カ ラズ、 殊
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二其 血 清卵 的 方1-面ノ研 究 二就 キ テハ、 最 近種 々
レ
ノ新 方 法考 慮 毅 表 セ ラル ・ア リ ト雛 モ、 要 之 甲

論 乙駁 、 且 ツ其 著 想 殆 ド皆 大 同 小 異 ニ シテ臨 躰

的 慮 用 慣 値 二就 キテ ハ爾 ホ其 一致 ヲ兄 ル荊 難 キ

歌 態 二在 リ。 抑 ≧結 核 ノ 免 疫 状 態 一 關 シテハ

種 々論 議 サル ・所 ナル モ他 ノ偲 染 性 疾 患 トハ其

位 置 根 本 的 二隔 別 セ ラル ベ キモ ノナ ノレ事 ハ論 無

キ所 ニ シテ、 之 ガ タ メ ーハ躍 ナ ルー 反 庶 二方全ケ

ル欺 態 テ知 ル テ以 テ足 レ リ トス ベ キ ニ ア ラズ。

余 偶 々凝 集 反 慮 二關 スル研 究 二於 テ先 二柳 力得

タル成 績 テ記 ス所 ア リタル モ、 元 ヨ リ之 ハ結 核

発 疫 學 ノー小 部 分 テ瞥 見 セ シニ過 ギ ズ。 是 等 結

核 二於 ケル免 疫 状 態 二就 テ ハ此外 各種 ノ免 疫 反

慮 二封 スル 關係 テモ明 白 ナ ラ シムル事 ハ此 意 味

二於 テ甚 グ意 義 ア リ ト信 ズ
。 此 塵 二於 テ余 へ

各 種 ノ反 磨 中現 今最 モ廣 ク行 バ レル ニ至 リタル

補 膣 結 合 反 鷹 二就 キ、余 ノ結 核 凝 集 反 慮 ト共 二

雨 抗 膿 ノ清 長 二就 キ テ實験 シ、 夫 々結 核 診 断 及

ピ豫 後 判 定 二於 ク ル意 義 二就 キ テ封 比 、 批 牛1比

セ トセ リ。

第 一 節 文 獄 的 考 察

結 核 凝 集 反 磨 二關 スル文 献 ハ 既 二第 二章 二掲 ゲ

タ リ、 結 核 補 膿結 合 反鷹 二就 テモ亦 其 業 績 甚 ダ

多 撒 二達 ス ル モ、是 等 二者 ノ關 係 二就 テ ハ尚 ホ

明 カナ ラズ。今 文 獣 ニ ヨ リテ其 大 要 テ窺 ハ ンニ、

S・Cohn・ ・補 膿 結 合抗 盟 及 ピ凝集 素 ハ同 一物 質

二非 ズ ト、M・Christianu.St.Rosenblat等

ハ 多少 二拘 ラズ著 明 二凝 集 反 慮 テ呈 スル ガ如 キ

結 核 血 清 二於 テ モ補 艦 結 合 反磨 鋏 加 スル事 ア リ

ト先 ヅ唱 へ0.GrUnerモ 亦 凝 集 反 慮 、補 禮 結

合 反 磨 ノ拉行 セザ ル 事 屡 ≧ナ リ ト言 ヘ リ。A.

FedeliハMaragliano免 疫 血 清 ラ 生 禮 二注 射

シテ其 造抗 原 性 二就 キ研 究 セ シニ、 先 ヅ最 初 二

凝 集 素 テ生 ズ ル モ後 一 ハ唯補 禮結 合 抗 膿 ノ ミテ

産 出 スル ニ至 ルモ ノナ リ ト言 フ。F.Bezangon

etH・deSerbonnes等 ハ結 核 二於 テ凝 集 反 磨 、

沈 降反 磨 及 ビ補 罷 結 合 反 磨 二就 キ比 較 研 究 テナ

シ、 前 二者 二於 ケ ル結核 特 異 性 テ否 定 セ リ、 叉

補 膿 結 合 反 慮 ハ極 メテ特 異性 強 ク、 前 二反 鷹 ト

何 等ISbj係ラ認 メヅ ル モ其 陽 性 反 慮 ハ軍 二禮 内 一

於 クル 活動 性 結 核 病 竈 ノ存 在 テ示 ス ノ 乏ニハ非

ザ ル ガ故 轟、 撒 後 判 定 及 ピ診 断 ニ ハ役 立 ツベ カ

ラザ ル モ ん 一シア、 結 局 血 清 學 的 反癒 ニハ何 等

實瞼 的 意 義 ラ附 ■・ル 事能 ハ ズ ト極 言 セ リ。G、

Finzi∴ 櫨 レバ人 、 牛 、 鳥 ノ各 型 結 核 李等 培 養

菌 ヨ リ製 セル 「ア ンチ グ ン」ハ夫 々結 核 晃 疫馬 血

清 二封 シテハ何 レモ補 盟轄 向能 力 ラ有 スル モ、

其 程 度 ハ種 々異 ナ レ リ。 然 ル ニ凝 集 能 力 二就 キ

テハ其 動 揺 大 占 シテ、 補 艦 結 合 作 用 著 シキ菌 二

於 テ モ、 弱度 補 禮 結 合作 用 テ示 ス菌 二比 ス レパ

凝 集 能 力 却 テ少 キ事 ア リ ト。K.Prei8ichu.E。

Roman等 ハ滅 菌 セ ル 結 核菌 俘 游 ・液及 ピ結 核屍

膿臓 器 「ヱ ムル ジ 才 ン」テ以 テ動 物 ラ虜 理 スル時

ハ先 ヅ凝 集 素 ラ生 ズル モ、補 盟 結 合抗 艦 ノ産 出

ハ極 メ テ僅 少 ニ シテ沈 降 素 ハ全 ク生 ゼズ ト。 故

二斯 ク シテ作 レル血 清 ハ結 核 豫 防勉 二治 療 上 何

等 数 果 無 キ モ ノナ リ ト論 断 セ リ。 然 ル ニF.

ArloingetR.Biot等 ハ 「ツベ ル ク リ ン」ラ「ア

ンチ ゲ ン」 トシテ凝 集 反 慮 及 ビ 補 盟 結 合 反 磨 テ

封 比検 査 シ結 核 免 疫 盟 ハニ種 ノ型 ニ テ存 在 ス ト

言 ヘ リ。 即 チー ツ ハ凝 集 性 ナ ルantibakteriell,

他 ノー ッハ補 盟 結 合 性 ナ ルantitoxischノ モ ノ

ニ シテ、 且 ツ是 等 雨 者 ハ 同 ジ ク相 虹 行 シテ産 出

スル モ ノナ リ ト報 ゼ リ.爾 ホP.Courmontハ

150例 二就 キ テ皮 膚 反 磨 、 凝 集 反 磨 及 ビ補匿 結

合 反慮 テ試 ミ、Pirquet氏 反 磨 ノ長 所 ハ豫後 不

良 ノモ ノニ陰 性 テ示 ス事 ニ シテ、 凝 集 反 癒 モ亦

豫後 不 良 ノ際 ハ其 憤 降 下 ス ル カ或 ハ全 ク陰 性 ト

ナル。 然 ル ニ補 艦 結 合 反 庭iハ死 二至 ル迄 陽性 テ

呈 ス。故 二是等 第 三 反 磨 テ同 時 二行 ヘ バ各互 二

其 慣値 テ大 ナ ラ シムル モ ノニ シテ、 共 二陽性 ハ

診 断 的 二、 又 共 二陰 性 ハ結 核 ノ豫 後 判 定 二甚 ダ

意 義 存 ス ト設 ケ リ。 更 二P.CourmontetA.

Dumas等 ハ極 メテ 輕 微 ノ結 核 性 病 壁 二 於 テ

モ、凝 集 反 磨 ハ 補 禮 結 合 反 庭iヨ リモ鋭 敏 ニ シテ,

殊 二窒扶 斯 恢 復 期 二於 テハ 明 カ ニ鑑 別 シ得 ト言

ヘ リ。M.Aitoffハ 之 一 反 シテ クー ル モ ン、

フ ・ル ネ ー氏 等 ノ凝 集 反 慮 トベ ス レー ドカ氏擁
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盟結合 反 慮 トテ比 較 セ ル ニ後 者 ノ優 レル テ見 タ

リ。 即 チ凝 集 反慮 ハ 頗 ル 非特 異 性 ニ シテ 且 ツ治

癒結核 ニ モ陽 性 テ呈 スル モ、 ベ ス レー ドカ氏 補

盟結合 反 慮 ハ 最 モ良 好 ナル成 績 テ得 タ レバ ナ リ

ト。A.L.Punchハ 凝 集 反 慮 、 補 艦 結 合 反 慮、

「ツベル ク リ ン」反 慮 及 ビ「オ ブ ソニ ン」測 定 テ比

較 シ、 結 局確 實 二結 核 病 竃 ノ存 否 テ決 定 スル ニ

ハ補盟 結 合反 慮 優 レ リ ト樗 シ、M.Isabolinsky

u.W.Gitowitch等 ハ ブtル ネー 氏凝 集 反 慮

ハ臨躰 的 二更 二精 査 シテ、 之 テ基 礎 トセバ確 實

ナル判 断 テ下 シ得 ル ニ止 マ ル モ、 ベ ス レー ドヵ

氏補膣 結 合 反慮 ハ 之 二反 シテ甚 グ特 異 的 且 ツ良

好 ナ ル診 断 法 ナ リ ト推 賞 ス。 然 レ ドモW.E.

且ilgersハ フ ォル ネー、マ テ{フ ィ、A"iス レー ドカ

氏等 ノ法 テ比較 シ、 何 レモ早 期 ノ患 者 ニ ハ不 確

實 ナ リ ト述 べ、F.Klempereru.A.Salomon

等 モ フ,ル ネー氏 凝 集 反 慮 、 マ イニ ッケ.グ ラ

ニー、 マ ティフィ氏 等 ノ沈 降 反 慮 テ否 定 シ、 ワ.

セル マ ン及 ピベ ス レー ドカ氏 等 ノ補 禮 結 合 反 慮

モ確 實 ナル活 動 性 結 核 ニ ハ大 部 分 陽 性 ナ ル モ、

非 活動 性結 核 ニ モ相 當 陽 性 テ呈 スル ガ故 二疑 問

ノ場 合 ニハ確 實 二匠 別 ス ル テ得 ズ ト宣 ベ タ リ。

最近P.CourmontetMonziols等 ハ30名 ノ

徴毒 及 ピ結 核 ノ疑 ヒ無 キ モ ノ ト看 倣 サ ジタル 健

康兵 士 二就 キユ 氏 徽 毒 反 慮 、 べ氏結 核 補 盟 結 合

反庶及 ビ結 核 凝 集 反 癒 テ施 行 セル ニユ 氏反 慮 ハ

悉 ク陰 性、 べ氏 反 慮 ハ1例 陽 性 ニ シテ之 ハ結 核

疑似 ノ診 断 ニ ハ最 モ必 要 ナ リ。 凝 集 反 磨 ノ・殆 ド

大多数 二強 陽 性 ナ リ。 又97名 ノ、結 核 疑 似 兵 士

二於 テ69例 ハ臨 躰 所 見 拉 二 補 膿 結 合 反 磨 共 ニ

ヨクー 致 ス レ ドモ、20例 ハ 之 二反 シテ相 一 致 セ

ズ。 故 二此 反慮 ハ債値 ア レ ドモ、 疑 似 結 核 ノ際

一ハ之 ノ ミー ヨ リテ全 ク確 實 ナ ル法 ト稻 スル テ

得 ズ。補 膿 結 合 反 慮 ハ結 核 ノ登 展 シツ ・アル モ

ノニ陽性 ナ ル モ、 凝 集 反 慮 ハ治 癒 結 核 或 ハ軍 一

結核 菌 ノ侵 入 ニ ヨ リテ モ陽 性 二現 ル ・ガ故 二、

雨反 磨 陽性 ノ場 合 ハ結 核 ノ疑 問 テ惹 起 セ シ ムル

モ之 二反 シテ雨 反 慮 陰 性 ノ時 ハ確 カ ニ結 核 テ否

定 シ得 ベ シ ト論 ゼ リ。

禰 ツ テ本邦 二於 テハ、 以 」洛 種 ノ佃 青免 疫 反 慮

二就 キ テ夫 々個 〃 ノ研 究 勘 カ ラズ ト難 モ、 夫 等

ノ相 互 關係 ∴關 スル綜 合 的槻 察 ノナ サ レタル ハ

甚 グ勘 ナ ク偶 々余 ガ兄 出 シ得 タル ハ鴻 上氏 等 ノ

業 績 ノ ミナ リキ。 今 之 テ摘 録 セ ンニ同氏 等 ノ補

艦 結 合 反 慮 及 ビ在 來 ノ「ア グル チ!一 ゲ ン」テ使

用 セル凝 集 反 慮 成績 ハ重症 テ除 キ テハー 致 セザ

ル場 合 多 キ モ、 大 禮後 者 ハ診 断 テFl的 ト シテハ

意 義i妙ナ ク、 唯 活 動 性 結核 ノ豫 後 測 定 上 ソ ノ慣

値 ア リ トナ スベ ク、 之 二反 シテ結 核 補 禮 結 合 反

癒 ハ早 期 診 断 上 極 メ テ有 意義 ナル モ ノナ ル事 テ

提 唱 セ リ。 尚 ホ最近 今 村教 授 ハ 四 百例 二於 テ補

禮 結 合 反 慮 、 凝集 反 慮 及 ビ赤 血 球 沈 降 反 癒 ト ノ

ー 致 卒 テ検 シ補 結 反及 ビ凝 反 ハ陰 性 陽 性 テ通 ジ

テ73%ノ ー 致 卒 、 補 結 反 及 ビ赤 沈 反 ハ70%、

凝 反 及 ピ赤 沈 反 ニ テハ79%ノ ー致 卒 テ得 タ リ。

而 シテ凝 反及 ビ赤 沈 反 ハ操 化簡 輩 ナ レ ドモ判 定

困難 ニ シテ、 然 モ補 結 反 ヨ リモ爾 ホ其 意 義 テ明

カ ー ナ シ難 キ テ以 テ、 實 際 的 慮 用 假 値 少 キ ガ如

キ モ、爾 ホ今 後 ノ研 究 二候 ツ所 多 シ トナ シ、 且

ツ補 膿 結 合 反 磨 ハ結 核 ノ末 期 二近 ヅ クニ從 ヒテ

他 ノ反惚 二比 ス レバ陰 性 ニナ ル場 合 多 シ ト言 ヘ

リ。

以 上 一 ヨ リ結 核 凝 集 反 磨 拉 二結 核 補 艦結 合 反 癒

間 ノ關係 二就 テ ノ最 近 二至 ル迄 ノ文 獣 ノ大綱 テ

記 載 シ得 タ リ ト信 ズ。 由 是 観 之 二是 等 雨 反 慮 二

就 キ テハ互 二密 接 ナ ル關 係 テ有 ス ト唱 フル モ ノ

アル モ、 或 者 ハ又 是 等 ノ間 ニハ 嚴 密 ナ ル嘔 別 ア

リテ互 二其 本 態 テ異 ニ スル モ ノナ リ ト宣 ブ。 又

一 方 二於 テ診 断 的 豫 後 的 二夫 々債値 ア リ トス ル

モ、 他 ノ∫二於 テ之 テ反駁 ス ル ア リ。其 何 レ ノ説

テ探 ルベ キ カ ニ就 キ テ ハ現 今 筒 断 定 テ下 ス テ許

サ ・"ルノ状 態 ニ ア リ。

第 二 節 實 験 材 料 及 ビ方 法

結核 凝 集 反慮 二關 シテ ハ凡 テ第 四 章 二述 ベ タル

所 二糠 リタル テ以 テ此塵 ニ ハ其 テ省 略 シ、專 ラ

補 膿 結 合 反 慮 二就 テ ノ ミ記 載 ス。

第 一 項 實 験 材料

(1)可 検 血清:成 ル ベ ク早 朝 室 腹 時 、無 菌 的・
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二静脈 穿 刺 ニ ヨ リテ得 タル 血液 ジ氷 察 昌放 置 戒

ハ室 温 二∴ 査 夜 放 置 シ、 分 離 セル モ ノ昌 シ テ、

使 用 二際 シ撮 氏56度A30分 間 加 熱 非 動 ラ施 セ

リ。

(2)血 球:普 通 脆 繊 維 牛血 球 ラ敷 回 生理 的 食

鞭 水 ラ交 換 シ・ソ・反 復 洗 條 シ、最 後 二約2000同

1鱒位 、15分 間遠 心 スル後 、 其L濾a可 及 的 二

「ピペ ッ ト」ニ テ取 捨 テ
、斯 ク シ ナ得 タル洗 糠 牛

血 球 ノ ・定 最 チ取 リ、 義ζ二生理 的 食鞭 水 テ加 ヘ

テー 定 稀繹 度 ノ血球 俘液 テ調 製 ス。

(3)溶 血 性 隻 介罷(「ヘ モ リ ジ ン」):一 般 乃の式

二從 ヒ テ得 タ ル1000倍 以 上 ノ溶 血 慣 テ 有 スル

抗 牛 血 球 免疫 家 兎 血 満 ニ シテ、56℃ 、30分 間 加

熱 非動 テ施 シ、0.5%ノ 比 二石炭 酸 テ加 ヘ テ 「ア

ンプ レ∫二小 量 分 注 シテ冷 暗 所 二貯 蔵 ス。而 シテ

其 溶 血 慣 ハ時 々反覆 測 定 シテ其 償 テ攣 ゼ シメザ

ル様 注 意 セ リ。

(4)感 作 血 球:溶 血 系 トシテ ハBrowning

氏 二從 ヒ常=3%ノ 感 作 血球 ラ用 ヰ、 術 ホ此 際

溶 血素 ハ8軍 位 宛 ラ加 フ。 即 チ今 一 定 量 ノ感 作
'血球 液 テ作

ル ニハ 該 量 ノ食 賂 水 ラ 大禮 二等 分

シ、 一 方 ニハ所 要 ノ血 球 全 部 テ加 へ他 方 ニ ハ所

悪 踏 血 素1鯖 全 部 珈 へ 能 ク1昆和 シ タル後

雨 者 テ合 シ再 ビ ヨ ク振 盈況 和 シ、然 ル後37℃ ・=

少 ナ ク トモ30分 間 以 上保 チ テ感作 ス ル テ要 ス。

(5)補 禮:健 康 ナル海 瞑 数 匹 ヨ リ早 朝 室 腹 時、

心臓 穿 刺 一 依 リテ 得 タ ル 新鮮 ナル血 清 テ使 用

スo

(6)「 ア ンチ ゲ ン」:

(a)結 核 性 「ア ンチ ゲ ン」:約1ケ 月 間 ベ ス レ

ー ドカ氏培 養 基 二 培 養 充 分 繁 茂 セ シメ タル 「ク

ー ル モ ン」株 結 核 菌 テ1000C、1時 間 蒸 汽滅 菌

シ、 直 二1ア ン チゲ ン」トシテ 用 ヒル事 無 ク、 其

儘 室 温 二 約2週 間 放 置 シ、 其 間3同 各30分 宛

100℃ 二加 熱 シテ「ア ンチ ゲ ン」能 働 力 飽 和 ノ駄

態 ニ ナ サ シメ、 後 直 二菌 膿 ノ大 部 テ濾 別 シテ其

濾 液 テ 「ア ンチ ゲ ン」ト シテ使 用 ス。

(b)徽 毒 性 「ア ンチゲ ン」:結 核 補 膿 結 合 反 磨

ハ必 然 フ ソセル マ ジ氏徽 毒 反 慮 ト所 謂 拉行 試 験

ヲ行 ハ ザ ル ベ カ ラズ。 故 二此 日的 ノタ メ 昌著 者

ハ牛 心 ノ 軍 純 ナ ル 純 「アル コー ル」浸 出液 ラ貯

へ 實 瞼 二 際 シ テハ 豫 メ 之 ノ1・5ca箭1%

Cholesterin-alkoh61溶 液1.Ocaラ 加 《・タル混

合液 チ生理 的 食 盟 水 テ以 テ30倍 高稀 稗 シテ抗

原 トセ リ。

(7)他 昌滅 菌試 験 管、 「ビペ ッF.1試 験 管 壷 、 生

理 的 食鞭 水等 テ用 意 ス。

第 二項 豫 備 試 験

(1)補 艦 ノ最 小溶 血 償～貝1j定:補 艦 ハ毎 回補 艘 償

テ測 定 シタ ル後 使 用 セ リ。 卯 チ次 表 二於 テ3%

感作Il吐球 俘 游 液0.5テ 完 全 二溶解 スル ニ要 スル

補 盟 量 テ以 テ最 小溶 血 慣 一 輩 位 トナ シ、第 四管

完全 溶 血迄(一一軍 位0・01cmノ 補 禮 ラ 用 フル事

トセ リ。(第27表)

第27表 補饅最少溶血 量測定表

試験麗 剃 ・国 皿岡V

饗 髄頓(1:喋lli謂 舘 講iへ 　

3ク6癬 血球液 「砺}万 コ510.5io.51・.

37。C重湯煎1時 間15分

成 績 列 定

(2)抗 原 ノ溶 血 阻 止量 測 定 くA.K.D.):凡 テ

ノ抗 原 バ ー 定 量 以 上 二及 プ時 ハ溶 血 反 癒 テ阻 止

ス ル ガ故 二豫 メ之 ノ量 ラ測 定 シ置 キ、 本 試験 ニ

ノ・其 レ以 下 テ 用 ユ ル事 ラ要 ス。 即 チ抗 原 ノ種 々

ノ階 段 的 稀繹 液 ラ造 リテ、 夫 等 ノ0.5c・q宛 二就

キ次 表 ノ如 キ検 査 テ ナ シ其 阻 止量 及 ピ阻 止 下量

ラ定 メ、本試 験 ニ ハ常 二阻 止 下 量 ノ牛量 テ用 ユ。・

(第28表)

第28表 抗原溶 血阻止量測定表

抗 原 ・・5)12・SflSfi・ ・fl・Sfl2・fl3・fl4・f

補 eel2Ei2El2El2El2EI2El2E
37。C1時 間 牛

感 蠣 液1・ ・51・・Sl・・5!・・Sl・・Sl・・Sl・・5

97℃1時 間15分

成 績 剣 定
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(3)免 疫 血清 ノ溶 血 阻 止量 測 定:免 疫 血iilモ

其量 一定 量 以 上 ニナ レバ抗 原 ノ場 合 ト同様 二其

レ自身 ニ テ補 盟 ノ作 用 テ阻 止 シ溶 血 ラ妨 グ ト言

フモ、著者 ハ結核 補 禮 結 合 反癒 二於 テ ハ0.1琵 、

ユ 氏反庶 二於 テハ0・05耗 テ 用 ヒテ 何 等 斯 ノ如

キ事 テ認 メザ リ シテ以 テ、 本 實 験 二於 テ モ各 々

此量 テ用 ヰ タ リ。

第 三 項 本試 験

結核補 盟 結 合 反慮 ハ其 「ア ンチ ゲ ン」ノ種 類 如 何

テ論 ゼズ多 少 二拘 ラズ徽 毒 血 清 ニモ非 特 異 的 ノ

陽性 反癒 テ示 ス事 アル ハ從 來 殆 ド凡 テ ノ學 者 ノ

認 ムル所 ニ シテ、 是等 雨 反 慮 二拉 行 シテ 同時 二

試験 テ行 フニ非 ザ レバ、 該 反 慮 陽 性 ハ果 シテ結

核病竈 ノ存 在 二因 ル モ ノナ リヤ否 ヤハ疑 ハ シ。

依 リテ余 モ亦 結 核 拉 二徽 毒 雨反 癒 ノ拉 行 試 験 二

就 キテ ノ操作 法 テ述 ベ ン トス。

第29表

先 ヅ結 核補 龍 結 合 反慮 二於 アハ各 可 検 血 満 侮 一

小 試 験 管4本 宛 テ使 川 シ是 等 二九 々順 次 二生 理

的 食鞭 水0.5qa、 阻IL下:ll:ノ 牛,ltノ抗 原 液0.5ca

及 ピ可 検 血溝(非 動 性)0.1c.cテ 注 入、 之 二補 罷

ラ2Eヨ リ始 メ テ1E宛 塒 黄1:的・;加フ。 爾 ホ抗

原 血 溝 及 ビ補慌 ノ各封 照 テモ設 ケ、 内客 テ ヨ ク

振 獣 混 和 セル後37℃ 重 湯 煎 二 浸 ス事1時 間 二

及 ブ。 後 第:次 系(3%感 作 牛 血球 浮 游 液)0.5

qaテ 各 管 一 入 レ更 二混和 、 ・E湯煎 中 二1時 間 描

入 ス。 斯 ク シテ取 出 セ ル 後 約15分 テ縄 テ成 績

テ看 取 セ リ。

次 二徽 毒 ユ 氏 反 磨 二於 テ モ大 膿 上 述 二同 ジ ク唯

異 一 スル ハ補 膿 量 ニ シテ此塵 二於 テハ2E,4E

及 ピ6Eノ 三管 ノ ミ。 爾 ホ血 清 ハ0.'05c.q宛 ラ

使 用 ス。

今以 上 ノ雨 反 慮 二就 キ本試 験 検 査 術 式 テ表示 ス

著者 ノ探 レ'レ結核補饅結 合反磨検査術 式

試 験 管 番 號腔
試 験 ●抗 原

封 照
血 清
封 照

補 盟 封 照

11121314 1121314

生 理 的 食 藍 水 0.5 0.5
1

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

「アンチ期 量(A-WKD・) 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 一

可 検 血 清 0.1 0.1 0.1 0.1

i

0.2
●

補 髄 量 2E 3E 4E 5E!

一

2E 2E (1:40)
0.1 0.2 0.3 0.4

37℃ 重 湯 煎1時 間

3%感 作 血 球 液1・ ・51・ ・5」 ・・51・ ・51・ ・51・ ・51・ ・51・ ・51・ ・51・ ・5

37。C重 湯 煎1時 間

直 二 成 績 列 定

●

陰 性

微弱陽性

弱陽性

中等度陽性

強陽性

最強陽性

成績判定 ノ記載法

本試験管列全部完全溶血(一)

本試験 管列1不 完全溶血(±)

本試験管列1溶 血阻止(十)

本試験 管列1及 ビ2溶 血 阻止(什)

本試験管列1乃 至3迄 溶血阻止(柵)
、 本試験 管列全部溶血 阻止(柵)
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算30表 徴 毒三氏反慮槍査術式(ブ ロー三 ∠二氏法)

'k理 的 食 鞭 水

抗原 血清 補燈
謝照 謝照 鮒照

「アンチゲン」駈(唾 ら

、il検 血 清

補 儘 量

0.50.50.50,50.50.5

0.50.50.50.5

0.050.050.050.05

2E4E 6Ei2E 2E2E

37'C重 湯 煎1時 間30分

3%感 作 血 球 液1・ ・51・ ・51・ ・51・ ・51・ ・5・ ・5

37℃ 重 湯 煎1時 間15分

室温叉 ・・氷室24時 間後成績判 定

戒 績 列 定

陰 性 … … 本試験管列全部完

全溶血(一)

微 弱陽性 … ・本試駿管列1不 完

全洛 血(± ♪

弱陽性 ・・… ・本試験 管列1溶 血

阻止(十)

中等度陽性 本試駒管列1及 ビ

2溶 血阻止(e)

強陽性 … … 本 試験 管列 全部溶

血阻止 〆帯)

レバ次 ノ如 シ。(第29表 及 ピ第30表1

第四項 實験患者

實験 二供 セシ材料ハ王 トシテ吾有馬内科教室ヨ

入院 セシ者 ニシテ其線撒132例 、且ツ線 テニ「レ

ントゲン」胸部検査及 ビMantoux氏Tuber-

kulin皮 内反慮テ施 シ結核感染状態看取 ノ便二

資 セリ。以上 ノ内臨躰的二活動性結核 ノ存在 ラ

否定 シ得ル、健康膿及 ピ結核以外 ノ他疾患者40

例 ハ封照、臨躰的 二多少結核 ノ疑 テ有スルモ著

シキ所見テ訣 ク者7例 及 ビ多少 二拘 ラズ結核性

ナル事 テ確認 シ得ベキ結核患者85例 ハ其残 リ

テ占ム。

伺 ホ結核疾患者二於テ其感染各病期別 二基 グレ

バ次 ノ女ロシo

第31表

早期肺結核(34例)

初感染

数例

肺門淋巴腺結核

早期浸潤、 早期空洞

肺尖結核、上葉播種結核

結核性大葉炎

粟粒結核

晩期肺結核(44例)

結節性堆殖型肺瘍

織維性硬化型肺瘍

肺炎性滲出型肺虜

2

8

6

3

1

4

1

混合型

結核性肋膜腹膜炎

6

1

5

2

7

4■

ー
ム

」-

第三 節 實験 成績

以上ニヨリ検索 セシ結果 テー括表示 スレバ次 ノ

如 シ。

健康封照者並 二結 核疑似 者 二於ケ,レ成 績一覧表

番號 氏 名 性 年齢 臨 抹 診 噺
マ ソ ツ

ウ氏 反

窓

結核凝集
反磨雛 孟灘

1 前 田 ♀ 201健 康 特 160 一 一

2 本 松 舎 451麻 癖 性 痴 呆 症 十 20 柵 柵

3 神 熊 舎 401健 康 什 80 一 一

4 近 宏 ♀ 211急 性 腎 孟 炎 朴 40 一 一

5 小 久 舎 23隊 崩 症 十 80 一 一

6 岩 守 舎 51鍵 康 十 40 一 一
一

7 津 垣 舎 55,萎 縮 腎、膳 軟 化 十 80 十 一

8 阿 ユ ♀ 321胃 潰 瘍 昔 140 一 一
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40

80

 

十

十

什
三

一
=

一

柵

RO

80

40

10

十十

十

十

十十

柵

柵
一

心

二
柵
柵

柵

 一

一

一

　際
動
弱

慢 性 大

ウ イ 轟レ ソ ソ

1帥 経 衰

 

娼♂五

微 毒

脈 硬 化 症

搬 性 硬 化 症

 

遮
肝
亜

多

柵

一

80

80

160

160

40

40

80

80

80

80

40

 

十

十十

十

±

症尿 毒

急 性 腸

鱒 膜 症、

肺 炎 後

炎
塗

症

'
暢

胎
康

十十

 

健

氣脚

十

柵

十十

十

一十

一

一

±

=一

帯柵

冊

一

柵

柵

 

冊

冊

柵
三

田

十十

十

一一

一=一

80

80

80

80

160

80

80

80

20

80

80

80

80

80

80

160

160

160

320

咽 ・ 喉 頭 ・炎へ　 　

健 篇 旗
・億

.∵ 康

健 康

慢 性 腎 炎

健 康

康

柵康

康

健
亘

健

柵

十

 

康

.康
健
曜

康健

十瘍潰胃

十

圭

±

癬 膜 症 、糖 尿 病

脚 氣

麻 癖 性 痴「 某

25

22

50

72

57

71

45

42

36

19

16

55

20

20

18

41

18

20

18

19

20

18

28

46

35

 

♂三

 

高

♀

♀

 

入中
鴨
■
'

♂

♂

。†

♂

U

♂
♂

♂

一

入 三

山 甚

光 工

大 憲

池 政

丑

正

長

♂次

♀君

♀芳

♂参

♀そ

し

♀

♀

れ

ち

1小

さ

♀

♂

よ
幽
暑

♂

30

65

⊥
÷

島
一徹

勇
か

血盗

慢 性 氣 管 枝 炎

±

什

痛経

康健

柵

柵

什

肺 結 核?

漕 伏 結 核?

肺 炎 加 答 見?

熱輕
揃

80

80

柵

感 冒 、 脊 髄 「カ リ ヱ ス」

肺 門 結 核?

53

66

59

18

21

28

42

18

22

16

35

 

惣

9

10

11

12

13

14

15

16

』
B

志
上
ボ

19

20

伊

♂

伊
正

片

21

22

23

24

25

由

一

二

一

一

一

安

一赤

永

中

一山

一山

一森

一大

一岡

清

一宮

…嘉

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

♀

♂

♂

♂

♂

小 ア

高 す

北 忠

佐 入

丸 英

植 喜

37

38

39

40

41

42

43

♂

か
蕎一

441西

45 1室

♂正46 !齊
。
+静47 正

第32表 結 核疾患者 二於 ケ)lz成績一覧表

 

、

番號 氏 名 性 年齢 病 名

マ ソツ

ウ氏反

慮

結核凝
集反磨

結核補
髄結合
反噸

ヱ氏徴
毒反慮

備 考

1 大 林 早 35
-

32
-

26

陳 奮 性 初 期 浸 潤 什 160
-一 層 一

320

柵 一

ヱ
3

刀 つ ♀一
♂

陳 奮 性 初 期 攣化 群 柵 十 一

今 敬 結 核 性 大 葉 炎 什
一 一

320 一 一
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亡痂臣74後査検

亡境卜63後査検

柵

一

一

一

÷

柵

二
≡

T
辛

岩

雛

葺

詰

+
什
器

柵

柵

+

器

柵

冊

什

冊

+

+

冊

+

柵

柵

柵

柵

骨

冊

冊

冊

柵

㎜

墨

-。

如

署

揚

-。

揚

謝

揚

-。

-。

-。

⑳

-。

-。

-。

-。
ω

如

-。
蜘

揚

-。

㎝

㎜

-。

蜘

-。

-。

謝

-。

鴇

㎝

m

揚

號

五

⊥

弄

葺

帯
什
柵
葺

+
柵
帯

什
葺

帯

帯

柵
什
若

骨
昔

+
柵
柵
+
什
葺

柵
+

冊
什
冊

+
督
+
+
督

臓

服

　核

蕃

奮

}腺
腺

"鰍

緬
瑚
二
贈

,,

肺 門 腺 石 灰 化

陳 郷性肺門川圃寝潤

肺 門 腺 石 灰 枕 著
11」Ivi空 洞

上 葉 性 播 種 結 核

,,

核

化

核

潤

核

潤

核

結

硬

結

寝

結

浸

結

,

葉

葉

葉

尖

葉

葉

葉

上

上

上

肺

上

上

上

血 行 性 播 種 結 核

核

炎

炎

結

膜

膜

粒

肋

肋

り

　

粟

性

著

性

温

癒

慢

右

左

　

　

　

　

　

だ

撃
轄

性
性
腹
撃

腔

漁

奮

癒

温

節

右

陳

肋

右

左

結

鷲

瘍
鵬

性

瀧

肺

灘

"
布

空

性

空

撒

性

節

性

行

節

節

血

結

結

結

醐,泓
互

蛉
蕃

亘

3・
蕊
亙

33
一33
可
互

%
互

2・
舞

襲

嚢

39
塁

%
覗
29
器

B
薯

互

節
嘉

互

訂
薯

嘉

2。
器

王
土
⊥
♂
工
♀
王
⊥
⊥
♂
T
1
土
⊥
i
土
÷

ぢ
盤

亜
耕
下

か
寅

正

下
亘

荻
正

畏
璽

述
仁
鈴
中
漸
田 畏

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

み

艘

ヒ
芝

玉

敬

澤

紳

大

須
一西

日

16

17

18

19

20

21

T
■
⊥
♂
王
÷

1
⊥
♂
一♀

西 光

高 敏

山 英

澤 清

上 つ

星 ち

種 二

上 吉

梅 善

 

22

23

24

25

26

27

28

29

憲三

1
土
÷

王
♀
土
土
♂
亙

♂
丁

舎
⊥
舎
下

♀

長 り

本 與

望 ぜ

山 徳

川 末

葛 房

柳 フ

水 ト

鈴 キ

石 竹

下 長

眞 博

藤 清

櫻 令

品 義

古 正

玉 一

大 に

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49
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50 田 幸
一
含一
♂一
♂一
♂一
♂一
皐一
♂一
舎一
♂一
♂一
♂一
♀一
♂一
♂一
♂一
♂

-

i
♀一
♂一
♂一
♀一
♂一
♂一
♀一
舎一
♂一
♂一
♂一
♂一
舎一
辛一

土
♂一
♀一
♂一
舎

一
32 ,D 柵 20 一 一

51 金 富 27
-

21
-

37
-

28
-

33

結 節 性 肺 虜 柵 160 柵 一÷ 検査 後123ロ ニテ死亡

52 佐 伍 結 節 性 空 洞 性肺 瘍
__-一}一 一

一 40
一 一

640
--

160

一
一}

柵
一 一 　

柵

一 一 騨 一}一

検査後72日 畠テ死亡一

旦
旦
重
旦
57

}

岡 孫
一　

9,

一 一
什

二_
一中 榮

一

一⊥___
軒

森 す ,,
一 320 冊 一

"}一 一一

_〇一 一 一

検査 後62日 ニテ死亡
臨一一

三 博 16
-

18
-

31
-

36
-

40一

旦
24

-

14
-

26
-

32
-

20
-

51
-

38

24
-

19
-

48
-

32一

旦
20

-

23
-

32
-

34

35
-

19
-

22

一

結 節 性 肺 瘍 一 160 什 一

_一 一

検査 後34日 ニテ死亡

白 健 結 節 性 空 洞 性 肺虜
一

卦 160 一 一

58一

旦
旦
61

-

62一

旦
旦
65一

旦
旦
旦
69

堤 篤 硬 化 性 空 洞 性肺 瘍
_一 一 一 富 一 一一 一一

80
一 虚『

320

冊 一

,一 一 　

和 政

柵
一 一一

柑 柵 一

,一_一一

{一 一一 一
城 太

.ま'一 一__

,D 柵 80 柵 一

王 置 ,, 柵 160 冊 一

_一 一 一 窄一 一 一,

満 龍 硬 化 性 肺 虜 十 20 什 一

手 幸 硬 化 性 結 節 性肺 瘍 柵 80 鼎 一
一 一

加 政 硬 化 性 空 洞 性肺 瘍 什 80 什 一

荻 惣 ,, 什 640 冊 一

山 「き ,, 柵 80 十 一

黄 ぜ ,D 十 40 什 一

入 飛 硬 化 性 結 節 性肺 瘍 什 80 十 一 槍査後147日 ニテ死亡

山 宣 肺 炎 性 空 洞性 肺 瘍 督 40 什 一

_一_一 一 一

検査 後107日 ニテ死亡

旦
ユ
72

-

73一

丑
互
至
77

山 一 肺 炎 性 肺 瘍 什 160 冊 一
検査後73日 ニテ死亡

山 六一弄 一'喜
,, 十 40 十 一

検査後64日 ニテ死亡

,, 督 20 什 一
検査後74日 ニテ死亡

山 ヒ ,, 骨 80 柵 一 検査 後87日 ニテ死亡

畑ZF 肺炎性結節性空洞性 柵 80 柵 一

山 哲 ,, 柵 40
--

80

柵 一

頑 太 硬化性肺炎性空洞性肺瘍 柵 柵 一

佐 義 混 合 型 空 洞 性肺 瘍 什 40 冊 一

ヱ
79一

旦
旦
里
旦
里
85

工 米 ,, 十 40 柵 一

富 正 肺 炎 性 結 節 性肺 瘍一 　
督 40 柵 一

一

打 隆 混 合 型 空 洞性 肺瘍 什 640 冊 一 検査 後40日 ニテ死 亡

菅 ア 36
-

28
-

18
-

37
-

32

,, 什 40 冊 一

土 四
一 一 一

坂 愛

,, 督 40 柵 一 検査 後80日 ニテ死 亡

., 什 160 冊 一

古 米 ,, 什 160 十 一

阿 國 ,, 柵 320 骨 一

今此塵二結核凝集反慮80倍 迄 テ陰性 ト假定 シ,

補盟結合反慮 ト共二該成績 テ概括的比較表示 冬

レバ次 ノ如シ。(第33表)

第33表 凝集反庶及ピ補盟結合反磨陽性度比較

者患
)

疾
剛

核
⑱

結例
㈲

4。
慣

者
陽塞健

晒

性陰性陽性陰性陽

　

ラ

%

%

49

15

以

説
崖　
　

%

%

51

85

く

く

娼

72

　

　幾際紛

劾

10

18

駅

研

即 チ封 照者40名 中36名 ハ凝 集 反 磨 陰 性(90、%)、

4名 ハ 陽性(10%)、 結 核 患 者85名 中陽 性43名

(51%♪ 、陰 性42名 く49%)テ 占 ム。 爾 結 核 疑 似

者7名 二於 テハ 陽性5、 陰 性2名 ナ リ キ。 同 ジ

ク補 禮 結 合 反慮 二 於 テノ・封 照 者40名 中陰 性27

陽 性13ナ ルモ、 此 中ヱ 氏 反 慮 陽 性7名 テ 除 ク

時 ハ上 表 ノ如 久 陰 性27(82%)、 陽 性6(18%)

ラ示 ス、結 核 患 者85名 二於 テ・・陽性72(85%)、
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陽性13名(15%)ナ リ、結核疑似者二於テハ陽

性4名Ul12名 ハ2氏 反慮陽性)、陰性3名 ナリ

キ。即チ之 ニヨリテ見ルニ、凝集慣80倍 ラ灯己準

トセル凝集反慮ハ封照二於テハ大部分陰性テ示

スモ、結核患者二於 テハ陽性陰性殆 ド相牛バシ、

補艦結合反慮 ノ陽性度二及バザル事遙二逮 シ。

從 テ活動性結核 ノ診断 ノHC1勺=ハ 凝集反慮 テ用

フル、不適當一シテ、此貼補肥結合反慮二優越

ラ見出スベ シ。

次 二凝集反慮蚊 二補禮結合反慮二於テ陽性拉 二

第34表

陰 性 テ通 ジ テ ノー致 率 ラ観 ル ー;・一、 被 検 纏 歎123

例 中陰 性 一 致 敷35名 、 陽 性 一 致 敏39名 、 合計

74名 ニ シテ、帥 チ65%二 於 テ雨反 慮 一 致 スル テ

兄 タ リ。 封 照 者 拉 二結 核 疾 患 者別 二就 キ テ ノ詳

細 ハ第34表 ノ如 ク、 封 照 者33名 中25名(75.7

%)、 結 核 患 者 二於 テハ85名 中46名(54.1%》

ノー 致 牽 自 シテ、 即 チ前 者 二於 テハ 爾反 慮 比較

的 ヨ クー一・致 ス ル モ、 後 者 二於 テ ハ唯 其 過 牛 ラ占

ムル ニ過 ギザ ル ナ リ。

以 上述 べ シ所=依 リテ明 カ ナ ル ガ如 久 凝 集反

凝集反慮及ピ輔燈結合反慮陽性度一致率

一 致 鍛(96)
i封照 者33名 中25名(76%)

結核疾 患者85名 中46名
(54%)

嘩馴凝騨1計
凝ぎ畢1蝉畢1計

補髄結合 反慮(一) 25 2 27 8 5

i13補髄結合反慮(+) 6 『 6 34 38

一

72

計 31 2 33 42 43185

磨ハ或凝集度テー定標準 ト定ムル時 ニハー般ニ ルモ、更二是等抗胆 ノ消長 ト結核各病期二就キ

陽性卒低 キガ故二結核罹患 ノ診断 二資 スル事ハ 併 セテ観察封比セント欲 ス.凝 集反慮 ト結核各

甚ダ困難ニシテ.補 膿結合反慮 ニー歩譲ル所 ア 病機 トノ關係二就キテハ既 二第五章 二於テ詳述

第35表 肺結核各病期二於ケノレ凝集反磨趾二補饅結合反慮
1

病 型 例 鍛
結 核 凝 集 反 鷹 結核補饅結合反感

1・12・14・18・116・132・1餌 ・ 一1+国 州 冊

早

期

肺

結

核

初 感 染 21
ヒ 一

一

一

1
_一

一 一一 一

1 1
1

一 一

1

一 一

1

一

一
2

一

一
2

1

結 核 性 大 葉 炎 1 1

一

一 一『

　 一

一

『一

早期浸潤、早期空洞
一一

6
一

1

-一

1

1

-■ ■■■■■■■■

7

一
2

-

5

3

一
2

1

一

一
1

2

2

2.4

肺 門 腺 結 核
曹一 一

8

一
1

4

1 4
-

3

一
1

-

2肺尖結核、上葉播種 13

一
21

2「粟 粒 結 核
4

(W.R陽1)

一 ■■■■■■國■■■

1

一
1

一 一
1

一
2

晩

期

肺

結

核

結 節 性 増 殖 型
16

(WR.陽1)
1 1 1 71 4

-r

1

3
一 一

2

-L色
2i

一 一
21

9

繊 維 性 硬 化 型

　　一『

11
一

2
}

1
一

一
1

-

1
-

1

7

肺 炎 性 滲 出 型 5

1
-

1

1

〒
2

6

1

一
2

『

⊥
1

-

3
-

1

2

混 合 型 12 6 2

1
}

1

2
}

2

一 一

1

一
1

一

一
2

一
8

結 核 性 肋 腹 膜 炎 7 1 3
--

2

一

『
2

疑 似 結 核
7

(WLR陽2)
4!
41

3 1 2

健 康 封 照
40

(W.R.陽7)
1 2

一可 蓼一

盆7
2 2 8



第哩號】 原 一結核凝集反晦 二關 ス'レ研究 1009

セルヲ以 テ、此 塵 ニハ補盟 結 合 反 慮 ト併 セ テ検 査

シ得 タル結 核 患 者85名 二就 キS夫 々各病 期 別 二

從 ヒテ反 慮 度 テ比 較 表 示 ス レバ 第35表 ノ如 シ。

卸 チ凝集 反 慮 一 於 テ ハ、 封 照 者80倍 凝 集 儂 テ

示 ス 者 最 モ多 ク シチ、 他 ノ 部 分 ハ80倍 以 下 ナ

リ。 然 ル ニ結 核 患 者 二 於 テ ハ 各 病 型 テ 通 ジテ

ユ60倍 以 上 テ 示 ス 者 大部 分 ナ リ ト難 モ、 亦80

倍 、或 ハ之 以 下 ・償 テ示 ス モ ノモ亦 相 常 存 在 セ

リ。 故 二其 判 定 ハ容 易 ナ ラザ ル モ、 是 等 各 病型

個 々 二於 ケ ル状態 ハ其 趣 キ テ異 ニ シ、 比 較 的初

期 二屡 ス ト見 徹 サル ベ キ早 期 肺 結 核 殊 二早期 浸

潤 、 肺門 淋 巴腺結 核 等 ニ ア リテ テ ハ ヨ リ高 キ凝

集 贋 テ示 ス モ ノ比 較 的 多 激 ナ レ ドモ、 晩期 二向

フ ニ從 ヒテ漸 次 下 降 テ示 シ末期 二近 キ程 低 キ債

ラ示 スモ ノ多 ク肺 炎型 、 混 合型 等 ニ ア リテハ何

・レモ40倍 ノ低 キ ニ至 ル 事 ハ 先 キ ニ述 べ シ成 績

トヨク相 一致 セ リ。 然 ル ニ補 禮 結 合反 癒 二於 テ

ハ斯 ル趣 テ呈 セズ、 即 チ結 核 ノ晩 期 二進 ム ニ從

・ヒテ盆 ヒ其 陽性 度 テ増加 スル ノ傾 向 一 ア リ ト錐

モ或 病 型 二於 テハ甚 ダ ヨ ク陽性 ニ シテ100%テ

示 スモ、他 ノモ ノニ於 テハ 然 ラザ ル等 各 病 型 二

從 ヒテー定 ノ秩 序 アル 關係 ラ認 ムル事 難 シ。 是

二由 リテ観 ル ニ、凝 集 反 慮 ノ強 弱 程 度 ハ結 核 疾

患 二於 テハ病 氣 ノ消長 ト關 係 アル事 多 ク、 豫 後

的意 義 テ思 ハ シムル事 大 ナ ル モ、 補 膿 結 合反 慮

二於 テハ之 一 反 シテ 斯 ル 事實 テ 認 ム ル事 能 ハ

ズ、 寧 ロ診 断 的 目的 二適 スル ニ非 ズ ヤ ト信 ズ。

第36表 凝集反磨蛇 二補饅結合反慮相互關係(1)

爾反 慮 成 績 ラ封 比 ス ル ニ第36表 ノ如 シ.是 二

山 レバ雨 抗 艦 間 ニ ハ ー・見何 等 定 レル關 係 存 セザ

ル ガ如 ク見 ユ ル モ、熟 覗 ス レバ大 禮 二於 テ凝 集

償80倍 附 近 ニ テ補 罷 結 合 反 惣F雲性者 最 モ多 ク、

160、40及 ピ320倍 二於 テハ 補 髄 結 合反 慮 陽 性

者 ハ陰 性 者 二比 シテ 甚 グ多 凱=シ テ、 殊 二凝 集

贋640倍=.於 テハ 悉 ク補 艘 結 合 反 慮 陽 性者 ナ

リ。 此 關係 テ封 照者 及 ビ結 核 疾 患 者 ノ個 々 二就

キ観 察 ヘレバ 尚 ホ明 ラカ 三 シ テ、帥 チ凝集 慣80

倍 テ示 スモ ノ最 モ多 数 テ占 ム ル封 照 者 二於 テ補

禮 結 合 反 慮 陰 性 者 最 モ多 ク(第35表)、 之 二反 シ

結 核 疾 患 者 二於 テ ハ凝 集 償160倍 テ示 ス モ ノ最

モ多 久 而 モ此 範 園 内 ニ ア リテ ハ補 膿 結 合反 慮

モ亦 強 陽 性 テ 示 ス 事 多 シ(第36表) 。 爾 ホ凝集

第37表 凝 集反慮 蛇 二補髄結合反慮相 互關係(2)

凝 集 反

10

補

髄

結

合

反

+

一
什

柵

下

計

一一1一

丁

2・14・IS・116・132・164・

7161

一

T

丁
8

2

マ

計

27

2

2

2

33

一

凝 集 反 慮
計

10 20 40 80 160 320 640

補
盟
結
合
反
幅

'

一 1・2 10 22 7『
4

1 43
-

14十 1 2 6
一

1

一

什 1 2 2 4 3 2 14

帯 1 3 4 1 1 10

柵 9 9 10 6 6 40

計 2 5 24 44 28 11 7 121

孜 二凝集反慮拉二補禮結合反慮 ノ相互關係 二就

キテ比較 セントス。先 ヅ被検例132名 ノ内2氏

」反慮陽性者11名 テ除 キタル残 リ121名 二就 キ

第38表 凝集反磨並二補胆結合反磨相互關係(3)
1

凝 集 反 慮
計

・・12・{4・
」8・1・6・

32・1640

補

髄

結

合

反

十

十十1

帯

柵

計

1

1

2

3441 13

41

9
向

O
U

O
J

4

9
}

2

一
2

11

1341T'1
8896

1T 一16　 2123117

12

m
冨

83

一
6

一

慣 ノ檜減 二從 テ以 上 ノ關 係 ハ爾 明 カ ニ ナル モ ノ

ー シテ、 即 チ凝 集 素 及 ビ補 盟 結 合 抗 盟 ノ増 減 二
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ハ或 一一一定 範 圏 内 一一於 」一ハ其 酒璽f畏圧 ∴蛇 行 シ得 ル

ガ如 ク ー見 ユn、 、

更 一二雨 反 慮 ・關 係 戸 ツベ ノレク リ ・、 ア レル ギ

ー・一・・」ノll犬態 ヨ リ 膿見察 セ'ト ス。 先 ヅ健 康 歩扱蕉者

一.一於 ケ ルMantoux氏 反 慮 陰 性 者(一)、(±)二

就Vテ 其8名C孔 氏 反 陽 性1名 テ除 外)巾 凝 集 慣

160倍 及 ビIll1結反 陽 性 テ 示 スモ ノ各111例 宛 テ

暴 ゲ ル他 ハ何 レモ凝 集 慣80倍 、「1.ッ補 結 反 慮 陰

弓生者 ニ シテ全樋豊ノ70%テtl-iム(第371長)。 次 ・r・

Mantoux弱 陽性 蛇 二中等 度 陽 性(+1、(→ 十)二

第39表 健康劉照者 二於 ケル三反慮 ノ關係(1)

第41表 締核患 者 二於ヶル三反 旛 ノ關係(1)

(ア ソッウ氏反慮 中等度陽性)
亀 一

諜 婆}1・{2・i`
40

}一

80160

P__一 一

「'
」,f1

320 脚 計

置

)

)

二

+

(

一(

∫せ2.

∠世≧

璽
胃

12

,
一

一

1

2

二

2

4

育

…2

一

一

9
擢

9
飼

一一

1

22罫
のδ

「0

り

n6

4
…
-

』

12

7

0δ1

一

3

=

1

9

8

7

3

5

2

一

房

5

凝
補 ＼反204080160計
結反＼

丸一)
一 一 6 1 7

-

1(柵) 一 1 一 一

一
計 一 1 6 1 8

第40表 健 康封照者 二於 ケ'レ三反慮 關係(2)

＼凝
補＼反
結反＼

10 20 40 80 160 計

(一) 1 1 7 8 1 18

(+) 一 一 一 1 一 1

(什)
一 『 一 1 一 1

(柵)
一 一 一 1 一 1

計 1 1 7 11 1 21

於 テハ 第38表 ノ 如 ク21名(Z氏 陽 性6名 テ除

外)二 於 テモ凝 集 債80倍 ト補 膿 結 合 反 磨 陰 性 卒

トハ ヨ ク相 一 致 ス ル 子見 ル モ ノニ シ テ、 次 デ凝

集 債40倍 ニ モ陰 性 補 結 反 慮 多 久 是 等 合 計 ノ全

撒 ノ71%テ 占 ム。 爾 ホMantoux強 陽 性(惜 、

冊)テ 示 スモ ノ4名 二於 テ凝 集 慣何 レモ80倍 、

補 結 反 慮 ハ陽性 陰 性 各2例 宛 ナ ル モ、 少激 ナル

テ以 テ確 實 ナ ル結 論 二就 テ ハ他 日 二譲 ル。 次 二

結 核 患 者 二就 テ観 察 スル ニMantoux陰 性 者 モ

亦4名 ノ少数 例 二過 ギザ ル テ以 テ此庭 二断 定 ヲ

、避 ケ、同Mantoux中 等 度 陽 性(+、 十)蚊 二強 陽

性(帯,,冊)テ 示 スモ ノ夫 々52名 及 ビ29名 二就

キ テ ハ第39表 、第40表 二示 ス ガ如 シ。 自Pチ何

レモ凝 集 償160倍 及 ビ80倍 ラ 示 スモ ノ多 数 ニ

シテ、補 結 反 磨 モ亦 陽性 殊 二強 陽 性 テ呈 スル モ

ノ多 シ。 術 ホ前 者 二於 テ ハ 凝 集 慣40e示 スモ

第4～ ノ乏 結 核患 者二於 ケル三反磨 ノ關係(2)

(マ ソツウ氏反脆義強陽性)

＼凝
補＼反結反＼ 20140β0

'

1160320

1640計

;

(一一) 1 一 一 1 一 一 7

(十 ク
一 一 1

=

1 1 一 3
P

(什)
一 一

9

2 2 一 4

(柵) 一 三
1

3 ユ
4

一 1 互
14(柵) 一

一
5

一
2

一
2

1計 1 2 9 9 5 3 29

ノ比 較 的多 激 ナ ル ニ反 シ、後 者 二於 テハ320倍

ラ示 ス モ ノ却 テ多 キ テ見 ル。 以 上 一 ヨ リテ考 フ

ル ニ封 照 者 二於 テ ハ 「ツベ ル ク リ ン」反 磨陰 性 ナ

ル 時 ハ 雨反 庭共 二陰 性 ナ ル事 多 キ モ、「ツベ ル ク

リ ン」反 慮 陽 性 ナ ル ー 從 ヒテ 補結 反慮 ノ ミ梢 ヤ

陽 性 二傾 久 結 核 患 者 二於 テモ同 ジ ク三 者略 ヤ

同 一 ノ歌 態 二於 テ増 減 ラ示 シ、 殊 二凝 集 償16σ

倍 二於 テ ハ補 結 反 慮 モ亦 其 頂 鮎 テ同 ウ ス。

終 リニ病 期 最 モ進 渉 セ ル者 二於 ケ ル凝 集 、補結

雨 反 磨 ノ消長 如 何 テ 知 ラ ン トシ14名 ノ末期 結

核 患 者(第41表 、 患 者 例 、10、45、51、52、5氏

第43表 末 期肺結核 患者二於 ケ,レ雨反 懸成績

＼凝
補＼反
結反＼

10 20 40 80 160
1
320 440 計

(一)
一 一 1 一 一 一 一 ユ

2(+) 一 一 1 1 一 一 『

(骨) 1 1 1 一 2 一 一 5

(冊)
一 一 1 1 2 1 1 6

計 1 1 4 2 4 1 1 14

56、68-一一73、80、82)二 就 キ テ 調 査 セル ニ次 表

ノ如 シ、 帥 チ補 結 反 庶 ハ末 期 二至 ル モ ヨ ク其 陽

性 テ保 チ且 ツ強 度 士曾強 スル モ、 凝 集 反 慮 ハ不 定
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ニシテ 健常 値 以 下或 ハ 以 上 一 動 揺 セ ル 値 テ示

ス。爾ホ採 血 日 ヨ リ死 亡 二至 ル迄 ノ期 間及 ピ「ツ

ベル ク リン」反 癒 トノ 間 一 バー 定 ノ 關 係 子認 メ

ザル ガ如 シ。

第 四 節 考 按 拉 二 小 括

以上 ハ結核 凝 集 反 慮拉 二補 盟 結 合 反 慮 ラ同 一一患

者 二施 行 シ比 封 實験 テ試 ミ タル成 績 ナ リ。 即 チ

凝集 反慮 ハ初 メArloing氏 等 以 來 多撒 ノ復試

ア リ、 殊 二Fornet氏 等 其診 断 的 債値 二就 キ テ

高唱大{二 務 メ タ リ ト難 モ從 來 ノ諸1ソ 意 見 テ

綜合 ス レバ 多 クハ診 断 目的 トシテ ハ意 義 甚 少 ナ

シトスル ニー 致 セ リ。 上述 著 者 ノ實 験 成績 モ亦

之 二類 似 シ、 臨 躰 的 二活動 性結 核 テ否 定 シ得 ル

多 ク ノ健 康禮 及 ビ結 核 外疾 患 者 二於 テ モ或 程 度

ノ陽 性 ラ示 スモ、 活動 性結 核 二於 テ ハ陽性 度却

テ意 外 二薄弱 拠 ノ ア リ。 爾 ホ前封 照 二於 ケ

ル凝集 償 子一定 陰 性 規 準 卜定 ム ル時 ハ結 核 患 者

二於 ケル陰 陽性 率 略 ミ相 等 シキ状 態 千示 スモ ノ

ニ シテ、 是 レ宛 モ活動 性結 核 ラ除外 シ得 ベ キ健

康成人 二於 テモ 「ツベ ル ク リ ン1反 曄 ノ大 多数 陽

性 二現 ハ レ、 且 ツ屡 亙活 動 性 結 核 子有 スル モ ノ

ヨリそ強 度 ナル コ トアル ノ事實 ニ ヨ ク類 似 ス。

斯 ノ如 ク所 謂健 康 者 乃 至 非結 核疾 患 者 二於 テ凝

集素 産出 多 キ事 結 核 患 者 二劣 ラザ ル ノ所 以 ハ、

此等 二於 テ潜 伏 性 結 核疾 患 テ否 定 ス ル事極 メテ

困難 ナ ル ガ爵 ナ ルベ ク、 殊 二余 ガ實 験 二供 セ シ

バ悉 ク成人 ナ リシガ 窃 ナ ラ ン、 即 チ之 ガ タメ ニ

凝集反 庶 ハ從 來 非 特 異 性 反 慮 ナ リ トセ ラ レ タル

モ、余 ハ寧 ロ之 ハ該 反 磨 ノ生物 學 的 二甚 ダ シ ク

鋭敏 ナ ル事 二聾 ス ベ ク、 却 テ實 際 上 診 断 的 目的

ニハ磨 用不 適 當 ナ リ ト思 惟 ス ル モ ノナ リ。 然 ル

ニ結核 補饅 結 合 反 庶 二於 テハ、 其 陽 性 度 ヨ リ臨

躰的所 見 ト相 一 致 スル黙 多 久 著 者 ノCourmont

氏株結核 菌 テ以 テ セル成 績 二就 キ テ観 ル モ健 康

封照 者 二 於 ケル 陰 性 率 ハ82%、 結 核 疾 患 者 二

於 テハ陽性 卒85%ノ 好 成績 ラ基 ゲ得 タ リ.迩

Proffハ ム ハ シ ナル

ル ガ、 余 モ 亦之 二貸意 ヲ表 み ル者 ニ シ乏、 吐匙

凝 集 反慮 ハ補 艦結 合 反 癒 上 ニー歩 テ喩 セザ ル ベま　 へ 　の 　 　 リ

カ ラLズ。 然 ル ニ 更 二是 等 雨 反 慮 ラ結 核 各病 期 テ

追 フ テ観 察 ヘル時 ハ、 上述 ノ關 係 トハ全 ク趣 キ

ラ異 一 人ルモ ノー シ ア、 凝 集 反 慮 二於 テハ 各病

型 ニ ヨ リ凝 集度 手異 ニ シ、Il.ツ 其 間 二或 一一一定 ノ

剣然 タル秩 序 ア リ、 即 チ肺結 核 比較 的 初期 一 ア

リテハ、 凝 集 素 産 出 著 シ ク、 晩 期 二進 ム ニ從 ヒ

テ漸 次 下 降 、1く期 二於 テ ハ甚 グ シ ク低 キ凝 集 慣

号示 ヘモ ノナ,し事 ハ既 二再 三吾 人 ノ強 調 セ シ所

ナ リ。 故 二活 動 性結 核 ノ豫 後測 定 ニハ 多少 二拘

ラズ意 義 ア リ ト信 ズ ル モ ノナ リ。 此事 實 バー 面

「ツベ ル ク リ ン」∫丈慮 トヨ ク其軌 テー ニ スル モ ノ

ト見 倣 シ得 ベ ク、殊 二末期 二於 ケル凝 集 慣 ノ低

下 ハ 「ツベ ク ル リン」反 磨 ガ進 行 性 悪 性結 核 粟 粒

結 核 乃 至 著 シ キ 重 篤 末期 患 者 ニ テ 「ネ ガ テ・一

べ、 ア ネル ギー1ラ 示 ス ト相 似 タル 關 係 ニ アル

テ思 ハ シム。 之 二反 シ補 禮 結 合 反 庭 ノ病型 二封

λル 關係 二就 キ テハ、 何 等 斯 ノ如 キ事實 ラ認 ム

ル事 能 ハザ リキ。 余 ノ成 績 ニ ヨ レバ、 唯 結 核 病

勢 ノ進 展 ニ ツ レチ補 罷 結 合 反 癒 ノ陽 性 度 ラ増 加

人ル モ ノニ シテ、 且 り末期 二 於 ケル 「アネ ル ギ

ー」ヘ ノ轄 化 モ 亦 凝 反 ノ乏ピ「ツ 1反磨 二 比 ス レバ

遙 二遅 レテ現 レ ・モ ノ ・如 シ。 尚 ホ確 實 ナ ル結

論 ハ後 日 ノ動 的観 察 ニ ヨル結 果 二侯 タザ ル ベ カ

ラズ ト難 モ、 少 ナ ク トモ吾 人 ノ既 二略 述 セ シ所

一 ヨ レバ、 凝 集 反 磨 ハ 結 核 病 機 ノ 浩 長 一 慮 ジ

テ極 メ テ動 揺 シ易 ク、 之 即 チ補 禮 結 合 反 慮 ヨ リ

ー頭 抜 ン ジテ豫 後 判 定 上 二意 義 ア リ トナ ス所 以

ナ リ.且 ツ 日常 實 地 家 ノ施 行 二際 シテ、 補{邉結

合 反 磨 ノ操 作 ハ極 メ テ煩 雑 且 ツ複 雑9極 ムル モ

ノナ ル ガ故 二實 施 シ難 キ ニ反 シ、 凝 集 反 癒 ハ極

メ テ容 易、 且 ツ其 ノ判 定 モ亦迅 速 、 簡 軍 ナ ル ガ

故 二極 メ テ短 時 間 二行 ヒ得 ラル ・利 黙 ア リ.尚

ホ從 テ動 的診 断 ラ ナ ス場 合 ニ モ極 メテ適 切 ナル

モ ノ ト考 フ.尚 ホ凝 集 反 癒拉 二補艦 結 合1文懸 ノ

相 互 關 係 二就 キ テ ハ 今後 更 二 多数 ノ實 験 例 二就

韮繍 驚 鞍 羅 一二調矯髪暫灘虚撚 膏套攣}一'『 璽,
._一'『 一即'_一{
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見 ザ ル モ或 程 度 迄 ノ相 川 醐係 ハ窺 ヒ得 べ 久 殊

二健 康 封 照 者 二於 テハ比 較 的 ヨ ク相 一 致 シ、 結

核 患 者 二於 アモ雨 反 慮 ノ陽 性傘 ∴ ハ互 ニ…定 ノ

消 長 關 係 存 人ル チ認 メタ リ。 之 ∴由 リテ考 フル

ニ是 等 雨 反 慮 一・於 ケ ル抗 龍 ハ本 肥 的 ∴ ハ金 ク同

一 性 質 ノモ ノニ非 ザ ル事 ハ舌 テ俊 タヅ ル モ、 一

方 二稗 セ ラル ・ガ如 ク是 等 雨抗 慌 間 轟共 通 セル

部 分 テ認 メ ズ トハ必 ズ シモ断 定 シ得 →ゾル モ ノナ

リ ト信 ズ。

以 上本 章實瞼 成績 ラー括 人 レバ乃 ヂ次 ノ如 シ。

(1)本 實 験 二供 ヒ シ結 核疾 患 者 ハ 合 計85名 ニ

シ テ、 内早 期 肺結 核 二屈 スル モ ノ34名 、晩 期 肺

結 核44、 結 核 性 漿液 膜 炎7名 テ敷 フ。 術 ホ結 核

疑 似 者7名 及 ビ封 照 トシテハ外 観L健 康 ト見倣

セ シ者 拉 二結 核 外疾 患者 等 ノ40名 ナ リ.

(2)以 上 ノ材 料 二就 キ テ行 ヘ ル凝 集 反 慮 拉 二補

禮 結 合 反 慮 ノ陽 性 撒 ハ健 康封 照者 二於 テハ夫 々

10%及 ピ18%二 、 結 核 患 者 二於 テ ・・夫 々51%

及 ピ85%二 相 當 ス(但 シ凝 集 反 磨 二於 テハ凝 集

償80迄 テ陰 性 ト定 メ タ リ)。

(3♪ 凝 集 反 慮拉 二補 禮 結 合 反 癒 二於 テ陽 性 、 陰

性 テ通 ジ其 一致 卒 ハ封 照者 二於 テハ76%、 結 核

患 者 二於 テハ54%テ 占 ム。

(4)補 盟 結 合 反 癒 ト結 核 各 病 型 間 ニ ハb顯 著 ナ

ル 關係 テ認 メ難 キ モ、 凝 集 反 慮 二於 テハ既 二論

述 ヒ シガ如1キー 定 ノ關{系 テ見 タ リ。

(5)結 核 凝 集 反 慮 及 ビ襯 覆結 合 反 態 トノ相 互開

係 二就 アハ或 ・定 範 園 内 二於 テ各 篭其 清 長 テ勉

行 シ得 ル モ ノ ・如 久 例 言 ス レバ凝 集 償80倍 附

近 一;…於 テ補 艦 結 合反 癒 陰 性 者 多 ク、160、40.320

倍 二於 テハ補 結 反 慮 陽 性 者 ノ方 陰 性 者 二比 シテ

甚 グ多 シ、 殊 二640倍 二於 テハ縮 テ陽 性者 二於

テ之 テ占 ム。

(6)爾 ホ 「ツベ ル ク リ ン」反 癒 トノ關 係 二就 キテ

モ、 三 者 略 《同 一撒 態 一 テ壇 減 テ示 ス モ ノ・如

久 例 ヘ バ封 照 者 二於 テ 「ツ」反 慮 陰 性 ナ ル場 合

ニハ雨 反 慮 モ亦 共 二陰 性 ナル事 多 ク、 「ヅ」反 雁

張 陽性 テ示 ス結 核 患 者 二於 テ ハ補 結 反 癒 陽性 、

而 モ強 陽 性 者 多 ク、 凝 集 反 癒160倍 二於 テ各1

其 頂 貼 ノ相 一 致 スル テ見 タ リ。

(7)爾 ホ結 核 補 盟 結 合 反 磨 ハ結 核 症 ノ重 篤 末期

二於 テモ常 二陽性 、 而 モ強 陽 性 タ ル事 多 キモ、

結 核 凝 集 反 慮 ハ之 二反 シ末 期 二近 ヅ ク ニ從 ヒ、

多 クハ之 二先 立 チテ陰 姓 ラ示 スモ ノナ リ。

第十一章 総括及ビ結論

結核二於ケル免疫血清學的反癒 二關 シテハ、從

來多撒 ノ學者ニヨル研究業績 ノ壷表 セラレタル

モノ枚墾二逞アラズ。殊 二結核凝集反磨 ノ如キ

ハ往昔既二其端テ登 セドモ、未 グ臨沐上一般的

二其慮用 テ見ズシテ顧 ミラレザルニ至 リシハ誠

二遺憾ナリトス.此 塵 二於テ余ハ更二凝集反慮

ノ意義ニツキ再認識、批判 テ試 ミント欲 シ、專

ラ人農 ニツキ各種 ノ結核疾患、結核以外 ノ疾患

虹 二健康封照等比較的廣範園二亙 リテ實験 テ企

テタルニ、臨躰上慮用 シ得 ラルベキ甚 ダ興味 ア

ル事實 テ謹明 シ得 タリ。更二進 ンデ肺結核各種

ノ症候拉 二諸種 ノ血液諸反慮其他 ニツキ之ガ關

係テモ併セ探索 テ試 ミタリ。是等實験研究 ノ詳

細、考按拉二結論 二就 テハ各章或 ハ各項 二於 テ

既二紫設 シタルテ以テ、今弦 二夫等 ノ概要 テ摘

録 スル ニ次 ノ如 シ。

(1)本 實 験 二使 用 シタル 凝 集 反 慮 用 「ア ン チゲ

ン」ハCourmont株 李 等 培 養 結 核菌 ヨ リ作 製

シ、 何 等 ノ操 作 テ加 ヘ ザ ル生 菌 俘 游 液 ニ シテ、

本 「ア ンチ ゲ ン」ノ特徴 ハ容 易 二作 成 シ得 ラル ヤ

事 、保 存其 他 ノ操 作 ラ加 フル モ絶 封 安 定性 テ有

ス ル事 、 其 反 癒 度 鏡 敏 且 ツ能 動 ガ常 ニー 定 ニ シ

テ成 績 ノ看取 容 易 ナ ル鮎 等 ナ リ トス。

(2)本 實験 二使 用 シ タ材料 ハ 凡 テ血 清 ニ シテ其

撒378名 、416撒 例 テ示 シ、 其 内繹 ハ所 謂健 康

者33名 、 結 核 二非 ザ ル諸 種 他 疾 患者78名 、結

核 疑 似 者22名,肺 結 核 以 外 ノ結 核 疾 患者41名

及 ピ肺 結 核 患 者204名 ナ リ。 且 ツ上 述 結 核疾 患

者 合 計245名 二於 テ ハ男 女 共 二青 年 期 ニ アルモ

ノ最 モ多敷 ニ シテ、 一般 結 核 統 計 トヨ ク其 状態
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テ同 ウ ス。

(3)所 謂 臨 躰 的 健康 者 二於 ケ ル凝集 反能 ハ血 清

稀 繹度80倍 二於 テ陽性 テ示 ス モ ノ最 モ多 久80

倍 及 ビ20倍 之 二次 ギ80倍 テ超 ユ ル モ ノ極 メテ

少 ナ シ。結 核 以 外 ノ諸 種 他疾 患 者 二於 テ モ同 ジ

ク凝 集 償80倍 テ示 スモ ノ最 モ多 ク40倍 之 二次

グ。又160倍 乃 至320倍 二於 テ陽 性 テ示 ス者 ア

リタル モ極 メ テ小 薮 例 二止 マ レ リ。 是 二由 テ余

ハ健康者 凝 集 憤 ノ 最 上 値 ラ80倍 稀繹 度 ト定 メ

テ可 ナ リ ト信 ゼ リ。

(4)結 核 疑 似 者 二於 テハ160倍 二於 テ最 高 ニ シ

テ、80倍 ハ次 二位 ス。 債iホ320倍 乃 至640倍 二

達 セ シモ ノ若 干 名 ア リタ リ。

(5)肺 結核 以外 ノ結 核 疾 患 者 即 チ結 核 性 漿 液 膜

炎患 者 ノ大部 分 ハ80倍 二 於 テ 凝 集 ス ル ハ封 照

二類似 ス。 唯 肋 膜 炎 二於 テ160倍 、320倍 ノモ

ノ次位 テ占 ム ル ニ反 シ、 腹 膜 炎 二 於 テハ40倍

及 ビ20倍 之 二代 レ リ。

(6》 肺結核 患者 二於 ケル凝 集 反 慮 ノ・160倍 最 モ

多 久80倍 、40倍 及 ビ320倍 ノ順 ナ リ、 今 之 テ

病期 ニ ツキ テ見 レバ、Turban-Gerhardt氏 分

類 ニ ヨル第 一一期 一 相 當 ス ル モ ノ61例 中160倍

凝 集ハ19例(28%)、 第 二期72例 中80倍 凝 集

26例(36%)、 第 三 期71例 中40倍 凝 集 ノ モ ノ

23例(32%)ニ シテ 夫 々最 多数 テ占 ム。 病 勢 ト

ノ關係 ニ ツ キテ ハ 治 癒 性17例 中40倍 及 ピ80

倍 ノ者最 モ多 ク夫 々36%及 ピ30%、 停 止性36

例 二於 テハ160倍 ハ44%、 亜 進 行 性91例 二於

テハ80倍 ノモ ノ30%、 進 行 性60例 中40倍 ノ

モ ノ33%ニ シテ 夫 々最 高 値 ラ示 ス。 爾 ホ病 型

別 ニ ツキ見 ル時 ハ各 病 型 毎 二其 趣 ラ異 一 ス。 先

ヅ比較 的結 核 初 期 ト見 倣 サ ル可 キ初 感 染 等 二於

テハ凝 集 債320倍 、 肺 門結 核 、 早 期 浸 潤 等 二於

テハ160倍 ニ シテ比較 的凝 集 贋高 位 ニ ア リ。 然

ル ニ晩期 肺 結 核 殊 二病 髪 最 モ著 シキ者 ト想像 サ

ル ・肺炎 型 、 混 合型 肺結 核等 二於 テノ・却 テ健 常

値 ヨ リモ低 位 ニ シテ40倍 、20倍 二於 テ漸 ク凝

集 テ示 ス ニ過 ギズ。 終 二豫 後 一 ツキ テ観 察 ス ル

ー一.、其 傾 良 者84例 及 ピ傾 不 良 者60例 ノ比較 二

於 テハ、前者 二於 テハ160倍 凝 集 慣 テ示 ス者30

例(36%)ニ シテ最 多 激 ラ占 ムル ニ反 シ、 後 者 二

於 テハ唯40倍 ノ者20例(33%)ニ シテ其 間 二明

カ ナル差 異 ラ認 メ得 。

以 ヒテ綜 合 スル ニ、 肺 結 核 患者 血 清 中 二於 ケル

結 核 凝 集 素 ノ存 在 ハ 明 白 ナ ル モ、 之 ハ又健 康 封

照 者 二於 テ モ或 程 度 ノ陽 性 卒 テ示 ス ガ故 二結 核

鑑 別 診 噺 法 タ ラ シムル ハ困 難 ナ ル モ、 少 ナ ク ト

モ該 凝 集 素 ハ結 核病 機 ノ清 長 二伴 ヒ テ増 減 ス ル

ノ事 實 ラ モ更 二謹 明 シ得 タ リ。

(7)結 核 凝 集 反 癒 ト患 者年 齢 、 環 境 二於 ケル結

核 患 者 ノ有 無 拉 二各 種 症 候 中喀 疾 、喀 血 歌 態 及

ピ合 併 症 等 二於 ケ ル關 係 二就 テハ特 二注 目 二債

スベ キ事 實 ラ認 ムル事 能 ハ ズ。 唯 登熱 歌 態 トノ

關 係 二就 テハZF温 者 乃 至 輕 熱 者 多 激 ニ シテ殊 二

微熱 者 ハ40%ノ 最 多 撒 ラ占 メ、 凝 集 債 モ亦40

倍 乃 至160倍 ニ アル モ ノ多 撒 ニ シテ80倍 ハ其

内 ノ最 高29%テ 示 ス。 即 チ凝 集 債 ト禮 温 高 低

トノ間 ニハ或 一 定 ノ連 絡 存 スル ガ如 ク各 々其 最

高 黙 ハ互 二相 一 致 ス。

(8)結 核 凝 集 反 慮 ト他 ノ血 液 諸 反 磨 トノ關 係 テ

観 ル ニ、 血液 像 二於 テハ赤 血 球 拉 二 白血 球 像 ノ

ニ 三 一 ツキ僅 カ ニ因果 關係 認 メ ラル ・ガ如 キ外

ニハ特 記 スベ キ關 係 テ知 ル能 ハ ズ。 赤 血 球 沈降

反 庶 ニ ツキ テ ハ強 度 反 磨 テ示 ス モ ノ最 モ多 ク全

激220例 中115(52%)テ 占 メ、次 デ中 等度 反 磨

64(21%)及 ピ弱 度 反 慮24(11%)ノ 順 ナ リ、 且

ツ弱 度 反 磨 ハ 凝 集 償80倍 二多 キ モ、 赤 沈 速 度

ノ促 進 二 從 ヒテ160倍 、40倍 テ示 ス 者 多 ク、

略 ≧凝 集 反 磨 ト其 清 長 テ共 ニ セ リ.爾 ホ結 核 患

者 ノ血液 型 ニ ツ キ テハ0型38.3%、A型32.5

%、B型20.9%及 ビAB型8.1%ニ シテ 吾 國

標 準 血液 型 分 布 率 ト略 ≧異 ナ ラズ。 是 ガ凝 集 反

慮 ト ノ間 島 モ特 異 關 係 テ認 ム ル事 困 難 ナ ル モ、

0型 及 ビA型 二於 テハ比 較 的 高 位 ノ凝 集 債 テ示

ス モ ノ多 ク、B型 二於 テハ却 テ低 位 二傾 久AB

型 ハ此 中 間 二在 リ。

(9)「 ツベ ル ク リ ン」皮 内反 磨 トノ關 係 二就 テ モ

其 陽 性 度 ノ強 弱 ハ互 二相 似 タルニ状態 テ示 ス コ ト
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多 ク。 殊 ニ マ ヒツ立 氏反 慮 巾等 度 陽性 立立弟其 附

近 ノ部 二於 テハ凝集 反慮 度40倍 乃 至80倍 ・陽4亘三

多 久 特 二80倍 ハ最 高 ラ占 ム。 師 チ 約 言 λ レ

バ此bEt二方全テ モ凝 集反 拠鮭立二 「ツベル ク リ ン」J丈

慮 トノ濃 度 ハ夫 々其 頂 貼 二於 テ相 一 致 人 卜言 フ

ベ シ 。

(10)臨 躰L明 力∴ 赤、li核ノ 存 花 テ 陥 灘 セル患 者

34例 轟 ツVi'辿 綾 的 二凝 集 反 慮 テ施 行 シ、以 テ

動 的 観 察 ∴依 リテ凝集 メξノ漕 艮 ヲ次 ノ 三種 二1雇

分 セ リ。 即 チ(1)凝 集 慣 次第r.ヒ 昇、(2)之 一

反 シ下 降、(3)常 ニー 定 値 二止 マ ル者 等 一 シテ、

此 内凝 集 憤 上昇 ラ 示 ス者 二 於 テ其82%ハ 豫 後

良 好 トモ言 フ可 ク、 叉 之 一反 シ凝 集 慣 下 降 テ示

ス者 二於 テ ハ其80%ハ 豫後 不 良 ナ リキ。 是 二

由 リ考 フル ニ、 是 ハ個膿 二於 ケ ル結 核 二封 スル

ー 防 衛 力 ノ螢 現 トモ見 ル事 テ得 ル ナ リ
。

(11)補 膿 結 合 反 磨 トノ關 係 一 ツ キ テ ハ、或 一 定

ノ範 園 内 二於 テ!ミ 各 其 消 長 ハ拉 行 的 ナル者 ノ

如 ヤモ、補膿結合反慮 ノ診断的意義 テ有 スルニ

比 シア凝集反慮ハ寧 ロ漁後測定的二優位 ラ占ム

ルモノナリ。

以」ニニ依 リ結核患者血満中轟ハ確實 二該凝集素

ノ存在テ立離 シ得ルモノニシテ、且ツ病機 ノ進

行 卜共 二大欄其埆減相立立行 スルモ ノナリ。帥チ

良性慢性型 鳥於テハ上昇高位 テ示 セドモ、其終

焉二赴 ク時ハ減少或ハ泊失 スル既二逮ペタル所

ナリ。此事 ハ補船結合反癒及 ビ諸種 ノ他反癒 ト

柳 ヵ趣 ヲ異二λル所以 ニシテ、豫後判定的二何

等カノ暗示 テ與《・得ルモノナリ。從 テ結核経過

中動的 二凝集反慮曲線 ノ疑fビラ観察 スルハ甚グ

意義 アリ、伺ホ既述 ノ諸反慮成績 テモ封照考察

セバ結核診断拉二豫後判定ニモ資 スル所砂ナカ

ラズ トイ言ズ。'

終 リニ臨 ミ恩師有馬教授 ノ御懇鯖 ナル御指導並

二御校閲 ラ深謝 ス。
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